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「まあ、あそこで踊おどっているのはファイシス王子様？　お相手はどこのご令嬢？」

「あの立派な方が第三王子のファイシス様ですって？　公おおやけの場所に出られないほどお加減が悪いと王妃様はおっしゃっていましたのに」

「あのお嬢様も本当に素晴らしいわ。軽やかで、王子様と踊っても引けを取らない身のこなし」

「レッスンを積んだ、見事な足さばきですわね」

　鮮やかな赤や青に染め抜かれたダチョウの羽う扇せんで上品に口元を覆いながら、貴婦人がたが囁ささやき合う。

　レアベルサイユ宮殿の中において、もっとも豪華で壮麗な大広間である〝鏡の間〟。

　運河と庭園を望む硝子ガラス張りの窓。壁面はすべて鏡張り。天井は華やかな神話の一幕を描いた絵画に飾られ、広い奥行きを持つその空間の中央で、周囲に貴族たちを従えるようにして踊る二人の少年少女の姿。

　ファイシス王子とルージュ・ド・ラ・クリムゾン伯爵令嬢。

　少年は車くるま椅い子すの身でありながら、器用に車輪を操り華か麗れいに踊っている。

　貴婦人たちは皆、その二人をうっとりとした眼差しで見つめながら、口々に噂うわさしていた。しかしそれはすぐに、こそこそとした不ふ穏おんなものへと変わっていく。

「第三王子様が、足が不自由とはいえ、あのようにご立派な少年だったなんて！」

「本当に！　王妃様は、なぜ王子様を公の場に出さないのかしら」

「それはもちろん、王陛下の最愛の方、故カトリーヌ妃のご子息だから。目め障ざわりで仕方ないのでしょ」

「ですわよね。離宮のプチトリアノンに隔かく離りして住まわせているのだって、お体が弱いのや、おみ足が不自由だというのとは別の理由よ」

「王妃様はご自分の血を分けた第一王子シンドラ様と第二王子デューク様、その二人だけがいらっしゃればいいのよ」

「でも、今回はどうしてファイシス様はおいでになったの？」

「王妃様がファイシス様を廃はい嫡ちやくして王位継承権を剝はく奪だつしようとしていると密ひそかな噂があったから、それを牽けん制せいするためなのでは」

　そこに、突然大きなざわめきが起きた。

　畏い怖ふと、脅きよう威いとでもいうような独特のどよめき。

「王妃様が広間へお戻りになったそうよ！　ファイシス様がいらっしゃると聞いて、大変お怒りですって」

「ファイシス様を謹きん慎しん処分になさるとか」

（ファイシス様を謹慎に？）

「どうしたの？　ルージュ。また気分が悪くなった？」

　ターンの途中で、突然ステップを踏むのをやめたルージュを、彼はきょとんとした顔で見つめている。彼には周囲の声は聞こえていないらしい。

「ファイシス様、お願いです。ちょっとの間だけ、この場から離れてください。早く」

　訝いぶかしげなファイシスの車椅子を摑つかむと、ルージュは人混みを搔かき分けて窓に走り寄り、そこからテラスに逃げた。広大な庭園を支配しているのは漆しつ黒こくの闇だ。

「ファイシス様、ここにいて隠れていてくださいね。私が迎えに戻ってくるまで」

　窓枠に手をかけ、背後のファイシスを振り返ったルージュは目を疑うたがった。

　ファイシスが忽こつ然ぜんと姿を消していたのだ。

「ファイシス様……どこですか？」

　あたりをきょろきょろと探すが、彼の上着はどこにも見えなかった。

「ファイシス……様!?」

　嫌な胸騒ぎがする。

　何が起きているのかわからなかった。

　ファイシスが車椅子もろとも一瞬で消えるなんてこと、あるわけない。

（夢……。そう。悪夢よ。こんなのは現実じゃない……！　早く早く、目覚めなきゃ）

　何故か王子を探そうとは思えなかった。得体の知れない事態に、恐くてぎゅっと目をつむる。次に目を開けたら、すべて元に戻っているに違いない。




　願いが叶ったのだろうか。突然、周囲の空気が変わった。

　ゆっくりと瞼まぶたを上げると、闇の中、紅あかく揺らめくように燃えているのは、城だった。

「……この光景……」

「弱き者は滅びればいい。強き者の足下に這はいつくばっているのが似合いだ。そうだろう？　紅い娘」

　すぐ頭上から、冷ややかな声が浴びせられた。

　その低く響くテノールには、聞き覚えがある。

　ぞっとするような威い嚇かくの色を含んだ強者の声。繰り返し見た夢に出てくる謎の騎士の声。

「どうした？　〝また〟、怖くて何もできないのか？」

　気がつけば、隣に鉄の面覆いシヤフロンをつけた黒い馬が立っている。

　跨またがるのは全身を黒い武装で固めた騎士。

　黒騎士が、あざけるようにそう言った。

（───う…そ……。まさかどうして……）

　あれは……あの男のことは、悪夢でしかないはずだ。

　もしくは遠い昔の、ほとんど記憶にすらない子供の頃のことのはずだ。

「あなたが、私をここに呼んだの？　これは私の夢？　それともあなたの夢なの？」

　ルージュは動揺を悟さとられまいと、毅き然ぜんとして訊たずねる。

「おまえが過去を知りたがっているのだろう。そして自分の力を。だからこの私を呼んだのだ。私はおまえの夢の中にいる」

「私が？　あなたを？　まさか！　私はあなたなんて大嫌い！　私を殺そうとしたくせに！」

　夢の中の自分は幼かった。この男の馬の鞍くらにも届かなかった。

「天地は神が六日かけて創り、のちに王を地上における代理人とした。おまえたちは神にかしずき、王に仕え、決して擢ぬきんでることのない存在。おまえたちの力は君主のためにのみ使うべきもの」

「あなた……何を言ってるの？」

「おまえは自身の力に目覚めつつある。その力をどう使うべきか、そして誰のために使うのか、おまえは定めかねている。だから過去に答えを求める」

　この男が何を言っているのか、さっぱりだ。

　でも、この男の言葉のどこかに真実が潜んでいるということも、ルージュは理解している。

「あなたは……誰？」

「ではおまえは誰だ？　ここはどこだ？　あれはなんという城だ？　城主は誰だ？」

「私はルージュ・ド・ラ・クリムゾン……あの城は……」

（聖せい円えん図と書しよ館かんでも同じ城の絵を見た。突き出た鋭い岩場の上に聳そびえる荒野の城。焼け落ちる以前の姿。ひときわ目立つ中心の主塔を、屹きつ立りつしたいくつもの尖せん塔とうが囲む不思議な光景）

「ブランシェ城……だ」

「え？」

「中央の塔は……星ほし見みの塔。館を囲んで五ご芒ぼう星せいを描くように塔が建つ。思い出したか？」

「星見の塔……ブランシェ城」

　その名を聞き、呟いたとき、何かが体の奥でドクンと弾けた。

「遠い昔、エスパニアを食い止めるため、グラナダ公が築ちく城じようしたという。その後この周辺では激しい戦いが長く続き、城は放ほう棄きされた」

「あなたが……その公こう爵しやくを倒したの？　夜や襲しゆうをかけて攻め込んだの？」

「グラナダ公爵が存命の頃には、私はまだ生まれてもない。遠い昔、と言っただろう。おまえはバカだな」

　黒騎士は揶や揄ゆするようにそう言ったが、その口調はどこか苦笑交じりで、わずかに人間味が感じられる。

「じゃあ、もっとちゃんと教えて！　あなた、私が弱いから死ぬべきだって言ったのよ？」
















「ああそうだ。弱じやく肉にく強きよう食しよくはこの世の常。自ら生を諦あきらめる者の行く末は自じ明めいの理り」

　炎が激しくなってきた。城門から離れた丘の上にいるのに、煙が流れてくる。

　足元が冷たい。見ると下草の露つゆが足を濡ぬらしている。裸足はだしだ。

（夢じゃ……ないの？　これは夢じゃ……）

　左腕を何かが滑すべる感触にはっとする。見れば、ともすると抜けてしまいそうなほどにぶかぶかの金の腕輪があった。

　ルージュの腕はすっかり細くなり、視界も不自然に低くなっている。

（──え……？）

　ルージュは、いつの間にか子供に戻っていた。

「弱いおまえに生きる価値はない！」

　そう吐き捨てられ、自分の背丈の何倍もあるような鎧の男に、がむしゃらに飛びかかった幼い少女。

　だが、黒い手てつ甲こうに覆われた手に頰ほおを張られ、ルージュの幼い体は宙を舞った。

　そのまま、丘の急斜面を転がり落ちる。

　地表からごつごつと突き出た岩が、幾いく度どとなく体を傷つける。

　小石が刺さり、腕や頰は泥にまみれる。

　坂がなだらかになった頃、気がつくとルージュは地面に俯うつぶせに転がっていた。

　動けない。肘ひじも膝ひざも唇からも出血している。痛くて、痛くて、涙が出そう。でも、怪け我がが酷いから動けないのではなく、怖いから動けないのだ。

　暗闇を背に明あか々あかと燃える城。泣き叫び、逃げまどいながら槍やりで突かれ、剣で裂かれ、炎に巻かれる人々。

　遠くで悲鳴が聞こえている。まだ温かな死体の転がる城外を、やっとで立ち上がったルージュは裸足でさまよい歩く。

『弱さは罪だ。弱者は強者に屈していればいい。こびへつらい、道を開けて額ひたいをすりつけていればいい。強き者に盾たて突つき刃は向むかおうとするから殺される。土足で踏みにじられるのだよ』

　そう言っていた黒騎士の姿も、もう見えない。

　あたりは闇と城から流れてくる白い煙に包まれるばかりだ。

「私……どうしたらいいの……？　どうしたらいいのか……わからない……」

　途方に暮れたルージュが掠かすれた声で呟つぶやく。

　何一つできない小さな手。

　手首には、醜く引きつれた火傷やけど。

　逃げ惑いながら、焼けた燭台に触れて出来たそれは、ルージュを試すかのような生々しい十字を描いている。

　怖かった。恐ろしかった。ただ一人きり。

　敵はどれだけの数で、城に攻め込んできたのだろう。

「星見の塔が、燃えている……。ソルジェにもわからないことがあったんだ……」

　その事実が一番怖かった。

　自分はこれから一人でどうしたらいいのだろう。「逃げろ」と言われたものの、どこに行けばいいのか。切実な不安が、ルージュの小さな体と心を押し潰す。

（私だけ助かってしまったの？　ソルジェは？　ばあやは？　城のみんなは？　どうして私だけ……私だけ生き残っても仕方ないのに……もう歩けないのに……）

　全身で、本能で、自分が死んでいく気配をひたひたと感じた。

　親しい人々のもとへ戻りたかった。でも城に近づけばまたあの黒騎士が邪魔をするだろう。

　きっとこのまま、何もできずに……死ぬ。死んでしまう。

「大丈夫。泣かないで……おいで」

　不意に背後からかけられた、優しげな少年の声。

「───大丈夫だよ。僕が君を守るから……どんなことが起きても……君を守るよ……」

　温かな手が、冷たくなったルージュの両りよう頰ほほを包む。

「腕も手首にも……怪我をしているね。手当てしてあげる。だから泣かないで……いい子だから」

　冷えきった体を、柔らかな感触が包む。固くつむっていた目をそっと開くと、そこには天使がいた。美しい青い瞳で、ルージュのことを見下ろしている。

「君は……助かる運命だよ。僕が会いに来たんだから……」

　人間の少年だとしたら、十歳に満たないくらい。淡い金の光が彼を包み込んでいる。

　天使のような優しい微笑ほほえみ───。

（天使……様なの？　私……助かったの？）

「ああ、そうだよ。君はもう大丈夫。僕が守ってあげるから。もう怖いことはないからね」

　そしてルージュは少年に抱きかかえられ、丘きゆう陵りようを一つ越えたところで、古い樹々が茂る森の中に転がり込んだ。大きな樫かしのうろの中にそっと下ろされ、震えながら身を潜ひそめる。

　黒い森の中。少年の白い肌と白いシャツ。額ひたいにかかる金の髪が柔らかく輝く。

　瞳の色は……極上の蒼あお。

　彼は火傷を負ったルージュの肌に、薬草を貼ってくれる。そして小さな手に冷たい水を汲くんできて、口元に運んでくれた。

「さあ、これを飲んで。落ち着くよ」

　一滴一滴、少年の指の間から落ちる雫しずくを見て、おずおずと彼の手に口をつけた。

　体は火ほ照てっているのに、震えが止まらなかった。

　その小さな体に、少年は脱いだマントをかけ、そっと抱き締めてくれる。

「眠くなったの？　じゃあ、もうお休み」

　彼からはいい香りがした。天国の花の香り。

「怖いの……すごく怖いの……。みんな……みんな死んじゃったかもしれないの……」

「そう……。可哀想に……。でも、大丈夫。目が覚めたら……。君は怖いことも哀しいことも全部忘れているよ。僕が君に魔法をかけてあげるから……ね。きっと……ね」

　その声はあまりに柔らかで、確信に満ちていたので、ルージュは彼の言うことが本当になるに違いないと、そう信じた。

　彼は天使。そして彼は魔術士。

「明日もそばにいてくれる？　明日も次の日も……私と一緒にいてくれる……？　天使様」

「うん。きっとね。もし君が……僕の……だったら……ずっと……」

　彼の言葉は、最後まで聞き取れなかった。

　鉛なまりのように重い体と頭を彼の腕の中に凭もたれさせたまま、ルージュの意識は深く混こん濁だくしていった───。

（あれは子供の頃の私。五歳の誕生日を目前にして、祝ってもらうことのなかった幼い私……）

　ずっと、単なる夢かと思ってきたが、間違いない、本当にあった一夜の記憶だ。

「ああ、すべて現実だ。そしてこの私も存在するのだ。過去も現在も未来にも」

　ルージュは、重い瞼まぶたを薄く開ける。

　黒い影がそこにいる。黒くろ馬うまに乗ったあの男だ。

（またあなたなの？　どうして私につきまとうの？　あなたは何者？）

「あの晩は見み逃のがしてやったのだ。小さな紅い娘。おまえが次なる王に仕える〝預よ言げんの魔女〟となる者か、見届けてみたかったからな。おまえのようなひ弱な子供は、よほどの幸運がなければ野の垂たれ死ぬのが関の山だ。〝王の星〟にはなれるまい。その腕輪をもってしてもだ」

「〝預言の魔女〟？　〝王の星〟ってなんなのよ？　腕輪の力って!?」

　ルージュはちりばめられるばかりの謎なぞに、苛いら立だちさえ覚えてくる。

　それになんで、この男が自分の腕輪のことを知っているのか、わからない。

「〝王の星〟……それは王を導く者。〝預言の魔女〟……呼び方が違うだけで同じものだ。教会の連中はそう呼んで蔑さげすむが」

「いいかげんにして！　あなたがこの夜、あの城を焼き討ちしなければそれでよかったのよ！　私は幸せに暮らせたの!!」

　腕を支えにして必死に立ち上がろうとするルージュの前で、男は大きく手た綱づなを引く。

「魔女の城の娘よ。私が憎ければ、倒しにくるといい。我が名は……」

　その言葉の続きは、もう馬が走り出していて聞こえない。

（何？　なんて言ったの？　名前をちゃんと言いなさいよ……！　聞こえない！）

「ルージュ……。ルージュ！」

　怒りで眉を吊り上げる自分の頰が、誰かにぴたぴたと平手で叩かれている感触。

　その手を、わけもわからず振り払う。

（何よ？　今度は誰なの？）

「ルージュ。大丈夫ですか？」

（──え……!?）

　この声は、アレクシスの声だと思う。横おう柄へいで傲ごう慢まんな黒騎士のものじゃない。

「ルージュ……！　起きてください……！」

　再度大声で名前を呼ばれて、ルージュは目を開け飛び起きた。




「もう……っ！　痛いなあ。姉様ってば……っ！」

　そしてすぐそこに、困こん惑わくした表情で頰を押さえているジョシュアがいるのに啞あ然ぜんとした。

「───え……？」




　今まで周囲を取り囲んでいた時間とは別世界だった。

　突然、明るい光の中に自分がいる。

　窓から射し込む、白い光。まばゆい朝日。

　柔らかくて暖かなベッドの中に横たわっている自分。白いたっぷりとしたレースとフリルの夜よ着ぎに身を包み、露あらわな腕は赤あか金きんの髪に埋もれ、枕の横に上げられている。

　変な姿勢だ。

　脇にいるのは、カフェオレ色の髪にライラックの瞳を持つ、しっかり者の弟のジョシュア。アレクシスが二人の間に割って入って、ルージュの上にのしかかり、両手を耳の横で押さえつけている。

「ア…レク……？　何……してるの？」

「暴れるあなたを取り押さえているんですよ。ジョシュアの身に危険が及びましたからね」

　銀の長髪。美しく整った甘いマスク。人柄は温和で理り知ち的てきで、非の打ちどころのない青年貴族、アレクシス・ド・ユーシスが答えた。

（アレクが、意地悪をしてきたり、お茶目を仕掛けたりということはまずしない、真面目な性格だっていうのは重じゆう々じゆう知っているけれど……）

　ルージュは自分の状況を顧かえりみつつ考える。離宮の自分の部屋のベッドで眠りながら、何故、可か愛わいい弟を殴りつけていたというのだろう？

「姉様がうなされてたから、起こしてあげようと思ったんだよ。そうしたら」

「ルージュが突然寝言を言いながら、ジョシュアに摑つかみかかってきたんですよ。まったく寝起きが悪いことですね」

（そっか…。きっと、さっきの夢の中の黒騎士に飛びつこうとしていたんだ……）

　だがこの明るい朝日の射し込む部屋に、あの黒騎士はいない。あの城もない。

　すべて夢だったのだから───。

「ルージュ……もう手を離しても大丈夫でしょうか？」

　ルージュはこっくりと頷く。

「ねえ、私、どうしたんだっけ……？　舞ぶ踏とう会かいに出たのよね。王妃様主催の大舞踏会でファイシス様と踊ってた？　ちゃんと覚えているのは……そこで二人の王子様に求婚されたことくらいなんだけど。それは合ってる？」

「ええ。そして大変おおざっぱに言えば、ルージュは大広間のど真ん中で気絶したんですよ」

　アレクシスが少々の逡しゆん巡じゆんののち、そう言った。

「〝気絶〟はおそらく過度の空腹と、きつめのコルセットと、告白されたことによるパニックが原因ではないかと思われますよ」

　アレクシス・ド・ユーシス。称号は男だん爵しやく。

　長い銀髪をリボンで結ゆわえた姿も麗うるわしい美剣士。ルージュと六歳違いの彼は本来、ノイエフランスの南西、ジュランソン地方に城を構えるルージュの父、クリムゾン伯爵を補佐する騎士だったが、今は王宮に上がったルージュの護衛兼お守もり。兼、教育係だ。

　詳しい事情は話したがらないが、アレクシスは少年時代を王宮の宮廷貴族として過ごしていたらしく、辺境育ちのルージュのいいお手本かつ、指し南なん役やくだ。

「気絶……した？　私が？」

「そうだよ、姉様。大舞踏会の前にはずいぶん色々な出来事があったでしょ？　朝、厨ちゆう房ぼうにお鍋を借りに行ってる間に、王妃様から頂いたドレスを汚されたり、ファイシス王子を乗せた馬が暴走したり。迷い込んだ森で一晩明かしたあとは、シグナス様の古城で人ひと攫さらいの一味と大立ち回りして……大変だったじゃない。やっと離宮に戻ってからは、傷ついたドレスの手直し。まあ、その作業はボクとアレクがやったようなものだけど」

「というか、ルージュの捜索に奔ほん走そうさせられたのも、私とジョシュアでしたね」

　アレクシスはベッドの傍かたわらにある椅子に腰を下ろし、片足を組む。

　長い黒のブーツ。白いタイツ。大きなカフスから流れる繊せん細さいなレースの袖そで口ぐち。

　袖のレースは胸元のリボンタイと同じもので、ジュランソンにいたときのもう少し男性的な装いも格好よかったが、こういう優雅な衣裳もとてもよく似合う。

「そうだよね。姉様、『ファイシス様に、桃のコンフィチュールを召し上がっていただくのよ！』って勢いづいていたのはいいけど、結局作ったのはボクだったし」

「あ」

　ルージュの中に、徐々に小さな記憶のピースが集まり、怒ど濤とうのように過去の映像が押し寄せてくる。

「そうだ。姉様、シグナス様にはちゃんとお礼を言っておいてくれないと困るからね」

「シグナス様……って誰だっけ？」

　ルージュの記憶を探るようなその言葉に、ジョシュアは大いに気を悪くしたようだった。

「あれだけお世話になっていて、薄はく情じよう者ものだね。ルー姉様は。シグナス・サンティノワール公爵だよ！」

「あ……あ！　サンティノワール公爵のこと」

　そういえば、そんなような名前だった。

「あの左目黒眼帯で、右目はモノクルかけてて口くち髭ひげ生やして、くるんとした耳元カールの銀髪カツラの超無愛想な、女嫌いの公爵様ね。〝かゆかゆ〟の人！」

　実は、カツラの下の黒の短髪姿が思いのほか凜り々りしかったことも記憶しているけれど。

「───ルージュ……〝かゆかゆ〟はないでしょう。あれは辛つらいご病気ですよ」

「そうだよ。姉様。王陛下の密みつ命めいを受けて活動する秘密警察の長官に対し、失礼だから」

「なんで二人で結けつ託たくして同じような反応なのよ？〝女嫌い〟も〝無愛想〟も事実じゃない！　端たん的てきにあの男を言い表しているじゃない？」

　ルージュはアレクシスが両手を離してくれたので、ようやくもぞもぞ起き上がる。

「誰でも肉体的な問題を抱えているものですよ」

「でも、女性に触れるとじんま疹しんで真っ赤なぶつぶつが出て……なんて、噓みたいな病気よね……」

「ルー姉様っ！　失礼すぎるよっ。シグナス様は他がすべて完璧だから、それくらいハンデがあってしかるべきなんだよっ」

　ジョシュアが眉を吊り上げて怒った。

　賢かしこくて博はく識しきで、そのあたりの女の子より可愛らしい十一カ月下の弟だが、本気で怒らせると面倒だ。だからそれ以上、公爵のことを話題にするのはやめておく。

「どうしてそこまであの人に肩入れするのか、怪しいわね。ムキになって、子供みたい」

「姉様だって、風か邪ぜでもないのに熱なんて出して……子供みたいだよ」

「きっとあれよ。〝精神的な疲労〟。繊せん細さいな神経にダメージが出たのね」

「そうですか？　ルージュの場合は〝肉体的な空腹〟によるところが大きいかと」

「もしくは知ち恵え熱ねつだよね。姉様いつもは肉体派で、あまり脳みそは使っていないみたいだから」

　何故か、また二人に揃って似たようなことを言い直された。

（なんとなく釈しやく然ぜんとしない……）

「まあ！　ルージュ様。お目覚めですか？　よかった」

　最初、細く開けた扉の隙すき間まから、そうっと中を覗のぞき込んだユラだったが、ルージュが目覚めたのを見るや否や、潑はつ剌らつとした表情で入ってくる。

　長い栗色の髪は結い上げて、頭頂部にくるっとまとめた活動的な印象。白いエプロンドレスがよく似合う、メイドの少女だ。

「お熱はもうありませんね」

　軽く額に手を触れてから、ユラはにこりと純じゆん朴ぼくな笑みを向ける。

「ユラ。ルージュに洗面の準備をしてくれるかい？」

「はい。アレクシス様」

　すぐに、ユラは部屋から飛び出していく。

「ね、さっきの続き。釈然としないのはボクのほうだよ。いきなりいわれなく姉様に殴られてさ」

「ごめんなさいね。ただちょっと私……変なのよ。さっきもおかしな夢を見て……」

「まさか姉様、夜中ボクらが目を離している間に、妙なものを拾い食いしたりしてないよね？」

「してませんっ」

「拾い食いして、食中毒による意識の混乱……ですか。いったい何を……」

　アレクシスが眉み間けんに皺しわを寄せて、本気で心当たりを探っている。

「だから、拾い食いなんてしてないんですって！」

「あのぉ。それより、ルージュ様。お支度を調ととのえませんと。これからファイシス王子様がお見舞いにいらっしゃるんですが……」

　洗面用の水差しを手に戻ってきたユラは、三人の様子をしばしやきもきして見ていたが、思い切ったように口を挟はさんだ。

「ファイシス様が？」

「ええ。ファイシス様はずっとルージュ様のお加減を気にかけられていて、昨日はしばらく枕元に付き添っていらしたんですから」

「ファイシス様が!?　待って！　今すぐに着替えます！」

　ルージュはジョシュアが選んでくれていた淡いスミレ色のドレスと、お揃いの大きなリボンがアクセントのハイヒールを履くことにする。

　恥ずかしながら、これもデューク王子の贈り物のうちの一点だ。ジュランソンの城から持ってきたドレスは、どれも焼け焦げや汚れで傷いたんでしまって、お直しに出している最中なのだ。

　急いでベッドから飛び出そうとしてふらつき、手を差し伸べたアレクシスに慌あわてて摑まる。

　元来、風邪で寝込んだこともないような丈夫な性た質ちだ。

「〝鬼の霍かく乱らん〟だね？　姉様」

「ジョシュア。人のこと、魔女とか鬼とか言わないでくれる？　これでも結構気にしてるの」

「え？　ボク、〝魔女〟とは言ってないんだけど……」

「───ねえ。そういえば、その……マール司教はあの後どうなの？」

「〝どう〟とは？」

　アレクシスがルージュの白いコルセットの紐ひもを締しめ上げながら訊きき返す。

「その……お亡くなりにはなってないわよね？」

「お元気そうです。彼なら、二百歳以上生きても不思議じゃないですよ。そういうタイプでしょう」

「そう……やっぱりそう」

　マール司教は、一度死んだはずなのだ。ルージュの前で、銃で撃たれて。

　なのに、彼はどうやってか瞬時に他人と入れ替わり、身代わりを殺して自分は生き延びた。

　やはりあの司教は、何か禍々しい術を使えるのだ。公教会の司教でも、正教会の主教でもない。もっと邪悪な神に傾けい倒とうしている魔術師だ。動物や人の子供の生け贄にえを捧げ、きっと邪法も身につけたのだろう。そうでなければ説明できない。

（あの司教は……初めから私のことを忌いみ嫌きらっている。私が目立って紅い髪だからか、それとも他に……あの夢の中で黒い騎士が言っていたこととも関係があるの？）

『〝王の星〟……。教会の関係者は〝紅い魔女〟と呼んで蔑む───』

　しかも、先日ルージュはマール司教の行おうとしていた子供の闇取引を阻止したのだ。嫌われるどころではなく、今後は抹まつ殺さつしようとしてきても不思議はない。

「ルージュ、大丈夫。マール司教には目を光らせていますよ」

「シグナス様もね。司教には常に部下をつけて見張っておいてくれてるよ。よかったね」

「それは……私のためじゃなくて、公爵の〝秘密警察〟としての役目だからでしょ」

「そうかな」

「そうよ」

　ルージュはコルセットの上から、ラベンダー色の花の織おり模様が華麗に浮き出た、スカート部分のたっぷり膨ふくらむドレスを身につけた。

　背中から流れるマントのように広がった布が、そのままスカートへと繫つながり、ダーツで大きく広がるローブ・アラ・フランセーズ。今、このレアベルサイユで流行のスタイルだ。

「シグナス様は、ああ見えて姉様のこと気に入ってると思うけど」

「〝気に入っている〟!?　私がステッキを手渡してあげようとしただけで、叩いた人が？」

「だって、姉様が寝込んでいるって言ったら、お見舞いをくださったんだよ？」

「お見舞い？」

　それは初耳だ。

「あの見事な薔ば薇ら。イタリアで品種改良されたばかりのもので、まだノイエフランスには未入荷なんだって」

「へえ……綺麗……」

　柔らかな色彩が、大ぶりでほっくりした花の中でグラデーションを描いている。しかもほんのり優しい、いい香りだ。

「それと、これも」

　ジョシュアはマントルピースの上から木箱を取ってくる。

　蓋ふたを開けるとぷんと甘い香りがする。

　桃だ。真ま綿わたのクッションに鎮ちん座ざしている桃は、まだこのレアパリでは時季が早くて手に入らない貴重品だ。

「ルージュが〝花よりお菓子〟の気けがあるのをよく見抜かれましたよね。さすが洞どう察さつ力りよくの鋭い公爵様だ」

「アレク、そこ、感心するところかしら？」

「まあ、いいじゃないですか。それよりルージュ様。イヤリングとネックレスはこれでよろしいですね？　髪は、こめかみより上は軽くアップにして、残りはそのまま下げておきますね」

「ありがとう」

　ユラは、いつの間にかルージュの髪をすっかりセットして、ネックレスと合う髪飾りまでつけてくれている。

「ファイシス王子様をお待たせしてはいけませんから」

　ユラは仕上げにジョジュアの選んだシルクの靴をルージュに履かせる。大きなリボンに星粒のような模造宝石を隙間なく刺し繡しゆうした華やかなものだ。

「さあ、完成ですわ」

　鏡に映るルージュの見事なドレスアップ姿を見て、ユラは満足そうに息をつく。

「日に日に宮廷のお姫様らしくなられて、ユラも安心です」

「そう？　そうかな」

　だとしたら嬉しい。ファイシス様の、ノイエフランスの第三王子様のお世話係として、ふさわしくないなんて思われたくないから。

「ファイシス様。どうぞ」

　ルージュの支度が調ったのを見て、入り口に歩み寄っていたアレクシスが、扉を大きく引き開けた。そのときユラが、

「ああ、王子様といえば、もうお一人……」

　そう思い出したように口にしたのだが、そのまま途中で言葉を吞んだ。

「何？　ユラ」

「あとでお話ししますわ。ファイシス王子に失礼ですから」

　苦笑して、彼女はうやうやしく壁かべ際ぎわに控える。

　車椅子のファイシス王子が、一人で車輪を押しながら颯さつ爽そうと入ってきたのだ。

「ルージュ！」

「ファイシス様」

　輝かしい金の髪。宝石のようなヒアシンスブルーの瞳。その上品な顔を見ると、ほっとする。

　ファイシス王子は元気そうだ。

　ルージュがこの宮廷に来た当初より血けつ色しよくもいいし、表情も輝いている。

「ルージュ。気がついてよかった。ずっと眠っているから心配していたんだよ」

「すみません、もう大丈夫です。あの、そういえば、今日はあの人は一緒じゃないんですね」

「ヴィクスのこと？　彼は王宮に行っているんだ。義は母は上うえに呼ばれたって、アベリシアが言っていたよ」

「王妃様に？　ヴィクサントールさんが？」

　なんだろう。そのことが気にかかる。

「ヴィクスのことなら大丈夫。それよりねえ、ルージュ。君の体調がもういいのなら、外で軽く食事をしない？」

「外で……ですか？」

　食堂の外のテラスで、ということだろうか。

「そう。ピクニックだよ。アヒルやヤギのいた村に行って、そこでみんなで食事をしよう。もうお昼も近いし、天気もいいよ」

　確かにファイシスはレアベルサイユ宮殿の一角にある農村を模した庭園をとても気に入っていた。問題は、離宮の敷地の外にあるということ。

「大丈夫ですか？　ヴィクサントールさんも許可を……？」

「ヴィクスには内緒だよ。彼がまだ王宮から戻ってこないから言っているんだよ。ね、行こう」

「───そうですね。行きましょうか」

　アレクシスが簡単に賛同したことが、ルージュにとっては意外だった。

「アレク、いいの？」

「反対する理由がないでしょう。レアベルサイユの庭園に出るくらい、王子としては当たり前のこと」

「僕は、明るい陽射しの下も歩けるようになったし、車椅子を下りて馬にも乗れるようになった。森の中に一晩いても大丈夫だったし、舞踏会にも出られるようになった。すごいよね。みんなルージュのおかげなんだ」

　ジョシュアに選んでもらったショールを纏まとうルージュに、ファイシスは微笑みかける。

　ずいぶんと逞たくましくなった王子。積極的になりつつある彼のしっかりした眼まな差ざしを嬉しくも思い、そして何故か漠ばく然ぜんとした不安も感じてしまう。

「ルージュ？　どうして浮かない顔をしてるの？　僕と行くのがいや？」

　王子が覗き込んでくる。

「まさか、です。楽しそうですね。ピクニック」

　どうしてこんなに胸騒ぎがするんだろう。

　今朝見た夢のせいかもしれない。あの黒騎士。あの城も、火事も夢の中のことだけでなく、本当のことだと感じているから。〝紅い魔女〟の存在を、身体のどこかが知っているから。

『王家を滅ほろぼす紅い魔女……！』

　マール司教の弾だん劾がいするような言葉と眼差しを頭を振って追いやると、ルージュはファイシス王子に微笑ほほえみかける。

「ピクニック、行きましょう！」

「だね」

　階下では、ユラと離宮の料理長が大きな籐とうのバスケットを一つずつ抱えて待っていて、同行を申し出てくれた。

　残る問題は───。

「ファイシス様！　外で昼食を召し上がるというのは本当ですか？」

　やっぱりだ。エントランスホールまで来たとき、このプチトリアノン離宮を仕切る女官長のアベリシア・クルンストが、館の奥から飛んできた。

「アベリシア、君も行きたい？　カモとかヤギがいるんだよ。蝶ちようも飛んでる。小川があって水車もあって、それはもう素敵なんだよ」

　ファイシスが、純粋な蒼い瞳を輝かせて、アベリシアを誘う。

「わ、私は結構です。虫がいる場所は苦手ですので。ですが、ヴィクサントール様のお耳に入ったらなんとおっしゃるか……」

　アベリシアはきっちりとまとめた髪に触れ、眼鏡を持ち上げながら、動揺しまくっている。

「ヴィクサントール様の留守に、勝手な行動は困ります」

「あなたが言わなきゃわからない、でしょう？」

　アレクシスが珍しく、まるで女性を口く説どくときのように彼女に近寄り、そして魅み惑わく的てきなウインクをしてみせた。

「大丈夫です。さあ、早く行きましょ」

　ものすごく楽しい時間になりそうだった。館の正面を守る四人の衛兵も、何も言わずに扉を開いてくれた。

「僕、馬で行きたかったな。せっかくノワールに乗れるようになったし、仲良くなったのに」

　ファイシスは、アレクシスに車椅子を押してもらいながら、離宮の前庭にある厩きゆう舎しやを振り返って言う。弾はじけるような明るい声だ。

「今日のところはご遠慮ください」

　アレクシスはそう穏やかに告げると、「もう二、三回、乗馬の練習をしてからにしましょう」と付け加えた。

「本当に!?　すごく嬉しい。聞いた？　ルージュ。ルージュは白馬で、一緒に遠乗りしよう！」

　一カ月ほど前、この王宮で初めて会ったときとは打って変わった、明るい表情。

　そして、誰にもうるさく口出しされないまま、一行は離宮の門を出た。

　王宮の庭園の小道を行くと、目指す農村の箱庭はすぐそこだ。

　以前来たときよりいっそう緑が濃くなっていて、空は鮮やかな青。

　小さかったヒヨコは一回り大きくなっていて、鶏冠とさかのような突起が頭から少し覗いている。

「すごく綺麗……」

　初夏の花々にたわむれる、色とりどりの珍しい蝶たち。

　ファイシスは、アレクシスと料理長の手で、車椅子から芝の上に広げた敷物に下ろされる。

「カールス大佐やハロモニア伯はく爵しやくが贈ってくれる鳥や獣けものより、生きているものはずっと綺麗だね」

　木々の間を飛び回る鳥たちをその瞳に映し、王子が呟いた。

「カールス大佐やハロモニア伯爵って、お部屋にある剝はく製せいを贈ってくださった方ですか？」

「亡くなったお母様と親しかったのですよね……」

　ルージュは何気なく確認しただけだったが、アレクシスの言葉に振り返る。

「アレクも知っている人なのね」

「私が王宮にいたのは子供の頃で、ずいぶん前のことですから、もう記憶もおぼろですが」

「舞踏会では、アレクもとても優雅に踊っていたよね。ねぇ、ルージュ。僕は頑張って、車椅子なしでも舞踏会に出られるようになってみせるよ。アレクやデューク兄様みたいに踊りたいんだ」

「ファイシス様……デューク王子とご自分を比べることはありませんよ」

　ルージュはサンドイッチをバスケットの中から取り出して、口に頰ほお張ばる。

　こうやって、地面に座ってマナーを気にせずにする食事はとても楽しい。

　開放的な気分だ。きっとファイシスも同じ気持ちに違いない。

　ユラと料理長は、敷物の上に食器や料理を綺麗に並べ、何種類ものデザートも用意している。

　銀のポットからは、銘めい々めいにミントティーやミルクティーが注がれた。

「楽しいね。そういえば、僕は最近よく楽しい夢を見るよ。いつもルージュと一緒でね、馬に乗ったり剣を振り回したり。それが本当のことだったみたいに、次の朝には体に傷が残っていたりもするんだ」

「え……そ、そうなんですか？」

　ルージュは動揺して、サンドイッチを口に運ぶ手を止めた。
















　ファイシスは柔らかに微笑むと、ルージュの左腕を見つめながら話を続ける。

「ああ、そうだ。その腕輪。鳩はとと薔薇の紋章……ずっと、どこかで見たことがあると思っていたんだよ。この十字架の柘ざく榴ろ石も……この紋章は……クリムゾン家のものではないよね」

「え？　これって……どこかの家の紋章なんですか」

　お守りの腕輪。

　家宝だから決して外してはいけないと言われた、紅い石の腕輪。

　今まで気にしたこともなかった。

　女の子の体の目立つところに傷があるのを気にした母フローラが、あえて左手首にはめてくれた腕輪だ。

　刻まれた文様は、あくまで装飾的なものだと思っていたのだ。

「どこかの貴族の紋章じゃなかったかな。でもいずれにしろ何か意味のある意い匠しようだと思うんだ。どこで見たんだろう。聖円図書館で読んだ本かも……」

　ファイシスは思い出せないのがもどかしいというように、独りごちている。

「それとも子供の頃に見たのかな。昔は僕も遠くまで外出していたらしいから。最近はずっと離宮の中だから、よくないよね。他国に留学できるシンドラ兄様も、活動的なデューク兄様も羨うらやましいな」

「ファイシス様もすぐに二人の兄上のようになれますよ。体が丈夫になれば留学だってできます。そのためにはたくさん召し上がらなくては。赤カブのスープはいかがですか？」

　アレクシスの話のそらし方は、少々不自然だった。それがルージュには少し気になった。

　一方、王子はいつになく落ち着き払っている。

　大人びた表情だ。何か重大な覚悟を決めているような、遠くに思いを馳はせているような視線に、ルージュはまた漠然とした不安を覚える。

「ねえ、ルージュ。君は、もし僕が王子じゃなくなったとしても……僕のそばにいてくれる？」

「それって〝いずれ王様になったら〟ってことですか？　でしたらもちろんです。このノイエフランスを支える立派な王様になれますよ。ファイシス様なら」

　ファイシスは、言葉ではなく儚はかなげな薄い笑みでルージュに応えた。

　王位継承は、今の王家ではデリケートな問題だ。

　前妃と現妃の息子がそれぞれいて、しかも状況は複雑。でも、ルージュはファイシスに王位を諦めてほしくはなかった。

「いい王様になってください。約束ですよ。私もささやかながらファイシス様のお力になります」

　小指を突き出してくるルージュに、王子ははにかみながら小指を差し出し絡からめてくる。

「指切り……あの森で一緒に過ごしたときも、ルージュはしてくれたよね」

　ファイシスは、約束の儀式を終えてから、そのままルージュの手を握り締めた。

　五本の指をすべて絡ませ、自分の薬指に嵌まっている王家の紋の刻まれた大ぶりな指輪をじっと見つめる。

　金の星屑の散った瑠る璃りの色。王家の紋の彫刻を施された石は、幸運をもたらすと言われるラピスラズリだ。

「僕は今、幸せだよ。ルージュが僕のところに来てくれたことが一番の幸せ。でもね、幸せな刻ときは長くは続かない。〝幸せのあとには大きな不幸がやってくる〟。それを僕は知っているから……」

　澄すんだ湖の青を閉じ込めたような真しん摯しな瞳に、ルージュは思わず引き込まれそうになる。

「そんなこと、ないですよ。ファイシス様にはこれからもっともっといいことがあります。私が保証します」

　ファイシスは変化してきている。今までは恐ろしい過去の記憶や汚れた世界を避けて、ひたすら身を守っていた彼が、自ら表に出て外部と接触を持とうとしているのだ。

〝幸せのあとには大きな不幸がやってくる〟

　だが、ルージュが打ち消したそのファイシスの不安は、直後に的てき中ちゆうすることになる。

　農村の向こうから、馬で駆けてくる者がいた。
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「ファイシス様！」

　穏やかで楽しいピクニックのひとときは、早々に終わりを告げた。

　ヴィクサントールが、王宮と離り宮きゆうとを繫つなぐプラタナスの木こ立だちの中を馬で疾しつ走そうしてきたのだ。

「ファイシス様。お部屋にお戻りください」

　栗毛の馬から飛び下りると、彼は一同が敷物を広げている樫かしの木こ陰かげに走ってくる。

　ヴィクサントール・ド・カリタ。ファイシス王子の世話係でありながら、誰よりも偉そうに離宮を取り仕切っている二は十た歳ちほどの青年だ。

　レアパリでは珍しい、浅黒い肌。鋭するどい瞳と髪は漆しつ黒こく。まだ若いが、その細ほそ面おもては静かな迫はく力りよくと威い圧あつ感かんに満ちている。黒髪はきっちりと撫なでつけられ、背中に落ちる馬の尾のような長い髪はシルクのリボンで結ゆわえられている。

　そしてときおり光る細縁の丸まる眼鏡めがねが、彼の冷たい瞳の印象をさらに強くする。

　そんなヴィクサントールが、今は珍しく息せき切っている。

「ファイシス様。さあ、お早く」

　彼はファイシスの体を抱き上げ、車くるま椅い子すに戻すと、有無を言わさぬ勢いでその場から連れ出そうとする。

「ヴィクス……待って……僕は……」

「急ぐんです！」

「でもこんなに急に……どうして」

　いつも二人の時間の邪魔をするヴィクサントールを苦々しく思っていたルージュは、立ち上がって彼を制した。

「ここでのお食事を希望されたのはファイシス様です。あなたに王子のご意い向こうを却下する権利があるんですか？」

「ファイシス様のおくつろぎの時間を奪うつもりはありません。ですが今は……」

　それまで率そつ先せんしてこのピクニックの給仕をしていた料理長も、ヴィクサントールの来た方向へ視線をやったかと思うと、慌てて料理と食器をバスケットに詰め戻し始める。

「ルージュ！　あちらを」

　アレクシスも立ち上がりながら、警戒の声を発した。

「え？」

　見上げる緑の瞳に、馬に乗った警備兵の一団がこちらに向かってくる姿が映った。

　黒い三角帽子に、後ろ身み頃ごろの長い赤の上着。白いタイツに丈長のブーツを履いた彼らは、腰に長い剣を差し、ある者はこれ見よがしに長ちよう槍そうを構かまえている。

　十人以上はいるだろうか。一団は、ルージュたちの前で一斉に止まった。

「ファイシス殿下。離宮にお戻りいただきましょう」

　先頭に立つ、ひときわ立派な襟えり章しようの兵士が言った。口くち髭ひげがナマズのようにぴんと張って、ふんぞり返ったような騎き乗じよう姿。居丈高なその態度に、ルージュは俄が然ぜん、反感を覚える。

「なぜ、あなたがたがファイシス様にそのような命令を下せるのですか？　それに、殿下の前では馬を下りるのが礼儀ではないでしょうか」

　だが、隊長はルージュの抗議に応じようとはしなかった。

「ファイシス殿下には禁きん足そく令れいが出されました。今後プチトリアノン離宮から一歩たりとも外に出ることは許されません。これは王妃様のご命令にございます」

　一人の警備兵が馬から下り、ファイシスの車椅子をヴィクサントールから奪い取って、強引に館のほうへ押して行こうとする。

　若い兵士は車椅子を扱い慣れておらず、その動作はかなり雑で乱暴だ。

「あの！　ちょっと待ってください。王妃様のご命令とは、どういうことですか？」

　ジョシュアが慌ててその男に詰め寄る。

「我々は王妃様のご命令に従うのみ。理由を問われても困ります」

「あなたがたは、理由も聞かされていないのに王子にそんな乱暴を？」

　ヴィクサントールが若い兵士から車椅子の握りを取り返そうとする。だが、若い兵士も譲らず、段差にはまった車椅子が引っくり返りそうになる。

「あぶないっ……！」

　ルージュがとっさに兵士の腕に摑つかみかかり、その動きに別の兵士が反応した。

　携たずさえていた長槍の柄つかを振るって、ルージュの体を制したのだ。手首や腕を強打され、ルージュは地面に転がった。

「やめろ！　ルージュに手を出すのは……」

　車椅子の上で身をよじらせ、腕を広げてルージュを庇かばったファイシスも、同じ兵士の手で打たれた。まるで手加減のない力に、王子はバランスを崩くずし車椅子から転がり落ちて、石段の上に倒れ込んだまま、しばらく動くこともできない。

　その有様に、ルージュは息を吞のんだ。

「あなたよくも……ファイシス様にこんな酷いこと……！」

　暴行に及んだ兵士の顔を睨にらむルージュの左腕が熱くなり、腕輪の柘榴ざくろ石がくるりと輝く。

（あ……ダメ……）

　この感じ。この痛みと熱さは〝あのとき〟と同じだ。

　マール司教に対して発動し、邪教徒たちを攻撃した破壊的な光。あれがまた腕輪から放たれたらどうなるだろう。

　今、これだけ大勢の目の前であの力が発現したら、それこそ自分は異能の魔女とみなされるに違いない。

（そして、絶対にファイシス様に迷惑がかかる！）

　ルージュはとっさに右手で腕輪を押さえ、ドレスに隠してしゃがみ込んだ。

　さいわい、異変はすぐに収まったようだった。しかしほっとする間もなく、兵士がルージュを捉えようと摑みかかる。

　そのとき、

「ルージュ嬢に触れるのは、この私が許さない」

　アレクシスが腰の剣を抜き、ルージュを庇って立ちはだかった。

　その静かな迫力と隙すきのなさに、兵士は気け圧おされて動きを止め、その間にヴィクサントールがファイシス王子を抱き起こす。

「ファイシス様！　お顔に血が……」

　兵士の振り回した槍が掠かすめたのか、口元が切れて血を滲にじませている。

　ヴィクサントールは王子を車椅子に戻そうとしたが、ファイシスは動こうとしなかった。

　座り込んだまま、拳こぶしを握り、指が白くなるほど徐々に力を込めていく。そして、

「───また……なのか……」

　唸うなるように言いながら、顔をやおら上げると、金の髪のかかる蒼あおい瞳に、絶望を宿やどして兵士をにらみつけた。

「無益な争いに……また僕を巻き込むのか……」

（ファイシス…様……？）

「また……血が……流れる……」

　それまでの純じゆん真しんな少年のものではない、大人びた口調。過去の辛つらい出来事を思い出し、呻しん吟ぎんするかのような声。

　刺すような視線を向けられた兵士は、言葉を失い立ち尽くしている。

　初めて見る鋭い瞳が怖くなって、ルージュはファイシスの体を抱き締めた。

「ファイシス様！　戦いなんて起きません。大丈夫……大丈夫ですから」

　ルージュの手に、そっと重ねられる手。温もりが肌を伝わる間をおいて、返事があった。

「ルージュ……どうしたの？　そんなに心配しなくていいよ。転んだだけじゃないか。君に怪け我ががなくてよかったよ」

　そう答えた彼の声も、瞳も、いつもどおり柔らかで少しの邪じや気きも含んでいないものに戻っていて、ルージュはほっと息をついた。

「殿下。ご同行を。そして追ってご沙さ汰たがあるまでは、離宮にて謹きん慎しんされるようにとの王妃様のお言葉です。我々も手荒な真似をしたいわけではありません」

　口髭の警備隊長が進み出てきて、ナマズ髭ひげをぴんと伸ばし、軽く一礼した。

「隊長殿。王妃様のそのようなご命令が何故出されたのか、事情をお聞かせ願います」

　剣を握ったまま、身構えてアレクシスが問う。

「それは、そちらのヴィクサントール様がご存知ではないでしょうか。王妃様の命が下されたその場に同どう座ざしておられたのですから。我々の使命はファイシス王子を確保し、離宮にお送りするのみ。これ以上ここであなたがたが暴れるようですと、不本意ながら逮捕も避けられません」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな隊長の言葉に、アレクシスは剣を収めた。

「とにかく、プチトリアノンへ戻りましょう。傷の手当てをしなくては」

　ヴィクサントールがファイシスを抱きかかえ、離宮へ向かう。

　警備兵たちは罪人を扱うかのごとく、農村庭園から王子とルージュたちを追い立て、全員が離宮の門の中へ入るのを見届けると、門兵に頑がん丈じような鉄の扉を閉めさせた。

　そして、見張りとして数名の兵を残し、王宮へと引き返していった。

「ヴィクサントール殿！　何があったのかご説明を！」

　館に入ってすぐ、ヴィクサントールの前に立ちはだかったのはアレクシスだ。

　無視はできないアレクシスの勢いに、ヴィクサントールはしばし逡しゆん巡じゆんしたが、「王子の手当てを先に行いますので、あとでそちらの〝庭園の間〟で……」と言うと、ファイシスを抱えたまま三階にある彼の私室に連れていく。

　ただならぬ様子におろおろとうろたえ、事情を訊きくこともできずにいたアベリシアは、それでも料理長と二人がかりで車椅子を階上に運び上げる。

「あ！　私も、ファイシス様のお世話を……」

　ルージュもあとを追いかけたが、ヴィクサントールにぴしゃりと拒絶されてしまう。

「ルージュ・ド・ラ・クリムゾン嬢、あなたは結構。それよりも、ご自分の身なりを整えたほうがいい。泥だらけですよ。王子の居室に入るには相応ふさわしからぬマドモワゼルだ」

　相変わらずの冷ややかさでそう告げられると、ルージュも三階に上がりはしたが、大人しく自分の部屋に入るしかなかった。




「今回の王妃様のご命令というのは、一体どういうことでしょうか。そもそもが、軟なん禁きん同然でしたのに」

　ユラが、若々しいそばかす顔に不満と不安を滲にじませながら、ルージュの部屋にお茶のセットを運んでくる。少しでもルージュがリラックスできるようにという、彼女なりの気遣いだ。

　ルージュが着替えもせずに悄しよう然ぜんと椅子に座っているのを見ると、近づいてきて汚れたショールを肩から外してくれた。

「お召し替えをいたしましょうね。ルージュ様」

　ユラはてきぱきと着替えのドレスを選び出すと、ルージュを立たせて隠しボタンを次々外し、ドレスを脱がせる。コルセットの締め直しはしなくてよかったから、着替えはずいぶん早くに済んだ。

「いかがです？　素敵ですよ。これならヴィクサントール様も文句はないはず」

「別に……この離宮から出ることはないし……ファイシス様にも会わせてもらえないし……」

「いけませんよ。姫君はいつでも着飾っていませんと、気分まで暗くなってしまいます」

　明るい性格のユラは、こういうとき心強い。

　ほっそりとして、やせすぎなくらい華きや奢しやな少女なのに、案外と頼もしいのだ。

　なにげなく左手首の腕輪をいじるルージュに、紅茶を注ぐユラが声をかける。

「もしや、ルージュ様もお怪我を？」

「ううん。私は平気」

　もともと、この腕輪の下の赤い十字の痣あざが痛むことはよくあった。でも腕輪が熱を持ったり、装飾の柘榴石が光ることなどは決してなかった。

　ルーエン城でマール司教に追い詰められたとき、この紅い石から閃せん光こうが走って、ルージュとガーゴイルは閉じ込められていた小屋から脱出できた。

　司教たちの〝結界呪文〟で封じられていた扉や壁を一気に吹き飛ばしたあの威力。それがこの腕輪の力であり、柘榴石の力なのだろうか。

（お母様が家宝だと言ってくださった腕輪。でもあの夢が本当なら、私はもっと幼い頃すでに、この腕輪を持っていた。あの黒騎士も、ガーゴイルもこだわる宝物。そしてファイシス様が以前見たことがあるという紋章……これはなんなの？　すごい魔力を持っているの？　だから司教は私のことを魔女だって……〝紅い魔女〟だって忌き避ひしたの？）

　ルージュの頭の中を様々な疑惑がぐるぐると巡り続けていたときに、部屋の扉がノックされた。扉はすぐに開かれて、アレクシスが顔を覗かせる。

「ルージュ。広間に来ませんか？　王子の手当てが済んだので、ヴィクサントール殿が事情を説明してくださるそうです」

　アレクシスに呼ばれて、ルージュはいそいそと階段を下りていく。

「ユラも来て！　みんなにお茶を淹れて頂戴！」

　振り返って呼びかけると、やはり彼女もヴィクサントールの話を聞きたかったのだろう。大急ぎでついてきた。




「で、どのような状況で今回の処分が命じられたのですか？」

　ルージュが一階の〝庭園の間〟に入っていくと、そこにはもうジョシュアとヴィクサントールが揃っていて、それぞれ一人用のソファに座っていた。

　一面ガラス張りでテラスに張り出した開放的な空間。

　目の前に、大輪の薔ば薇らが咲き誇る庭園が広がる、初夏にはもっとも美しい部屋だ。

　ヴィクサントールは、ユラに紅茶を淹いれてもらいながら、まずその庭園へと視線を投げた。

　思えば、ヴィクサントールがソファに腰かけている姿はほとんど見たことがない。

　どんなときもファイシスのそばに控えて立っているからだ。

　常に暗い色の装いで目立たないよう気を遣い、ファイシス王子の影と添う。

　金色の風を感じるファイシスとは対照的に、ヴィクサントールは蒼く冷たい月光のようだ。

　その月光のような青年が、一口紅茶を啜すすったあと、アレクシスの問いに口を開いた。

「王妃様は……王子の行動にご不満を抱かれ、謹慎を申し渡されました」

「謹慎……ね。表現は柔らかだけど、あの兵士の態度は〝監かん禁きん〟だな」

　ヴィクサントールは、ずいぶん落ち着き払った様子で、テーブルを挟んで向かいに座るアレクシスを見る。

「王妃様がご機嫌を損そこねられたのは、先日の大舞踏会にファイシス様が出席なさったためですか？　堂々と公おおやけの場に出ていらしたファイシス様に、いたく気分を害された、と」

「そのようです」

「何故？　ファイシス様は第三王子として立派に振る舞われて、なんの失敗もなさっていないのに。かえって、あの場にいた貴族の間では好感を抱かれて……」

「だからこそです」

　ルージュは意味がわからず、きょとんと向かいのヴィクサントールの顔を見つめる。

「ファイシス様はあまりに美しく、堂々と、将来充分に王位を継ぎうる存在として大勢の貴族たちの前に現れてしまった。以前から、第三王子の廃はい嫡ちやくを王陛下に求め続けていた王妃は、かなりの数の有力貴族、官僚・閣僚、教会の関係者たちに根回しを始めていたのです。その思惑が、あの舞踏会ですべて無駄になってしまった」

「王妃様は、〝ファイシス様が、公の場に出られない……心も体も弱すぎて、王位には相応しくない〟という理由で廃嫡の準備をしていたというの？」

　ヴィクサントールは言葉ではなく視線で答えた。

「実際、そういう噂はまことしやかに流布されていたわけだしね」

　ジョシュアは、ひいきにしてくれるマダムたちの会話をよく耳にしていたのだろう。ずいぶん皮肉な口調で頷うなずく。

「そんな、ひどい……じゃあ、ファイシス様はどうしたらよかったの？　王妃様に見直していただきたいからこそ、デューク王子や他の貴公子たちと同じように、舞踏会へいらっしゃったのに」

　ルージュが膝ひざの上でぎゅっと拳を握るのを醒めた目で見て、ヴィクサントールが口を開く。

「逆効果でしたね。王妃様にとって、ファイシス様は病弱で怒りっぽく、公の場に姿を出せないほど一般的な生活に苦労する少年であってほしいのです。廃嫡を提案した際に周囲が簡単に納得する、出来損そこないの王子でなければいけなかったのですよ」

　ヴィクサントールは、それがまるで自分の主あるじの話だと思えないくらい淡々と話を続ける。

「現王妃にとってファイシス様は実の息子ではありません。王陛下最愛の前王妃の忘れ形見など、目の上のこぶでしかないのです。あの舞踏会で、周囲から賞賛の眼差しを浴びた見み目め麗うるわしい王子を一刻も早く廃するために、今頃王妃様は躍やつ起きになって手段を講じているでしょう」

「どんなことをしても……廃嫡に？　そんなことさせないわ。じゃあ、この際だから、ファイシス様が順当な王位継承権の持ち主だとういうことを内外にアピールしたらいいんじゃない？　おおっぴらに触れ回れば、王妃様でも手は出せないでしょう？　このままだと、ファイシス様は永久に世間から葬ほうむられかねないじゃない」

　名案だと思ったが、ルージュの意見にジョシュアが苦く言げんを呈ていした。

「そんな単純じゃないと思うな。もっと、立場を根本から揺るがすような弱味を握るでもしない限り、今の王妃様は本気でファイシス様を排除するつもりだよ。そうじゃなきゃ、たかが舞踏会に出席したくらいで、兵隊まで動員して閉じ込めたりしないよ。大問題だ」

「じゃあ、王陛下に直じき訴そすれば？　陛下は王妃様の勝手な動きをご存じないのでしょう？」

「ええ。ですが残念ながら、王陛下はちょうど今朝から地方の視察に出かけられて、お戻りになるのは一週間は先だそうです」

　ヴィクサントールが答える。

「王妃様はそれを分かった上で、行動に出たのか。計画的ですね」

　アレクシスが、ユラに新しくついでもらった紅茶の琥こ珀はく色を見つめながら唸うなる。

「王妃も今までのように、悠ゆう長ちように構えてはいられなくなったのでしょう。現に舞踏会の後、ファイシス様を次の王に推おす声が、一部の貴族の間で囁ささやかれだしました。贈ぞう収しゆう賄わいを繰り返し、王室の高級官僚職の多くが王妃の縁えん故こで占められているのは公然の秘密だ。私物化された政治を取り戻さんと、第三王子擁よう立りつに立ち上がった要人もいます。前王妃のカトリーヌ様はとてもお優しく公正で、人望の厚かった方。貴族にも市民にも人気がありました」

「じゃあ、そういったファイシス様の味方の貴族に、もっと動いてもらえばいいんじゃない？　王妃様の不正の証拠を、王陛下や高こう等とう法ほう院いんに提出できればいいのよね？　ファイシス様の安全が保証できるほどの、王妃様の弱点を押さえられれば……！」

「いいえ。下手な動きは命取りです。一国の王妃の持つ力を軽く見ないことだ」

　ヴィクサントールが釘を刺す。

「ここでおとなしく謹慎をしていれば、離島に流されるくらいで済むかもしれない。でもあなたがたが動いて失敗すれば、ファイシス様はすぐにも処しよ刑けいされかねないのですよ？」

「───あ……」

　ファイシスの身に危険が及ぶと聞かされれば、ルージュにはどうすることもできない。

　だが、絶句するルージュに代わってアレクシスが微笑ほほえんだ。

「そんなへまはしませんよ。ファイシス様の御身を守るためにも、王妃様の弱味を握ってみせましょう。必ず成功させますのでご安心を。ヴィクサントール殿」

　ヴィクサントールはまだ何か言いたそうだったが、そこで口を閉ざした。

「アレクシスは、今の王宮の事情にも通じてるのね。すごいわ」

「思う存分、私に頼っていいですよ、ルージュ。ここに来て、また新たに勉強しましたから、現在の官僚や閣僚の力関係、派閥の動向はかなり正確に把握してます」

　アレクシスは自信に溢れた、余裕の笑みを浮かべる。

　その笑みを見て、ルージュはようやく、それまで強こわ張ばっていた全身の緊張をつと緩めた。

「王妃への暴ぼう挙きよを阻そ止しするためには、賄わい賂ろを受け取り、人事に介入したという事実を証明する文書を手に入れなければなりません」

「証拠隠滅とかしていないといいけど。最近、それほどの働きを見せたわけでもないのに厚こう遇ぐうされた人って誰かいるの？」

「いますよ。国務評定官のキーン伯はく爵しやく。陸軍卿のギース公こう爵しやく。彼らは賄賂でその地位を獲得したと、もっぱらの噂です。そしてもう一人、それまではレアパリの小さな教会の一司祭でしかなかったのに、近年、王立礼拝堂の司教に迎えられた者もいます」

　アレクシスの言葉に、ルージュはすぐに反応した。

「それって……もしかしてマール司教？」

「正解です。彼は一年前に急にレアベルサイユに呼び寄せられ、今はすっかり公おおやけの行事を司つかさどっています」

「マール司教が……王妃様に賄賂を？」

「まあ、彼の場合は逆かもしれませんが」

「王妃様が彼に頼み事をした可能性もあるということね。例えば生け贄にえを必要とするような、怪しい夜の儀式とか」

「その儀式の依頼書か何かを手に入れれば、きっとファイシス様の自由は約束してもらえるわよね」

　さっきの忠告がまったく伝わっていないと気づいたヴィクサントールの眉が、不愉快そうにぴくんと跳ねる。

　しばらく押し黙っていたかと思うと、彼は紅茶を飲み干して立ち上がった。

「ヴィクサントールさん！　あの、私、今からファイシス様のお部屋に行っても……」

「却下します」

　ものすごい即答で、ヴィクサントールはルージュの期待を一刀両断にした。

　黒髪を馬の尾のように翻ひるがえし、無言でその場を去っていった彼は、ルージュたちがまだ庭園の間から出てこないことを見て取ると、屋敷の外に出て、裏門に向かう。

　そして、見張りを続けていた王宮の若い兵士に何かを手渡すと、そっと離宮をあとにした。

　彼の様子を怪しんで、あとを尾けていたジョシュアの姿には気づかないまま。




「姉様。ヴィクサントールは外に行ったから、今がファイシス様の部屋に行くチャンスじゃない？　たぶん鍵はかかっていると思うけど」

「本当に!?　じゃあ、行ってくる！　すぐ行ってくるわ！」

　庭園の間に戻ったジョシュアの報告に、ルージュは弾かれたように飛び上がると、廊下と階段を走り抜けて自分の部屋に駆け込み、バルコニーに出る。

　ルージュの部屋のバルコニーから、ファイシスの部屋のバルコニーはたいして離れてはいない。

　そうは言ってもここは三階だ。普通の女の子なら断念する距離と高さだが、田舎育ちのルージュは違う。ドレスのスカート部分をぎゅっと抱え込み、テラスの囲いの上によじ登って、思いきり跳んだ。

　着地、成功。

　窓から中を覗き込む。

　深い緑色の天てん蓋がいがついたベッドの横に、空の車椅子が置いてある。天蓋から吊られたカーテンは一部が開いていて、タッセルで留められている。

　硝子ガラスを軽く叩くが、ベッドの中の人物の反応はない。窓枠を強く押してみると、あっさりと開いた。

　ドレスをたくし上げ、窓を乗り越えると、静かに部屋の中に入る。

「ファイシス様……？　起きていらっしゃいますか？」

　広い部屋の中、近づいていくとカーテンの陰の人物がゆっくりと身を起こし、こちらを向いた。

　驚いた様子はなく、ルージュを見ると微笑んで迎えてくれる。

　口の端に小さな絆ばん創そう膏こうが貼られていて、その端から覗く肌にうっすらと赤紫の痣あざがある。

「痛そうですね……大丈夫ですか？」

「大丈夫だよ……」

　シャツの下の胸元がはだけている。手当てを受けたまま、横になっていたのだろう。

　胸元にも、棒で打ち据えられたような痣がある。

「ファイシス様……」

「大丈夫。痛くないよ。もうね、全然平気なんだ。僕には君がいるから……」

　熱があるのか少々頰に赤みが差し、薬を飲んでいるのかちょっと朦もう朧ろうとした表情だ。

「痛み止めのお薬を飲んだんですね？」

「どうだったかな。覚えてないけど……」

　その返事自体ふわふわとして曖あい昧まいだ。ファイシスのどこか虚うつろな視線はルージュの腕輪に留まる。

「ああ……。そうか。思い出したよ。この腕輪に刻まれているのは、ブランシェ城の城主の紋章。魔女の荒れ野……魔女の城。僕の〝王の星〟を探しに行ったときに……見た……」

「え？」

〝王の星〟。

　それは、あの夢の中で黒騎士が口にした言葉だ。

　ルージュの顔が引きつった。

「ファイシス様、教えて！　どうしてファイシス様も知っているの？　そんなことを言うの？」

「君は……僕の星？　君が僕の星？　父上の〝王の星〟は……見事な赤い髪で……とても美しい人だったんだって……」

　不意にファイシスがルージュの両腕を摑み、驚き開いた唇に口づけをする。

「君は僕の星なの？　それともシンドラ兄様の？　いや、デューク兄様の星かもしれない……」

　ルージュはベッドの上に押し倒された。

　ファイシスはどこか変だ。そして彼はいつになく男性的で、まるで愛しい女性を求めるように積極的に肉体に触れてくる。

「ファイシス様……やっぱりどこか具合が……」

　いつもと違う彼に戸惑うルージュだったが、その戸惑いを跳ね飛ばすようにファイシスは熱っぽく言葉を続ける。

「この紅い髪……。ねえ、君が〝王の星〟なんだよね？　だったら僕に力を貸してくれる？　君はいったい誰を選ぶの？　僕のそばにいてよ。怖いんだ。僕はだんだんおかしくなる。どうしてその腕輪を知っているんだろう。どうして君を知っている気がするんだろう……」

　恐ろしい何かがすぐそこに手を広げて待っているかのように、ファイシスはルージュの体にしがみつく。

　しがみついて、紅い髪に唇を寄せ、今離したら逃げてしまうというように、きつくきつく抱き締める。

「ファイシス様？　あ…の、私は……」

　自分が〝王の星〟かなんてわからない。その名前だって、あの黒騎士の口から聞いたばかりだ。

〝王の星〟は〝預言の魔女〟───司教に蔑さげすまれた〝紅い魔女〟？

「大事な人は……みんないなくなってしまう。みんな僕のそばからいなくなる。どうしてだろう。母様も父様も、仲良くしていた友達も。仕えてくれる忠臣たちも……もう誰もいなくなってしまった」

「ファイシス様……」

　ファイシスは、ルージュの指に指を絡ませて、しっかりと握ってくる。

「ルージュ……君は……僕のそばにいてくれるね。約束したよね。どんなに遠く離れても、僕のことを好きでいてくれるよね？」

「私は……ずっとこの王宮におります。そして、ファイシス様のおそばにいますから」

　王子は、紅い髪に埋うずめていた顔を上げ、大人びた笑みをルージュに向けた。

「そうできたらどんなにいいだろう……。僕は君をとても好きだよ。出会ったときから……すごく好き。暗い夜空に一つだけ見つけられた星のように……」

「ファイシス様。そんなこと改まって言わないでください。なんだか……少し怖くなります」

　ファイシスは、ルージュの肩を抱き寄せ、そして耳元にそっと口づけた。

「大丈夫。君には何もさせないよ。怖がらないで……君は僕が守るから……」

　ファイシスは、ルージュがかつてどこかで聞いたことのある、安心の呪文を口にする。

「ファイシス様……。私、子供の頃にも誰かにそう言ってもらったことがあるんです」

「そう……誰に？」

「それが……誰だったのか……わからないんですけど」

「───俺じゃないのか？」

「え？」

　はっとしてファイシスの顔を見る。

　一瞬、ファイシスの言葉遣いが彼の持つもうひとつの人格、ガーゴイルになった。瞳の強く妖あやしい輝きも、彼のもの。

　でも、すぐに、その瞳は再び柔らかく微笑んだ。もうそこにいるのはガーゴイルではない。

「ファイシス……様？」

「そう……だよ。どうしたの？　ルージュ……僕は……君を……」

　怖いほど静かな優しい声でそう言うと、彼はゆっくりとベッドの上に倒れ込んだ。

「───ファイシス様？」

　彼はそのまま動かない。

　呼吸もとても弱く、顔は見る間に青ざめていく。

　ルージュはとっさにベッドから飛び下りて、使用人を呼ぶベルを鳴らした。

「ファイシス様の具合がおかしいの。お医者様を！」

「ルージュ様、どうしてファイシス様のお部屋に……」

　部屋に真っ先に飛んできたアベリシアがルージュに問いただそうとするが、ルージュはそれを遮さえぎった。

「いいから、早く！」

　アベリシアはルージュの気き迫はくに圧おされてそれ以上追及はせず、階下へと走っていく。

「姉様？　どうしたの？」

「ファイシス様が急に倒れて……」

　階段を駆け上がってくるジョシュアに説明をしながら、ルージュはふと部屋の中のファイシスを振り返った。

（え……）

　そこには不思議な光景があった。

　薄暗い部屋の中央に、ぼうっと十字架が浮かんでいたのだ。

　淡い光を金粉のようにちらちらと舞い散らせながら、十字架は空中に浮いている、そして、その十字架にファイシスがかけられていた。

　ほっそりとした白い手足を十字形の木に打ちつけられ、縄なわで縛しばられ、うなだれて無む惨ざんな姿だ。

　金の髪が無む造ぞう作さにこぼれて、表情は見えない。

　手に、足に、乾いた血がこびりつき、白いシャツは引き裂かれ汚れている。

「ファイシス様!?」

　震えながらその名を呼ぶと、薄ぼんやりした光の中の彼がゆっくりとルージュを見て、微笑んだ。

　今にも命の灯ともしびを消してしまいそうな、淡く儚はかない笑顔。

「ファイシス様！」

　ルージュは戸口からファイシスの元へ駆け戻った。だがその途と端たん、彼も十字架もふっとその姿を消した。

　窓から射し込む光が、ガランとした部屋の中ほどを照らしているだけだ。

（何……？）

　ファイシスは、ベッドの上でさっきルージュが見たとおりに、今も横たわっている。

「姉様？」

「ルージュ？　何をぼんやりしているんですか？」

　ジョシュアとアレクシスも部屋の中に駆け込んできて、もうファイシスの容態を診みていた。

「ねえ。今、ここに十字架が……見えなかった？」

「十字架？　この部屋の中に？　姉様、おかしなこと言わないでよ」

「十字架……───僕の背負った……罪の十字架が……君にも見えたの？　ルージュ……」

　ファイシスが起き上がろうとして、脈を測はかっていたアレクシスに止められた。

「お疲れが出たのでしょう。安静になさっていてください。今、医者を呼ぶよう言いましたから」

（あの光景は見たことがある。そう、聖円図書館に行ったとき……微かな光に浮かぶ十字架……あのときもファイシス様が十字架に……）

「薬を飲めば大丈夫……ヴィクスは？　ヴィクスに言って……」

　そこにアベリシアが飛び込んでくる。

「アベリシア！　お医者様、来たの？」

「いえ。すみません。お医者様は呼べないそうです。王妃様が……この離宮への人の出入りをすべて禁じたと、門にいる兵士が……」

　アベリシアも動揺しているらしく、言葉の端はし々ばしが震えている。

「お医者様も入ってこられないなんて、ファイシス様は体調を崩されても手当てが受けられないじゃない。悪くすればお命に関わるのに……」

「ええ。それも王妃様の狙いなのでは？」

　ルージュはその恐ろしい言葉の意味に、凍りつく。

　このままでは、もしもの場合、取り返しがつかなくなる。そんなこと、絶対にあってはならない。

「私、やっぱりお医者様を迎えに行く。そして王妃様にお願いしてくる。馬車を出して！」

「ルージュ！」

「姉様！」

　ルージュが階段を一気に駆け下りていくのを、アレクシスとジョシュアが慌てて止めに走る。

　後ろからアベリシアも追いかけてきた。いつもなら、しずしずと上品にしか歩かない女性だ。

「ルージュ嬢。王宮へ行くのはやめてください！　あなたは今、二人の王子をたぶらかす魔女のような娘だと宮廷中の非難の的なんですよ？　その渦か中ちゆうに飛び込むような真似は自重願います」

　女官長のアベリシアは、この離宮ではヴィクサントールに次ぐ権限を持つ。

「行かないほうが賢けん明めいです。さらに悪評を買いかねませんから。それに、このことはヴィクサントール様にも報告させていただきます」

「───結構よ。じゃああなたがあの人のこと、〝根暗で陰険で引きこもりの、猜さい疑ぎ心しんが強いナルシスト〟って話していたのも報告するから！」

　うろ覚えの言葉の羅ら列れつだったが、ほぼ合っていたようだ。アベリシアがグッと言葉を吞み込んだのが聞こえた。
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　ルージュのことを心配しつつも、ジョシュアとアレクシスは馬ば丁ていに馬車を出させてくれ、王宮にも同行してくれることになった。

　揺れる馬車の中で、ルージュはこれからのことで頭がいっぱいだ。

　ルージュの隣で腕を窓枠に預けながら、話を聞いていたアレクシスは大きく深く溜め息をついた。

「大々的に……膿うみを出すしかないかもしれませんね」

「膿？」

「王妃様の取り巻きを一いつ掃そうできるといいのですが。ジュランソンのクリムゾン伯が経済的に陥おちいった苦境も、本もとを正せば王妃の思惑と無縁ではないかもしれません」

　アレクシスは王宮に来てから本当に色々と調べてくれていたようだ。

「王妃様が……司教を使って政治を私物化しているのなら、それを暴あばくわ。特に……」

　馬車は、王宮の正面を一望できるところまで来ていた。戦うことを目的としていない、王の権力と財力を世界中に知らしめるために造られた、華か麗れいで壮大なる城。少しクリームがかった白い宮殿は青空を背景にしてその威い容ようを誇る。

　やがて、太陽を模したモチーフの輝く門を通過すると、馬車は車寄せにつけられた。

　御ぎよ者しやが外から扉を開けると、真っ先にルージュが降り立ち、シルクの靴で石畳を走り出す。

「ルージュ！　走ってはいけませんよ」

「でも、早くお医者様を……」

「ボク、心当たりがあるよ。ソフィア公こう爵しやく夫人のかかりつけのお医者様で、とても腕がいいんだ。呼んでくる」

　ジョシュアは一人先に別方向に走っていって、建物の中に消えた。

「お医者様はジョシュアに任せましょう」

「では、王妃様はどちらに？」

　ルージュは目の前に圧倒的な巨大さで迫る王宮を見上げた。




　王妃が親しい者をはべらせて食事をするのが好きな、若葉の間にも、鏡の間に向かって左翼の王妃の間にも、目指す相手は不在だった。

「ここが王妃様のお部屋……」

　光の射し込む廊下に佇み、ルージュは呟いた。

　この大きな扉の向こうには、王妃の寝しん所じよ、書しよ斎さい、音楽の間など、四つものきらびやかな部屋が続いていると聞く。

　そのどこかに、王妃の不正を暴く証拠となる、私文書や手記が隠されているかもしれない。だが、扉の前には武装した衛兵がいる。今なんの準備もせずに乗り込むのは危険だろう。

　次の場所に向かう前に、ジョシュアと落ち合った方がいい。ルージュとアレクシスが外に出たとき、不意に声がかけられた。

「ルージュ！　ルージュじゃないか」

　二人の前に突然馬が現れ、行く手を遮った。デューク王子だ。

「あの！　何を……」

「〝何を〟とはご挨拶だな。おまえに会いに、あの離宮へ何度も通ったというのに。ドレスも靴もまた新しい物を贈ってやっただろう」

「え……」

　そういえば、先刻ユラが何か言いかけていた。『もう一人の王子が……』というのは、このデューク王子の来訪だったのだ。

「この私が足あし繁しげく通ったのだぞ？　贈り物をしたのだぞ？　おまえは貢みつぎ甲が斐いのない女だな」

「すみません……ごたごたしていて、今日もまだ起きてからちっとも落ち着かないんです……」

　この強引な迫り方を好むかどうかは別として、デューク王子は男おとこ気ぎは人一倍ありそうだし、裏表もなく正直だ。彼は肩にかかる豪華な縦ロールの髪をバサリと払って、ルージュの顔をまじまじと見た。

「心配していたんだぞ？　おまえのように頑がん強きようそうな田舎娘が意識を失い寝込んだなんてな」

「はあ……おかげさまでなんとか」

「そういうときは、精のつくものでも食べるといいぞ。ああ、今朝狩りに行ったのだが、丸々太った野ウサギとウズラが獲れてな。あれがいいかな」

「デューク王子。お伺うかがいしたいことが」

「なんだ？　言ってみろ」

　王子はルージュの〝お伺い〟を、ずいぶん浮き浮きした声で促うながす。が、

「王妃様が今どこにいらっしゃるか、ご存じですか？」

　それを聞いて、あからさまに落らく胆たんした。

「母上がどこで何をしていようと、私には興味がないからな。だがあれほど賑にぎ々にぎしいことと着飾ることが好きで、常に取り巻きに囲まれていたい人もいないから、どこで騒いでいても不思議はないな。〝やかましいところに王妃あり〟だ」

　デューク王子はあっけらかんと王妃の悪口を叩いている。

　実の息子だからこそ言えることだ。

「だが母上は、父上の留守をこれ幸いに、自由に遊び回るつもりらしいから、そう簡単に捉まるかな」

「はあ」

「そんなことより、おまえ！　これから遠乗りに行かないか」

「え？　私ですか？」

「せっかくのお言葉ですがデューク王子。ルージュ嬢は王妃様に大切なご用がありますゆえ、本日のところは……」

　ルージュが言葉に詰まったところを、アレクシスがよどみなく断る。

「ふん。おまえがいると、なんだか話がつまらなくなるな。では母上への用事をとっとと済ませろ。そのあとで、茶ぐらいは飲めるだろう」

　デューク王子はルージュの腕を取り、強引に馬に乗せると、そのまま木立こだちの中を疾走する。

「あの！　デューク王子、アレクが……それにジョシュアも」

　摑まっているだけでも苦労するほど、デューク王子は飛ばしている。返事は風に流れがちだが、その言葉は密着した体越しに聞こえてきた。

「おまえと二人きりになりたい。いいだろう。少しの間くらい。あいつはすぐに追いつくさ」

　本当に己の欲求に素直な王子だ。

「王妃様は……この前の大舞踏会のことをお怒りなのですよね」

「ああ、そのようだな。まあ、放っておけ。しばらくして父上が首飾りの新調を許したり、シンドラ兄上が一時帰国をしたりすれば、あっという間に機嫌を直すさ」

「でも……」

　デューク王子は、まだファイシス王子の謹慎のことを知らないのだろうか。

　ほどなく手た綱づなは引かれ、王子の馬はゆっくりと脚を止めた。ルージュが一人で馬の背から下りると、デューク王子もひらりと地面に着地する。そしてルージュの全身をしげしげと見つめた。

「俺のドレスの見立ては最高だな。おまえ、もっと王宮に出向いてこい。こうやって着飾っていれば、いつかは母上もおまえを見直すようになるだろう。俺はおまえのそのユニークなところが好きだが、母上は自分の周りに置く者、王家の格に相応しいかどうかで量はかるんだ。おまえは将来、王室に入るという自覚を持ってくれないと。俺が求婚したのだからな」

「私は、ファイシス様のお勉強相手として宮廷にいられればそれだけで十分で……」

　不意にデューク王子がルージュの腕を取り、その顔を近づけてきた。

　じりじりっと迫られて、ルージュは後ずさる。だが背後に樫かしの大樹があって、それ以上逃げることができない。

　デューク王子の腕が、ルージュの体を樫の巨木と自分との間に挟み込む。そして、ゆっくりと片手を顎あごに添えて仰あお向むける。

　いつもは身勝手で強引にしか思えないデューク王子の青い瞳が、意外なほど優しそうに輝く。

　でも、それ以上直視することはできない。

　口付けされてしまう。

　契約と愛情と親愛。デューク王子とのキスはその中のどれに当たるだろう。

（王子の好意を受け入れるキス……？）

　微かすかな吐息が唇にかかり、そして淡く伝わる体温と、彼のつけているムスクの香りがルージュを包む。

（───キス……どうしよう……）

　王子のキスだ。デューク王子が自分にキスしようとしている。

「デューク王子……私……」

「いいから喋るな。ルージュ……黙って……」

『デューク王子に贈り物をしていただけるなんて、幸せ者ですね』

　ルブラン嬢の言葉が頭の中に甦よみがえる。

『王子様に好かれるなんて、とても幸運なことですわよ。デューク王子は気前のいいおかたです。その機会があるのでしたら寵ちよう妃きにでもなんでもなられないと』

　デューク王子に好かれていれば、ファイシスの立場にも便べん宜ぎを図ってもらえるかもしれない。

　ううん、きっとそうだ。

（だったら私は……ファイシス王子を守るために……！）

　ルージュは瞼まぶたをぎゅっと閉じ、震える唇をほんのりと開き、王子を受け入れようとした。

　だが、ちょうどそこで、蹄ひづめの音も高らかに、白馬に乗ったアレクシスがやってきた。

「ああ、やっと追いつきましたよ。デューク王子！」

　わざと邪魔するような位置でアレクシスが手綱を引き、おっとりとした大きな馬の顔がにゅっとルージュとデューク王子の間に割って入ってくる。

「おいおいおい、わざとか？　嫉しつ妬とか？　一騎士のくせに差し出た真似をしてくれるな。アレクシス」

　アレクシスは馬から下り、銀色の長い髪をなびかせて微笑ほほえんだ。

「偶然ですよ。デューク王子。どうして私などがあなたの邪魔をいたしましょう？」

　デューク王子はひとつ溜め息をつくと、すぐ気を取り直して視線を移した。

「あっちが騒々しいな。母上は西の緑園の東あずま屋やにいらっしゃるようだ」

　天を覆い、日射しをすべて遮るほど枝葉の茂る大樹の木陰。

　その中に、緑色の格子の円屋根が覗のぞく。そちらからたしかに、弦楽器とピアノのメロディーが聞こえてきていた。

「ルージュ。私は賛成しませんが、行くなら最大限の礼節をもって振舞ってください。ファイシス様のためにも、あなたは王妃様に見直していただかなくては」

　そう言われたら、必要以上に緊張してしまう。

「ルージュが母上に何をしでかす気なのか興味があるな。俺も行こう」

　デューク王子がオレンジ色の鮮やかな上着を翻ひるがえして、颯さつ爽そうと先を歩いていく。

「あ、あの……っ！　ちょ……」

　デューク王子が一緒だと、またいらぬ誤解を生むかもしれない。だが、ここで彼をないがしろにするわけにもいかない。

　デュークに後れて、ルージュも緑園へと足を進める。東屋は、イオニア式の円柱が何本も聳そびえて緑の鳥とり籠かご状のドームを支える意い匠しようだ。

　そこから、音楽と共に甘い香りが漂ってくる。

「王妃様がいらっしゃいますよ。あそこに」

　アレクシスが前方を見て囁ささやき、ルージュは、一度きっと唇を引き結ぶと、四段ほどの階段を上がる。

　絹張りの椅子が、円形の東屋に弧こを描いて並べられ、中央にピアノが置かれていた。

　その傍らにはビオラとバイオリン奏者が立っていて、ゆったりと体を揺らしながら、バッハのコンチェルトを弾いている。

　貴婦人がたが十数人、豪華なドレスと午後の社交の場のための扇を手に耳を傾けている。

　その最奥に、ひときわ立派に結い上げた髪と髪飾り、女性の色気を強調するワインレッドのローブ・モンタントをまとった王妃の姿が垣かい間ま見えた。

　大きなパフスリーブ。ダイヤに囲まれた大粒のエメラルドが下がったイヤリング。

　貴婦人がたは皆王妃の取り巻きだろう。王妃と同じ年輩か、その娘たちとおぼしき年頃の令嬢たちが集まっている。

　彼女たちはお喋りと、軽い食事と、音楽に興じていて、しばらく誰もルージュの存在に気がつかない。だが、やがて王妃の隣にいた公爵夫人が彼女に口元を寄せて一言二言囁ささやいた。

　王妃がルージュの方を振り向いた。

　東屋の入口に佇むルージュとアレクシスを冷ややかに見やったが、無言で目をそらしてしまう。

「王妃様」

　演奏が一区切りついた頃を見計らって、ルージュは王妃に声をかけた。

「王妃様。お邪魔して申し訳ございません。少々お時間をいただきとうございます」

　王妃は、不ふ愉ゆ快かいそうに眉を顰ひそめただけで、言葉にはしない。

　演奏者は気を利かせたのか、すぐには次の曲を奏かなでずに待機している。

「王妃様。どうか我々の話を聞いていただけますか？」

　アレクシスも加わって、片かた膝ひざを折るとうやうやしく頭を下げた。

「まったく、どういう用向きなのかしら？　すぐに済むの？」

「はい。あの、第三王子ファイシス様のことでお願いがございます」

　王妃は、今度はあからさまに顔をしかめた。

「私はもう、その名前は聞きたくもないのだけれど」

　ファイシスの名前がルージュの口から出ると、周囲にいたご夫人がたは一斉にざわめく。

「ファイシス様の……ああ、あの紅あかい髪の……」

「先日の大舞踏会のときのご令嬢ね。ファイシス様とデューク様に求婚されたという」

「あら、話に聞くより可愛らしいじゃないの。田舎いなか娘と聞いていたけどドレスも垢抜けているし」

　その声の端々が聞こえたのだろう。王妃は咳せき払ばらいして不快感を示した。

「ファイシス様の謹慎を解いてはくださいませんか？　お加減がすぐれないのに、王妃様のご命令でお医者様も離り宮きゆうに入れません。おそれながら、王妃様はファイシス様のことを誤解されていらっしゃるかと存じます。ファイシス様は、確かにお許しを得ず舞踏会に出席なさいましたが、悪いことは何ひとつ……」

　王妃は大きなダチョウの羽の扇を退屈そうに使いながら、懸けん命めいに懇こん願がんするルージュを見下ろしている。

「彼は、私の舞踏会を台無しにしたのよ。十分に悪いことでしょ？　しかも、離宮で療養中の身だというのに、勝手に現れて車椅子で踊ったの。みっともないったらないわ」

　王妃に取りつく島はない。

「あれは、すべて私のせいなんです。代わりに私を謹慎処分にしてください」

　その言葉にアレクシスは驚き、涼すずやかな目を瞠り、ルージュを見た。

「あなたを代わりにですって？　そんなことをしてもなんの意味もないわ。謹慎は、あくまで仮の処分です。他にもよからぬ嫌けん疑ぎがあるようだから、その件についても調査がつき次第、正式な処分が下るはず」

「正式な処分？　嫌疑？　それはどういったことでしょう？」

「なぜ私があなたに話さなくてはならないの？　傲ごう慢まんな娘ね。イライラするわ」

「ルージュ。それ以上は控えてください。もうここはお暇いとまいたしましょう」

　アレクシスが王妃に深く一礼しながら、ルージュの腕を引く。

「アレク！　でも、今王妃様にお許しをいただかなくちゃ！　お医者様が……！」

「母上。ファイシスにそんなに重い罰を与えていたんですか？　初耳でしたよ」

　それまで東屋の隅でファゴットとマルゴット姉妹に捉まっていたデューク王子が、ルージュの助っ人を買って出てくれたようだ。

「わざわざ謹慎を命じなくとも、当分公式の行事はないでしょう」

「どうか、お願いします。王妃様」

　王妃は、その言葉より、デューク王子が母である自分ではなく、ルージュの味方をしたことに猛もう烈れつに腹を立てたらしかった。

「私のデュークをもたぶらかすあなたにも、謹慎を命じます！　今後、一歩たりとも離宮から出てはなりませんよ！　ルージュ・ド・ラ・クリムゾン」

　王妃はわざと大げさにくるっとドレスを翻ひるがえし、髪飾りのリボンと宝石の流れる櫛くしを揺らして、王宮の方へ荒々しく去っていった。数名の侍女や取り巻きが慌てて追いかける。

「俺が口出ししたのは失敗だったな……悪かった。ルージュ」

　泣きたい気持ちのルージュの隣で、思いもかけず謝ってくれたのはデューク王子だった。

「母上は、最近おかしいな。あれでは暴君にも等しい振る舞いだ」

「お母様なのに、そんな……」

「身近な者が言ってやらないかぎり、誰も言ってくれなくなるんだよ。権力者っていうやつは」

「裸の王様……そうなりかねない」

「そのとおりだな。アレク」

　元々歯に衣きぬ着きせぬ物言いで、思ったことを思ったままに口にする性格だが、権力に媚こびることはない。デューク王子の態度は、すがすがしさを覚えるほどだ。

「まあ、ファイシスの医者のことは、兵士に金貨の一枚でもくれてやって、俺の名前を出せばどうにでもなるだろう。もしもあとでばれたら母上がまたうるさいから、口止めを忘れるなよ」

「ありがとうございます！」

　心の底から、そう思った。

「じゃあ、俺はウズラを調理させてくる。あとで届けさせるから楽しみにしていろ」

　デューク王子はひらりと馬に乗って、颯さつ爽そうと去っていく。

「───ずいぶんと気持ちのいい人ですね。デューク王子は」

「うん、アレク……わがままな乱暴者だと思っていたけど、そうじゃないみたい……」

「とにかく、早く離宮に医者を連れていかないといけないですね。ジョシュアはどこに？」

　気を取り直して、気持ちを奮ふるい立たせようとする。そんなルージュをまた落ち込まそうとするかのように、仲良しと思おぼしき少女たち四人が並んで近づいてくる。

「ルージュさん。いつまでこんなところにいらっしゃの？　早く離宮に戻ったほうがよろしくてよ」

　四人のうちの一人はファゴットだ。東屋ですでに気づいていたのだろうが、王妃をはばかり嫌味が言いに来られなかったのだろう。

「いい気味ね。謹慎処分だなんて。ファイシス様だけでなく、デューク様にまで媚こびを売るからこういうことになるのよ」
















　嫉しつ妬とに燃える目が、まるでルージュを捕らえた獲物のように見つめている。

　背の高さと豊かな胸のせいか、ファゴットはルージュと二つしか違わない年の割に大人びて見える。

　彼女のドレスは典型的なローブ・デコルテ。サーモンピンクのシルクブロケイドで春の花のちりばめられた美しいデザインだ。胸元にはギャザーがたっぷり寄っている。

　彼女の女性らしい体をひときわ女性的に見せるよう作られたドレス。

　本来なら、夜会に着てもおかしくない程の気合の入った一着だ。

　しばらくルージュのドレスと自身のそれを見比べて、縦たてロールの房を大きなリボンで結わえたブルネットの頭を振ると、ファゴットは勝ち誇った顔を見せた。

「やっぱり、私のドレスのほうが素晴らしいわね」

「そりゃあ、ファゴットは王室の一員ですもの。いいドレスを着ていて当然だわ」

　取り巻きたちが、ドレスをうっとりと見つめながら褒ほめたたえる。

「そうよね。でもファイシス様はお気の毒。こんな疫やく病びよう神がみのような娘がお側そば仕づかえなんて。これからもっとファイシス王子のお姿を王宮で拝はい見けんできると思ってたのに、あなたのせいよ」

「で、でも、姉様はデューク王子がお好きなのでしょ？　私はアレクシス様が一番好きだわ」

　それまで黙っていた、気の弱い小動物のような妹のマルゴットが、おどおどとした小声で姉に意見する。

　たぶん、相当の勇気を振り絞った一言だ。

「ありがとうございます。マルゴット嬢。もっとお話ししたいのですが、我々は急いで離宮に戻らないといけませんので、これで」

　アレクシスは、甘いマスクで紳士的な態度のまま、興きよう味み津しん々しんの少女たちの会話を打ち切った。

　マルゴットは、ルージュの手を取り足早に立ち去ろうとするアレクシスにがっかりして溜め息を漏らしたが、姉のファゴットと他の少女たちのお喋しやべりは続いている。

　ルージュの胸には、彼女たちに背を向けてもまだ、ファゴットの心ない言葉が突き刺さっていて、表情が曇りがちだ。それに気がついていたのだろう。アレクシスの手がきゅっと力を込めて握ってきた。

「ルージュ。つまらない中傷には耳を貸さないように。あなたはこの王宮に必要な存在ですよ」

「───ありがと……」

（そう。私はファイシス様をお守りしなくちゃ。王妃様からも、陰謀からも）

　ルージュは、アレクシスの馬の後ろにひらりと跨またがった。

「とにかく、お医者様よ。ジョシュアはどこ？　まだ馬車に戻ってないのかしら」

　広場の向こうに、自分たちの馬車が停まっているのを見て、ルージュはアレクの後ろから身を乗り出す。

「姉様！　アレク！　もう、遅いから先に帰ったのかと思ってたよ！」

　そのとき、馬車の反対側から声をかけてきたのはジョシュアだ。

　停められた馬車に、ちょうど、医師らしき白髪の男と乗り込もうとしている。

「やっとお医者様がつかまったんだ、早く早く」

「うん。待って」

　ジョシュアは、姉の表情やアレクシスの気配を察してか、離宮に戻る馬車の中で王妃への直じか談だん判ぱんについて尋ねてくることはしなかった。

　やがて離宮に着いた馬車には、兵士のチェックが厳しく入る。

　予想どおり、住人ではない医師が誰すい何かされ、馬車から降ろされかけたが、そこはデュークに言われたとおりの小細工で切り抜けた。

「ファイシス様。お医者様をお連れしました」

　ファイシスの部屋は、一つの窓を除いてすべて締め切られ、鎧よろい戸ども下ろされていた。

　出会った頃の状況に戻ってしまった感じがして、ルージュは小さく溜め息をつく。

　白髪で、少々背中が曲がり気味の長身の医師は、黒革の太ったドクターバッグを手に一人で部屋に入った。診察の間、ルージュたちは廊下で待つことにした。

「お熱はそれほどないのです。ただ憔しよう悴すいしていらして、食欲もありません」

　戸口で立ったアベリシアがぽつりと漏らす。

「ヴィクサントールさんは？　まだ出かけたままなの？　ファイシス様が大変なときに……」

「ええ」

「そう。また王妃様のところかしらね」

「あの、ルージュ様」

　アベリシアは思い切ってという風に話を変えた。

「私、ヴィクサントール様の仕事ぶりには敬意と愛情を持っておりまして、決して苦手なのでは……」

「わかってます。それで〝引き込もりでプライドがアルプスより高くて、気難しくてナルシスト〟なのよね。愛情がこもった鋭い観察眼だと思うわ」

　アベリシアはちょっと眉を顰ひそめたが、とりあえず気が済んだのか、「では、厨房でファイシス様のお夕食の献立を相談してきます。何を召し上がっていただけるか難しいですわ」と呟きながら一階へ下りていく。

「姉様、聞いたよ！　姉様まで王妃様に謹慎を命じられたんだって？　一体これからどうするつもりなのさ」

　医師の診察を待つ間に、アレクシスがジョシュアに話したようだ。

「うん……。私、こうなったらカロン大伯父様のお力も借りて、王陛下に直じき訴そするわ」

「確かに、今の王妃様を止められるのは王陛下しかいらっしゃらないと思います。でもルージュ、忘れてませんか？　王陛下が戻られるのは七日後ですよ」

「あ……」

　そのときファイシスの部屋の扉が開いて、中から医師が現れた。

「先生！　ファイシス様の容態はどうですか？　どうしてあんな……」

「おそらく、突然倒れられたことやあの微熱の原因は精神的なものでしょう。睡眠もかなり不足されているようですね。繊せん細さいなかたのようですから、お悩みも多いのかと」

　睡眠不足は、ガーゴイルがファイシス王子の睡眠時間を活動時間として使っているせいだ。

　悩みが多いのは、過去に担かつぎ出された戦争の記憶や王妃の仕打ちに心を痛めているから。

「薬を飲んでいただきましたので、しばらくはこのまま安静を保つように」

「はい。わかりました」

「私でよろしればまた、いつでも呼んでください。王妃様には見つからないようやってきますよ」

　彼の皺しわだらけの大きな手には、青い蝶ちようの標本が入った硝子ガラスの小箱があった。

　宝石のような南国の青い蝶。ファイシス王子からのささやかな贈り物なのだろう。

「ありがとうございます」

　深々と頭を下げると、見送りはジョシュアとアレクシスに任せ、ルージュはすぐにファイシスの部屋に入る。

　しっとりと落ち着いた空気。部屋のほぼ中央に天蓋つきのベッドがあり、その手前にファイシスの車椅子がある。

　カーテンの陰になった彼の姿を求めて、ルージュは窓側から回り込むとファイシスに声をかける。

「ファイシス様」

　明かりを取るため、タッセルで緩やかに留められたカーテンの奥に、まるで人形のように整った王子の姿がある。

　白いたっぷりとした夜着を纏ったファイシス。

　金の髪が縁ふち取どる輪りん郭かく。長い睫まつげを伏せ気味にして、蒼あおい瞳を手元に向けている。

　上体をいくつもの大きく膨らんだクッションに預け、彼は熱心に書物を読んでいた。

　チョコレート色の革表紙に金の箔はく押おしで題名の入った、見るからに重そうな、そして難解そうな本だ。

　先刻現れた大きな光の十字架は、今は見えない。

（やっぱり、幻覚だったのよね。そうだとしたら私、最近幻覚を見すぎている……）

「ファイシス様、起きていて大丈夫ですか？　なんの書物を？」

　読書に集中していたのか、呼びかけられて初めて彼は顔を上げた。

「お医者様が、ベッドから動くなって言うからね、本を読んでいたんだ。治水工事の本だよ」

　穏やかに澄んだ瞳。柔らかな眉。いつものファイシスの顔つきだ。

「このレアパリに、水道を引いたらどうかと思うんだ。清潔になって、排水や汚物が飲み水に入り込まないように……」

「水道……ですか？　天てん水すいや井戸とは別に？」

「川を……もっと上手くこの街に取り込むんだ。水路を造ってね。この王宮の庭園に巨大な水路があるだろう？　あの仕組みをもっと有効に使って、綺き麗れいな水を街の人も使えるようになればって思ってた」

「そうですね。私の育った城でもいつも水汲みは大変な仕事で……井戸が涸かれて使えなくなると、川まで行くんです。途中の岩山で転んだり、川で溺おぼれかけたこともありました」

「川で……溺れる？　大丈夫だったの？」

「ええ。結構大きな川なんですけど、何度か溺れていたら、泳ぎも上手くなりました」

「本当に？　よかったよ。ルージュが今無事でいて」

　ファイシスは、透すきとおるような微笑みを浮かべ、本から手を離すと、ルージュの方に向き直る。

「僕がそのとき君のそばにいたら、守ってあげられたのに」

「私は案外丈夫ですから。デューク王子にもお墨つきを頂きました」

「そっか……。デューク兄様に。だったら確かだね」

　ちょっとおどけた顔で言ったルージュに対して、見つめてくるファイシスの表情は穏やかだ。

　抜け落ちた過去。十歳ほどで時を止めた少年であっても、自分が継まま母ははに虐しいたげられてきたことは感じているだろう。

　それでも、帝王学を学び、国民のより良き暮らしのために、日々研けん鑽さんを積んでいる。

　ルージュはファイシスの手に手を重ねて、思わず口にした。

「ファイシス様。もうずっとこの王宮と離宮ばかりでつまらないでしょう？　今度私と一緒にジュランソンに行きませんか？」

「ジュランソン？　ルージュの故郷？　君の父上の領地で、フォーブス城がある？」

「はい」

　王子が、自分の出身地や、城の名前をしっかりと覚えていてくれたことが嬉しくなる。

「なだらかな草原から隆りゆう起きした岩山に落ちる夕陽が、とても綺麗なんですよ。壮そう大だいな自然の夜の帳とばりが下りてきて、山の頂いただきも雲も、こっくりとした薄桃色やオレンジ色に染まるんです」

「へえ」

「城にほど近い丘の向こうには川が流れていて」

「ルージュが溺れた川？」

「はい。とっても綺麗なんですけど、雨上がりは危険なくらい水量が増えて急流になるんです」

「───ああ、途中までは浅い川だよね。岩がごろごろしていて、水は澄んでる」

「はい。えっと……ファイシス様もあの川をご存じなんですか？」

　ふと気がつけば、ファイシスはルージュの腕を握り、遠くの世界を見ているように視線を宙に浮かせている。

「灰色の厚い雲の切れ間に薄桃色の、淡い色の空が覗く。オリーブの木々もオレンジ色の屋根の民家も、同じ色に染まって。そして連つらなる塔のシルエットを極立たせ……中央にあの城が建っているんだ。星見の塔のあるブランシェ城が。あの夜、焼け落ちた城が……」

（あの夜、焼け落ちた城……）

「───ファイシス様……ブランシェ城のことをご存じなんですか？」

　どうして王子が、焼かれた城を知っているのだろう。どうして───

「なんでだろう……知っている。僕はその光景を見た気がする。このルージュの腕輪の紋章も見たことがあると言っただろ……」

　ルージュの目の前で、ファイシスは腕輪に触れ、丸みのある赤い柘榴石に触れた。

「ずっと以前……きみの故郷の城を見た。燃え盛る城も見た。そしてこれは……その秘められた城の主の紋章」

　ファイシスは指で額を押さえて瞼を伏せる。

「そう……昔……その南西にある城の主に呼ばれたことがあるんだ。大事なお告げがあるって……。父上の……大事な人のお告げ……そしてそのとき、城に火が……」

「城主に呼ばれたときに火事が？　その城が燃えたんですか？」

「そう……そのときに見た気がするんだ……」

　腕輪の紋章。飛翔する鳩はとと十字架の金細工。その中心に埋め込まれているのが、光の加減で十字星が浮かび上がる真紅の石と象牙の薔薇だ。

「やっぱり、義は母は上うえが言うとおり、僕はおかしいのかな。ありえないことを口にするって言われる。知るはずのないことを知っているって、ヴィクスも言うんだ。そしてそれを他人には決して話してはいけないって。話したら……誰も知らない牢ろう獄ごくに囚とらわれて、最後は十字架にかけられてしまうんだって。だから、これ、ルージュにも内緒なんだ。本当はね」

「牢獄なんて、まさかそんなこと……ありません。それに私は他人ではないでしょう？」

　答えながら、心臓が変に動どう悸きを速めていく。

　ファイシスは薄く微笑むと、嬉しそうに言葉を続ける。

「実際の僕は足が不自由で、この離宮から出ることはほとんどないけど、夢ではいろいろな場所に行けるんだ。悪い貴族から宝石を奪うばってね、夜中にレアパリの街中で貧しい人の家に投げ込んだこともある」

　その記憶はきっと、ガーゴイルが活動しているときのものだろう。

「最初はおぼろげだったんだけど、このところ、目覚めたあとも夢の内容をはっきりと覚えていることが、よくあるんだ……まるで本当に起きたことのように」

　なんて相あい槌づちを打っていいかわからなかった。

　ファイシスの記憶は、もしかしたらずいぶんとガーゴイルの記憶と重なってきているのかもしれない。

　でもそれは、このあとどんな結果を招くのだろう。何を意味しているのだろう。

　ファイシス王子の意識の変化？　人格の変化？

（そして私も……夢や幻覚ばかり見て……）

「ああ、ちょっと待って。また……すごく昔のことを思い出したよ。……幼い頃、真夜中にどこかの城で火事があって、そこからすすだらけになった女の子が泣きながら逃げてきた」

「女の子……ですか……？」

「そう。あれは夢かな。それとも現実に起きたことなのかな。僕が戦に行ったときのことかもしれないし、そうじゃないかもしれない。ああ、もしかするとあの火事は、ブランシェ城が焼けた夜と同じ……」

　ルージュの表情が強こわ張ばった。

（真夜中に……火事があって……城が燃えてる……。すすだらけの少女……それは……！）

　ド……クン！　ド……クン！　と、動悸がさらに早はや鐘がねを打ち始める。

（それは……私……？）

　───真っ暗闇だ。

　その闇の中、小鳥がけたたましく騒ぐ。燃え上がる紅い城。逃げまどう人々。

　もうもうと立ち込めてくる、熱い白煙。

『逃げなさい……。早く、あなただけは逃げなさい。ルージュ！』

（誰……？　誰なの？　私を逃がそうとしている人）

　白い腕。女の人だ。涼やかで綺麗な声の、紅い髪の女の人。

「私……私……いや。一人でなんて逃げられない……いや……」

　馬の蹄ひづめの音がする。

　兜かぶとや剣や、鐙よろいが冷たい金属音を立てている。

　闇に蠢うごめく黒い隊列。

　取り囲まれていく城。

　女子供の悲鳴が上がる中、こっそりと抜け穴から出される自分。

　でも、みんなのところに帰りたくて城に戻ろうとした自分を殺そうと、黒い騎士が現れる。

（い…や……っ！）

「いや！」

「ルージュ……！」

　ルージュは腕に強い力を感じて、記憶の海から引き戻された。

「あ……」

　ファイシスの心配そうな目が自分を覗き込んでいる。

「ルージュ。今の光景……僕にも見えたよ。燃える城。黒い騎士……どうして……」

　ルージュの顔が引きつっているのと同様に、ファイシスの顔も真っ青だった。

　大きく目を開いて、宙を見つめ、それから部屋の奥の壁にある十字架を探そうと、ぎこちない視線を向ける。

「僕たちが……同じ記憶を持っているはずがない。君があんな場所にいるわけがない。僕は異常だ。子供の頃に戦争に行っておかしくなったんだ」

「ファイシス様。そんなことはありません……！」

「そうだよ。燃える夜空……燃える城……燃える人。目の前で人が切り裂かれて死んでいく。ここは戦場なんだから、僕も……戦わなくちゃいけない……」

　ファイシスの様子が変だ。視線を泳がせ、過去の映像に取とり憑つかれたように独どく白はくを続ける。

「味方を守るために……人を殺さなくちゃ……いけない……！　神様に逆らって……人殺しを……する。僕は王子だから……みんなを守らなくてはいけないから……だから……！」

　切れぎれの言葉を喉のどにつかえさせながら、ファイシスは、血を吐くように叫ぶ。

　悲鳴に近い声。

　身を折って悶もだえる。

「うわぁあぁ……っっ！」

「ファイシス様……っ!!」

「僕に触らないで！　僕は人を殺した。味方の兵士も目の前で次々殺された。僕はそれを見てた。僕は罪を償つぐなわなくちゃならない。磔はりつけにならなくちゃ───!!」

　ルージュがファイシスの体を抱き起こす。

「ファイシス様！　大丈夫です！　私がいますから！」

　ファイシスがルージュの腕輪にしがみつくと、ルージュの身に鋭するどい痛みが走った。

　腕輪から、ファイシスの激しく深い苦しみが伝わってくる。

「ルージュ……僕は君を……守りたい……守らなくては……殺される……」

　絞しぼり出すようなファイシスの声は、ずいぶんと静かな声になった。

「ファイシス様……今……今、温かいお茶をお持ちします」

　ルージュは努つとめて平常を取り繕つくろっていたが、心の中には大きな疑問が渦巻いている。

　───もしかしたら、ファイシスがあの夜の天使なのかもしれない？

　ルージュが動揺して部屋の外に出ると、すぐ背後から非ひ難なんの声が響く。

「ルージュ嬢！」

　冷酷な視線を感じて振り向くと、予想どおりの鋭い黒こく曜よう石せきの瞳が睨にらみつけている。

　恐ろしい形ぎよう相そうのヴィクサントールが立っていた。

　黒い髪、黒い上着に、白いレースで縁取りされた大きなタイを胸元に垂らし、青年はルージュに近づいてくる。

「ヴィクサントール……さん……」

　いつの間に戻ってきていたのだろう。

　ガーゴイルほどではないにしろ、神しん出しゆつ鬼き没ぼつさでいえば、かなり要注意な男だ。

「私は、ファイシス様のお部屋には入らぬようにと言っておいたはずですが」

「あの、でもファイシス様の具合が……」

「それに、アベリシアから聞きましたよ。あなたは強引に王妃様に詰め寄って、ファイシス様の謹慎を取り消すように迫ったそうですね」

「違います！　強引にじゃなくてちゃんと節度を守って……」

　だがその反論も、ヴィクサントールの言葉に冷たく打ち消された。

「事情はどうあれ、私はあなたによけいな行動は慎つつしむよう、あれほど申し上げておいたはず。しかも、あなたがしたことは、状況の改善どころか見事に裏目に出たわけです。あなたは周囲の者すべてを不幸にする！」

　その言い方はルージュの心にぐさりと突き刺さった。

「じゃあ、あなたがファイシス様を幸福にして差し上げているというの？　あなたはただ何事もないよう、毎日ファイシス様を部屋に閉じ込めているだけ。ちょっと具合が悪ければベッドに追いやり、眠り薬を飲ませるだけ！　それで幸せにしているとでも思っているの!?」

「───！」

　沈着冷静で、氷のごとく無表情なヴィクサントールが絶ぜつ句くした。

　だが彼は、すぐにその眼鏡の奥の瞳にいっそう残酷な闇を覗かせ口元を吊り上げる。

「こちらこそ、その言葉をあなたにそっくりそのままお返ししますよ。あなたはマール司教に対して、おかしな魔術を使ったそうですね。その力を持つあなたを、マール司教が魔女として訴えるそうですよ。明日には審しん問もん所じよにその告発文書が届くでしょう」

「マール司教が……私を魔女として告発……？」

　あの司教こそ異端者だ。

　王室礼拝堂を預かる身でありながら邪教の儀式を執り行い、しかも邪魔なルージュを魔女として断罪するなんて、どこまで卑怯な男なのだろう。

（魔女……魔女？　私が……）

　頭がくらくらする。

　足下もふらついてくる。

「ヴィクス……。そこにいるの……早く……来て……」

　部屋の中からか細いファイシスの声がした。

　ヴィクサントールは、扉の方に視線をやってすぐ、たった今まで剣けん吞のんな言い合いをしていた青年とは思えない落ち着いた空気を身にまとった。

「今はここでやめておきましょう。私にとってもファイシス様が第一ですので」

　彼は長い黒髪を乱暴に振って、ファイシスの部屋に入っていった。

（───あの人、嫌い……！　私だってファイシス様の力になりたいのに……）

　でも、今ファイシスがそばに呼んだのは、自分ではなくヴィクサントールなのだ。

（そして私は魔女として、告発される……）

　ルージュはその場に座り込んで膝を抱え、しばらく立ち上がることができなかった。
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『お守りよ、ルージュ。いつも身につけていてね。あなたのことを守るから……』

　母フローラの声が聞こえてくる。

（そう。あのときこの腕輪は私を助けてくれた。私が無意識に救いを求めたの。司教たちの力に打ち勝つことを望んだ。でも、そのために、マール司教が私を告こく発はつする）

　ルージュは左手の腕輪に触れ、そしてそれをゆっくりと外す。

　露あらわになる腕の傷。あの夜、天使に癒してもらった紅あかい痣あざのような十字の痕あと。

　外した腕輪をどこかに隠そうとした。

　チェストの引き出しを開けたが、思い直して窓に近寄る。

　いつしか薄うす曇ぐもりになっていた空は、どんよりと暗く、周囲の林を漆しつ黒こくに染めている。

　躊ちゆう躇ちよしながらも窓を開けて、ルージュは握り締めた右手を振り上げた。

「おいおい。それを捨てる気か？　なら俺にくれよ。もったいない」

　どこかから声が聞こえた。茶目っ気たっぷりの、からかうような声。

　よく知っている自信家のものだ。すぐ後ろから聞こえたようだが、振り向くのも悔くやしいから、ルージュはぎゅっと目を閉じる。

「ガーゴイル！　ガーゴイルでしょ!?　どこにいるの？」

　だが彼が現れた気配はない。

「早く出てきて。私の前に来て顔を見せて！　でないと、これを窓から投げ捨てるから!!」

　腕輪を握り締めた手をもう一度振り上げて、声を絞り出すようにその名を呼ぶ。

「この俺様に向かって命令するのかよ。田舎いなか城のお姫様が」

　ルージュが振り上げていた右手が押さえられ、そして相手の左手と重ねられたそれはゆっくりと下ろされた。

「どうして目を閉じている？」

　声だけで、胸が騒ぐ。ああ、思っているよりずっと美声なんだと実感する。

「もしかしたら、ファイシス様かもしれないから」

「残念でした。ハズレだね。大ハズレ」

　その自信に満ちた豪ごう快かいな声は、確かにガーゴイル。有う無むを言わせず摑つかんでいる手の力強さも彼のものだ。

　そして……。もうそろそろ目を開けてやってもいいかな、と思ったとき、唇にフッと柔らかなものが押し当てられた。

「んっ……!?」

　慌てて目を開いても、視界にはぼんやりとした金の前髪しか見えない。

　肩と腕を長い指で摑まれていて、とっさに覆い被かぶさるものを押しのけることができない。

　でも、敢あえて拒こばむこともないかと思った。

　別に……ガーゴイルのキスはいやじゃない。

（最初にしたのは契約のキス。でも、これは……）

　以前ルージュがファイシスにあげた、ジンジャーとラベンダーのアロマオイルの香りが微かに甘い。

（使ってくれているんだ……）

　そんなことを考え、柔らかな感触の温ぬくもりを味わっているうちに、ガーゴイルの唇は離れていく。そして今、ルージュの目の前に精せい悍かんで美しい少年の顔があった。

　ヒヤシンスブルーの蒼あおい瞳。

　はっきりと意志を表す強気な眉。

　今までルージュの唇と重なっていた紅い唇は、なまめかしく輝いている。

　数時間前、ベッドの中で、市民のことを考えて治ち水すいの勉強をしていた、生き真ま面じ目めなファイシス王子と同一人物とはとても思えない。

　図ずう々ずうしいまでに堂々とした態度に、黒いズボンと白いシャツ。さすがにこの部屋ではマントは羽は織おっていない。ただ、指先に舞踏会用の黒い仮面を挟はさんでいるあたり、怪人を演じることに意欲は満々のようだ。

「ねえ、ガーゴイル」

「なんだ？　俺の大事な契約者」

「会っていきなりキスするのやめないと、今度は〝変態〟って呼ぶからね？」

「〝会っていきなり〟？　おまえが俺を呼んだんだ。声が聞こえたぞ。この怪盗ガーゴイル、呼ばれて参上したからには、手付けを頂いていいはずだよな？　今度は何をしてほしい？　その対価は？　おまえはまだたいして蓄ちく財ざいがないだろうから、とりあえず俺の力の源みなもとを先払いで頂戴したまで。それとも、この腕輪を支払いに当てるかな？　まあ、捨てようとしていたわけだからもう未み練れんはないんだろ？」

　立て板に水。ガーゴイルはたたみかけるような口調で、ルージュに反論する暇いとまさえ与えない。

　彼は、ルージュの腕輪を自分の手に取り上げた。

「ちょ！　ダメ……っ。返してよ」

「どうして？　急に惜おしくなったのか」

　悪戯いたずらっぽい笑みを口元に浮かべながら、ガーゴイルは手を伸ばしたルージュから、ひょいと軽かる業わざ師しのごとく身をかわす。

　ファイシスにはとうていできない身のこなし。

　意地悪にさえ思えるこの態度。

「あなたに渡すくらいなら、私が死んでも持ってるわ。だから返して」

　ガーゴイルは、ムキになって飛び跳ね、何度も手を伸ばしてくるルージュをそのたびにいなしながらも、とうとうベッドに倒れ込む。

　ルージュはガーゴイルの上にのしかかって、彼の手にある腕輪を摑んだ。

「おい。痛いって。やめてくれないか？　おまえは辺境の地の野山を走り回って鍛えたかもしれないが、こっちは上等なベッドから下りたこともないデリケートなお体なんだぞ。潰つぶれるって」

　ルージュははっとして、せっかく摑んだ腕輪から手を離してガーゴイルの上から飛び起きる。

「ご、ごめんなさい。怪け我がは大丈夫ですか？」

　口横の怪け我がは、とっくに絆ばん創そう膏こうを剝はがしたあとらしい。今は腫はれも引いて、うっすらとした小さな紫し斑はんと傷がかさぶたになっている程度だ。

「ぷっ」

　おかしそうにガーゴイルが噴ふき出した。

　ルージュも、自分の口調が急に敬語になったのがおかしくなって、花がほころぶような笑みを浮かべた。

「もう！　変なコトしないで。言わないで。あなたはガーゴイル。痛くはないんでしょ？」

「おまえは大きな誤解をしている。同じ肉体を共有しているんだ。痛みだって同じに痛いに決まってる」

「噓」

「噓なものか。おまえこの前は俺が怪我すると『ファイシス様の体でもあるんだから絶対に傷をつけるな！』とか言ったくせに、今度はどうだ。ころころ変わりすぎるぞ」

「だって、ファイシス様は……何もかもが繊せん細さいに出来ているの。お気の毒でしょ」

「俺はお気の毒じゃないのかよ？　ファイシスが眠ったときしか外に出られないなんて、あいつよりずっとずっと不幸じゃないか。食事も生理欲求もみんなあいつの意のままなんだぞ？」

「そう言われてみるとそうなんだけど、何故かあなたを見ていると〝辛つらいことはファイシス様に押しつけている、能のう天てん気きな人〟という言葉しか思い浮かばないの」

　ルージュはのんびりとベッドに身を横たえているガーゴイルに再度のしかかり、彼が持っているする金の腕輪を取り返そうと手を伸ばす。

「これを二度と手放さないと誓うなら、返してやってもいいけど」

「手放さないわ……よ」

「本当に？」

「本当に……」

　ガーゴイルのもう片方の手がぬっと突き出され、その小指がルージュの小指にやおら絡からみついてくる。

「じゃ、いつもの指切り」

　はっとした。指切りは、ファイシス王子とは交わしたがガーゴイルとはしたことがない。

「なんだよ？　噓ついたらハリセンボン飲ますぞ？」

「う……うん。じゃあ、指切り」

　ルージュもガーゴイルの小指の先に自分の小指をしっかりと絡めた。

　二人の意識がどこか深いところでは繫がっているのだと、改めて確信する。

　ガーゴイルは珍めずらしく何も覆うもののない素顔でニッと嗤わらう。

「お前はマール司教に〝魔女〟だと告発されかかってる。理由はこの腕輪。小屋を吹き飛ばした赤い光も恐ろしい。このまま持っているとファイシスの迷惑になると思って、捨てようとしたんだろ」

　ルージュは、図星を指されて声も出ない。

「だろ？」

　ガーゴイルはベッドの上でルージュの顔を覗き込む。

「だって……」

「そんなのは余計な気遣いだぞ。大きなお世話だ」

　乱暴かつ素そっ気けなさを装ったガーゴイルの言葉に、急に涙がこぼれそうになった。

　さっき、マール司教に対して激しい怒りが沸き上がったときも、警備兵にファイシスが暴力を振るわれたときも、この手首が熱くなった。もしかすると、王妃に謹慎を言い渡されたときも、腕輪の熱を感じていたかもしれない。

　紅い柘榴ざくろ石いしが熱く燃えたぎって、ギラリと強く光ったのを、ルージュは見たのだ。

　自分は本当に魔女なのだろうか。

　だからこんなに紅い髪だし、あんな力が使えたのかもしれない。

　昔から、変に勘かんがよかったのも、嗅きゆう覚かくや味覚が敏感なのも、もしかしたらそれと関係があるかもしれない。

　焼け落ちる城や、黒い騎士に苛さいなまれる記憶も。

「おまえの力は悪魔のものなんかじゃない。正しい力だ。俺やファイシスにとって、必要な力だ」

　ガーゴイルはルージュの左手を取り、自ら腕輪を嵌はめてやる。

　それから、ガーゴイルは微かすかに笑みを漏もらした。

「おまえの左腕にあるのが一番いい。その美しい紋章は知る人ぞ知る、深い意味を持つもの。おまえの母親の形見なんだからな」

「形見じゃないの。家宝なの。私の母はまだ健在だもの。縁えん起ぎでもないこと言わないで」

「───知らないのか」

「知らない……なんなの？　それって」

　ガーゴイルは、ルージュを見つめて口を閉ざす。

「もう、やだ。私の母様は生きてるわ。でも私の記憶、変なの。ファイシス様もそう。何かが起きてる。二人で同じ古い記憶を持ってるし、さっきはそれで混乱して……あなたはどうなの？　大丈夫なの？」

「俺を見て何か不安があるか？　この頼りがいのある腕。広い胸。たくましい足腰。どこを取っても大丈夫だ」

　ガーゴイルは白いブラウスシャツの胸元を突き出すようにして、ルージュのことをベッドの上に転がした。

「きゃっ」

「ファイシスが……何かしようとしているのは気づいている。あいつはもしかすると、俺をもう外に出さない気かもしれない。そうなったら厄やつ介かいだ」

「あなたが外に出なくなれば、精神が不安定になるんじゃないの？　神経衰弱になってしまわない？」

「あいつは一人で王妃と戦いたいのかもしれない」

「それは無理よ」

「だな。だから俺様も色々準備しているんだが、あいつがヴィクスの超即効性の眠り薬を飲まないと、俺様の人格が出てきにくいんだ」

「そうだったの……」

「だが気持ちはわかるさ。一人前の王子として正義のために戦いたいっていう気持はさ。そして好きな女ヒトのために強くありたいって気持もな」

「ファイシス様の〝好きな女〟？」

「ああ。できたんだろ。きっとさ」

「だ……誰かしら」

「俺の口からは言えない。知っていたとしても言わない」

「ズルい！」

「ズルくないさ。ファイシスのプライバシーだろ。俺にだっているけどさ」

「ホント!?　誰なの!?」

「だからプライバシーだって。俺にだって秘めた想いくらいあるんだからな！」

「───ごめんなさい……」

「おや？　ずいぶんと素直じゃないか、紅い姫」

　ガーゴイルは、笑みを浮かべてルージュの紅い髪をクシャクシャと撫なでつける。

「子供扱いして髪を撫でられても、ムッとしちゃうからやめてよね」

　ルージュは仰あお向むけのまま、自分のコンプレックスでもあり自慢でもある、紅い髪に触れてくるガーゴイルの手を払った。

　正直に言えば、気を悪くなんかしなかった。この人は、私のことを本当に理解してくれている。

　泣きたい気持ちだったとき、キスの温もりにほっとした。今こうして子犬みたいに戯たわむれているのも、牙を剝むき襲いかかってきた恐ろしい陰いん謀ぼうに怯ひるむ心を力づけるためだとわかる。

　そんな隙を見せてしまったせいなのか、またガーゴイルはルージュの唇に唇を重ねてきた。

　あまりに素早く軽やかで、驚きすら湧わかなかった。

　甘い香りと柔らかな唇の感触。

　ガーゴイルはルージュの唇を果実を味わうように舐なめ、そして舌先で舌先を求めてきた。

「ちょっ！　そこまで。何よ……コレ。新手の〝契約のキス〟？」

　ガーゴイルは、ふんと鼻先で笑う。

　なんだかすごくドキドキした。

　こんな感覚は初めてだった。

　普通のキスと全然違う。求めてくるような、別の何かを刺激されて、もっともっとガーゴイルに抱きつきたくなるようなキスだった。

　自分のことを好きでしたキスなのか。それとも雇やとい主ぬしだからしたキスなのか。

「そう。これで俺とおまえの新たなる契約は結ばれた。俺は王妃と司教の企みからおまえとファイシスを守る」

「契約なんだ……今のも……」

「ああ。契約だ。不満なのか？」

　ガーゴイルは意外だという顔でルージュを見つめる。

　その青い瞳との距離が、金色の長い睫まつげの一本一本まで数えられてしまう近さが、なんだか妙に意識させる。

「不満…といえば不満だけど……これであなたの能力が上がるっていうのもなんか怪しいのよね。キスしたいだけの言い訳というか、好色男子みたいで」

「おまえとキスするのに、そんなに凝こった理由なんかいらないだろう。ルージュ」

　また、見つめられた。妙な色気の漂ただよう視線で。
















　その言葉の真意がわからない。

『言い訳なんかしなくても、おまえは俺とキスをしたいはずだ』、そういうこと？

　わからないままに、心を見透かされているような気恥ずかしさで視線をそらした。

「おまえは……俺とファイシスのどちらかを選べと言ったなら……迷うことなくファイシスを選ぶんだろうな」

「なんのこと？」

「いや。なんでもない」

『なんでもない』という雰囲気じゃなかった。でもガーゴイルはかぶりを振ると、同時に会話を切り上げる。

「ああ、邪魔者が来そうだな。俺はしばらく消えるから」

　ガーゴイルがそう言ってベッドから飛び起き、窓の外に消えていく。そのすぐあとにアレクシスの声が響いてきた。

「ルージュ。話があります。入りますよ」

　そして彼も、許可する前に部屋に入って来て、ベッドに腰かけたルージュを見つめる。

「ルージュ、話し声が聞こえましたが、誰かここにいたのですか？」

「えっと……ユラが来ていて……」

「ユラが？　いいえ。私は自分の部屋のテラスにいたのですが、男の声だったような気がします。そして窓から何か黒い影が見えたような……」

　アレクシスは鎌かまをかけているのか、周囲を見回し窓に近寄りながらルージュの表情の変化を窺うかがっている。

「まさか！　やだわ。……私のひとり言じゃない？　きっとそう」

「そうですか？　……まあ、なんでもないならそれでいいでしょう。それよりルージュ。大事な話があるので、今から私の部屋に来てほしいのですが」

　アレクシスの顔は真剣で、憂ゆう鬱うつそうだった。

　そんな顔をされたら、行かずにはいられない。

　ルージュはやたらと乱れたベッドから飛び下りた。




「何？　大事な話って」

　壁紙も、カーテンも、ソファの張り地も、淡い青色で統一された落ち着きあるアレクシスの部屋。

　デューク王子からのたくさんの贈り物が、いまだに上手く収納しきれずにいるルージュの居室とは大違いで、生活感がないくらいに整せい頓とんされている。

　部屋に入ると、正面のソファに座るジョシュアとすぐに目が合った。が、もう一人こちらへ目を向ける人物がいる。

「髪がずいぶん乱れているぞ。〝紅いおてんば娘〟」

　地獄から響いてきたようなテノールは、その声質と相まって尊大な、それでいてどこか品のある語り口だ。

　ここで再会するとは思っていなかったが、こんな声色の人物はルージュの知る限り一人しかいない。

「シグナス・ド・サンティノワール公こう爵しやく!?　やだ。ここに何しに来たんですか？」

　銀髪に、黒い眼帯とモノクルはいつもの出いで立たち。上着は黒。白いシャツはシンプルな形だが、大きなタイを宝石をあしらったピンで留めている。

　黒いズボン、黒い革のブーツは、たくさんの金具がついた個性的なもの。白い手袋をしっかりと着用した手には、クリスタルがグリップに嵌まった樫かしのステッキ。

　なかなか個性的な風ふう貌ぼうの美中年が悠ゆう然ぜんと腰かけていた。

「ルージュ。公爵様を呼び捨てにするなど、もってのほかです」

「あ、すみません……つい」

　ルージュは思ったことをそのまま口にしてしまった自分に気づき、慌てて謝罪する。

　つい先日の事件では、子供の誘拐犯だと疑い、宿しゆく敵てきとさえ思った邪魔でいけ好かない相手だったのだ。そう簡単に切り替えられなくても無理はないと思う。

「まあ、かまわん。私もルージュ嬢には、手て厳きびしく当たっているからな」

（現在形なんだ……）

「えーと、秘密警察の長官であらせられる閣かつ下かが、このような場所にどういった御用向きでお見えになられたのでしょうか？」

　ものすごく丁寧に言い直したが、彼の心証にあまり変化はないようだ。

「〝何しに来た〟と言っていたぞ？　それが本音だな。なあ、紅い小娘。普段からもっと目上の者に対する言葉遣いを学ばないといけないな」

　サンティノワール公爵は、ドアノブのごとく立派なカットクリスタルの輝く愛用のステッキで、ルージュの手をぱしぱしと叩く。

「───お言葉ですけど、礼儀を学ばなくちゃいけないのは、公爵様のほうでは？」

　痛くはない。痛い叩かれ方ではないのだが、会った途と端たんにこれはない。

「ほう。弟君に頼まれて至らぬ姉の窮きゆう地ちを救いに来たというのに、ご挨あい拶さつだな。邪魔だったようだ」

　公爵は、ステッキを握り直し、立ち上がる。

「だ、だって、私はあなたに頼み事なんか……！」

「だよな。では失敬」

「姉様っ！　公爵様は善意で僕らに力を貸してくださるっていうのに、そういう態度はよくないよっ！　シグナス様。すみません。このボクに免めんじてお許しを」

「ちょっと、ジョシュア!?」

　いつからジョシュアがサンティノワール公爵にベタ惚ぼれしたのかわからなかったが、これは相当の懐なつきようだ。

　公爵もまた、ジョシュアが子犬のように潤うるんだ目で見ると、それだけで機嫌を直したらしく、すぐに席に戻ってきた。

「冗談だ。私もそう大人げない対応をするつもりもない。元来我々は、王陛下と第三王子側に立つ人間だからな」

　公爵は、手袋を外し、左手の指に嵌めている大ぶりの黒いカメオの指輪を見る。

　その指輪の下には、秘密警察の紋章が彫り込まれた第二のカメオが隠されているのだ。

「ありがとうございます！　姉様。そこの贈り物は、みんな公爵様が兵士に無理を言って持ち込んでくれたんだよ。謹慎処分で落ち込んでいる姉様のために」

　ジョシュアが視線で示したマントルピースの上には、レモンやイチゴ、ブルーベリー、いちじく、色鮮やかなジャムやオリーブの瓶詰めなど、美お味いしそうな物が山盛りにされたバスケットが載っている。

「君が薔ば薇らの贈り物は喜ばなかったと聞いたので、今度は品を替えてみた。イタリアから船で届いたばかりの逸いつ品ぴんだ。食べ物が好きなんだろう？　どれもそのまま食せるぞ」

「う」

　それはそれは、どれも色鮮やかで、ほんのり香りが漂ってきて、見るだけで目にも美味しそうなものばかりだ。

（でもなんだかバカにされてはいないかしら？　私が食い気だけの人間だって思ってない？）

「ルー姉様！　お礼！　早くシグナス様にお礼を言って！」

「あ……」

「今度はお気に召していただけただろう？　ジョシュアとアレクシスのアドバイスを聞いてよかった。私は女性の好むものが今ひとつわからないのでな」

　公爵の顔を見ていると、眼鏡の下の多少泳ぎ気味の視線が、面おも映はゆさを隠そうとしているようで微笑ましい。なんだかそう陰いん険けんな男でもないのかもしれないと、思えなくもない。

　女嫌いで、女性に触れるとじんま疹しんが生じてしまう、気の毒な病気持ちの美中年。

　そんな公爵が自分に見せた厚こう意いは、悪い気はしない。

　ルージュは立ち上がって、精一杯の感激の表情を作ると、やにわに公爵の両手をぎゅっと握った。

「公爵様！　お気を遣っていただき、ありがとうございます！　本当に感激です！」

　公爵は、素手をルージュに触られた途端、口元を引きつらせ、目から余裕の色を消した。

　ぎょっとして手を引きかけたのを意に介さず、ルージュは思いきり親愛の情を見せつつ握り締めた。

「姉様っ。シグナス様に嫌がらせしないでよ！」

　ルージュが公爵の手を摑んで離さないのを見て、ジョシュアが血相を変えて、二人の手を引き剝がした。

「そっ……それくらいの元気があれば心配ないな。これからどんなに過酷なことを告げても」

　公爵は、手の自由を取り戻すと、そのまま後ろに回して隠す。

　だが、それを見ていたジョシュアもアレクシスも、公爵の様子を窺いながら、不思議そうに顔を見合わせた。

「でもシグナス様。じんま疹が出ませんね」

「この前ルージュが触ったときは出てましたよね」

「───まさかと思うが……おまえ……」

「言っておきますけど、私、性転換はしてませんから！」

「だよな。しかしありえないことだ。まさか、私が特定の女の肌を受け入れるなど……」

「どういう意味ですか？」

「……いや、こっちの話だ。

　だがまあ……おまえが男であったら、まだ問題は小さくて済んだ……そう思うがな」

「なんのことですか？」

　公爵はしばしば思わせぶりな言い回しを使う。

「〝あの場所〟では男は問題にされないが、女はその力を身に宿すがゆえに、幼い頃から重視され、災難にも巻き込まれる。その腕輪のこともあるしな」

　そう言われても、なんのことだかわからない顔をするルージュに、もう少し踏み込んだ説明を始めた。

「その腕輪の紋章。ノイエフランス王家に……いや、国王にのみ深く関わるものだ。代々、〝王の星〟が所有するもの」

「〝王の星〟！　またそれですか？　それは一体なんなんですか？」

　ルージュは食い入るように公爵を見る。

「その存在も、腕輪や紋章のことも、知る者はごくごく限られている。マール司教はその文様を見たのか？」

「腕輪に気づかれてはいないはずです。あの人は私の髪の色だけで魔女と罵ののしったんです」

「そうか。しかし時間の問題だな」

「だから、なんのことなんですか？」

「まったく何も知らないのか？　知らされていない？」

「私は何も。でも、ずっと前に……五歳の誕生日前にはこの腕輪をつけていたような……」

『ルージュ。これをあげる。あなたに引き継がれるべきもの……五歳の誕生日前だけど……もうあなたに譲り渡すとき……』

　そのとき、誰かがルージュにそう言った。若い女性の凜りんとした、でも慈いつくしみ深い声。夕日に染まる紅い髪がきらきらと風にそよぐ。

「そう。女の人から……貰った気がするの。母様じゃない。紅い髪の人、あれは誰……」

　アレクシスとジョシュアは、静かに顔を見合わせる。

　公爵は、クリスタルの上に両手を重ね、何も言わずに静かに目を伏せる。

　だが、何かを思い出しかけたルージュの中に、突然異変を知らせる予感が弾ける。立ち上がって窓の方に近づき、そして指先でカーテンに隙すき間まを作ると外を窺うかがう。

　残照も消え、あたりはいつしか夜の帳とばりに包まれていた。

　離宮の周囲は深い緑の植しよく栽さい林りんなのだが、その木々が闇に溶け込み、藍色の空には星が瞬またたき始めている。

「外に誰かいる。フードを被った……黒い修道服の男たちが何か呟つぶやきながら、ここを襲おうとしてる！　ぼうっと輝く赤紫の文字が次々吐き出されて、帯になった呪文がここに駆け上がってくる……！」

　芝生の植うわる庭園に、怪しげな僧が十人以上立ち並び、こちらを向いて呪文を唱えている。

　その光景は、どこか現実離れしていて、ぞっと背筋が寒くなるような不気味さだ。

「彼らを捕まえるぞ。そしてマール司教を！　そうすれば話は早い。奴らのほうが怪しい妖術を使い、生け贄を邪神に捧げて商人や貴族から大金をせしめていたと、裁判にかけられる！」

　公爵は窓辺に立ち、カーテンを一気に引き開けると窓を全開し、胸元から抜いた拳銃で背はい教きよう僧そうたちに狙いを定める。彼らの中心に立つ、妙な存在感を持つ人物がマール司教だとルージュは感じた。そして、呟く。

「ダメ……！　彼らに弾は当たらない」

　ルージュには、公爵の放った弾がすべて彼らの呪文が形作った帯で遮しや断だんされ、弾き返される様子が何故か〝見えた〟のだ。

「え!?　姉様!?」

「ジョシュア！　この部屋から逃げなさい！」

「でも、何も見えないよ!?」

　呪文が、蔓つる草くさのように、不気味な動きでうねりながら延のび、壁を這はい上がり、そして窓辺のルージュたちへと襲いかかった。

　さらに、跳ね返された弾丸は、撃ち出された以上のスピードでシャンデリアを粉砕し、部屋には硝子ガラスの豪雨が降る。

「ジョシュア……っ！」

　公爵がジョシュアを庇かばった。鎖の切れたシャンデリアの本体が二人に直撃しようとした瞬間、素早くステッキで打ち払う。

「これしき……っ！　このシグナス・ド・サンティノワールを甘く見るなよっ」

　公爵は、手の痺しびれを必死にこらえている。重いシャンデリアの威力は強烈らしい。そしてそのとき、

　ピーッ！

　甲かん高だかく鋭い笛の音が夜空に響き渡った。

　破は戒かい僧そうたちは、はっとしたように呪文を唱えるのをやめ、周囲に視線を走らせる。

「捕まえろ！　侵入者だ！」

「侵入者だ！」

　庭にいくつもの人影が現れて、賊ぞくを取り押さえようと走ってくる。

　呪文の詠えい唱しようが途切れると同時に、ルージュの目に見えていた赤紫に発光する魔法文字ははらはらと崩れ落ち、薄闇に溶けるように消えていった。

　敵はそのままちりぢりになって、逃げる。

　やがてルージュたちの視界からは、その姿も、追う憲けん兵ぺいたちの影も見えなくなった。

「は…あ……」

　公爵の胸元にすがりつく形で固まっていたジョシュアが、へなへなと座り込む。

　サンティノワール公爵は、ジョシュアの腕をそっと摑んで引き寄せ、震えている細い体を抱き締める。

「ルージュ！　怪我はないでしょうね？」

「私は……大丈夫。何もしなかったから……」

　何も起きなかった。腕輪も一瞬熱くなっただけで、あの光を放つことはなかった。

　アレクシスが腕輪を摑んでいたからだ。

　とっさに腕輪を摑み、大きな手で、長い指でしっかりと覆い尽くしていた。そしてルージュの体をしっかりと抱き締めていたのだ。

「……ありがとう……」

　アレクシスの体から身を離したルージュは、ふと自分の手が濡ぬれているのに気がついた。

「アレク！　肩！　血が出てる」

　アレクシスの若草色の上着に、じんわりと赤い血がしみ出ている。そのうえ上着の背は何かに切り裂かれたようにズタズタに裂けていたのだ。

「硝子ガラスの破片でも掠かすったんでしょう。たいしたことはないですよ」

「上着を脱ぬいで！」

「いいですって」

「恥ずかしがってる場合じゃないでしょ？　アレクは私の裸なんていくらでも見ているくせに」

　ルージュは、アレクシスの服を無理矢理脱がし始める。

「ほう」

　公爵が、面白そうに二人を見ながら顎あご髭ひげを撫で、ジョシュアもようやく襲撃のショックから立ち直りかけて、ルージュがアレクシスの服を剝ごうと襲いかかるさまを呆ぼう然ぜんと見つめている。

「いくらでもって、そんなわけないでしょうに！　誤解を招くような表現はやめなさい」

　アレクシスは反論し、次第に頰を染めていく。

「なんでもいいわ。早く傷を見せて」

　血で濡れたシャツも裂き、上腕に走った五センチほどの切り傷を露あらわにすると、ルージュはほっと胸を撫で下ろした。

「よかった。それほど深い傷じゃなくて」

　ルージュはとりあえずハンカチを出して止血する。

「あの、何か大きな物音がしましたけど大丈夫ですか？」

　騒ぎを聞きつけ、アレクシス付きの少女とユラがやって来た。

　恐る恐る部屋の中を覗き込むが、二人ともたちまち顔が真っ赤になる。

　ちょうどルージュがアレクシスをソファに押しつけ、シャツを開いて肩口を露にしているところだったのだ。

「きゃっ」

　アレクシスの世話係は顔を覆って飛び出していく。代わりにアベリシアが顔を覗かせ、室内の様子を確認すると、指先で丸いメガネを持ち上げ直してコホンと咳払いする。

「何かお手伝いすることはございますか？」

「部屋の壊れたものを片付けてくれ。それからユーシス男爵の傷の手当てを。念のため言っておくが、ルージュ嬢が彼を襲っているわけじゃないぞ……」

　公爵はそう言い添えると、廊下へと足を向ける。

「シグナス！」

　公爵とぶつかるようにして、飛び込んできたのは彼のお小姓のアレンだった。

　ほっそりとした手足。賢そうな顔立ちの、十歳程度の赤い巻き毛の少年だ。ルージュのものとは違って、金色に近いストロベリーブロンドの髪をしている。

「シグナス！　ごめんなさい」

「逃げられたのか？　アレン」

　そのまま公爵に抱きついたアレンが報告する。

「十三人全員に逃げられた。王妃様の兵も追いかけたんだけど、みんな木立に逃げ込んだあと忽こつ然ぜんと姿を消したんだ。あれは何？　魔術なの!?」

「ああ、そうだ」

　公爵はアレンの黒い上着につく枯れ草を、軽く払ってやりながら答える。

　無念さが滲にじんでいる口調。

「すごく不気味だったよ。生気がないっていうか……顔はフードの陰になって見えないし、まるで悪魔みたいだった。口からは変な赤紫色の文字を吐くし。あれ、呪文だよね？　ぼんやりと発光してた。それが彼らの身を守ってシグナスの弾を跳ね返してたんだ」

「あなたも……あの呪文の帯が見えたの？」

「うん。ぼんやりと。何？　みんなは見えないの？」

「ルージュと似た力の持ち主なのか？」

　傷の手当てを終え、服を身につけながらアレクシスが呟く。

「……しかし、彼らはなんの目的でここに来たのか。警告のつもりか？」

「ボクらが司教の悪事を明らかにしようとしているから？　それともファイシス王子が狙い？」

「そうだ……！　ファイシス様は!?　ファイシス様は無事なの!?」

　公爵が呟き、ジョシュアが言った言葉で、ルージュは部屋を飛び出した。

　ルージュはアレクの部屋を出て、階下のファイシスの部屋に行く。

　扉はいつもどおり閉ざされていて、中で物音ひとつしない。

「ファイシス様？　ルージュです。入ります」

　ついさっき、ルージュの部屋にガーゴイルが来たばかりだ。彼はここに〝ファイシスとして〟いるだろうか？

　鍵はかかっていなかった。弱く煙けぶったような月明かりが、一つだけ開いた窓から射し込んでいる。

　先刻と変わらぬ位置で、車椅子が微かな光に照らし出されている。

　ルージュはそっとベッドの向こうに回り込む。

（まさか……そんな……まさか……）

　いやな予感がする。

　ルージュはタッセルで留められて少しだけ隙間のあるカーテンを一気に引き開けた。

　恐ろしいことは少しでも早く知ってしまったほうがいい。

　そこに、ファイシスの姿はなかった。

　誰もいないベッド。

　空虚なシーツに、微かに人の気配を残す皺しわだけが刻まれている。

「ど……どこ？　ファイシス様!?　どこですか!?」

　声が出ない。喉が詰まる。

「ファイシス様!?」

　ベッドの下を覗く。そしてカーテンの陰。

　バスルーム。贈り物の剝はく製せいの部屋。青い蝶ちようの間。

　すべて鍵は開いていた。そしてファイシスはどこにもいない。

「ファイシス様……！」

「ルージュ？　ファイシス王子は？」

　アレクシスが入ってきた。続いてジョシュア、公爵、アレン。誰もがすぐに異変に気づく。

「いないの……ファイシス様、お部屋のどこにもいない……どうしよう」

　アレクシスは真っ先に窓辺に寄って、カーテンを開け、鎧戸を上げる。

　締め切られていた窓。テラスにも姿はない。

　夜の闇と影が溶け合って同化するように、ファイシス王子は消えていた。

「他を捜せ！」

「アレン！　館の者も動員しろ。離宮中をくまなく捜せ！　もちろん庭もだ」

「了解！　シグナス！　警備兵には言う？　言わない？」

　彼らにファイシス王子の行方不明が知れたら、それは王妃に即伝わってしまう。

「王子の逃亡とみなされたら面倒だ。警備兵には知られないよう配慮して捜せ」

「わかった。じゃあまだあの怪しい僧侶たちを捜していることにする」

　アレンが指示を伝えるため、つむじ風のように、秘密警察の仲間たちの元へ急ぐ。

「どうしてファイシス様が？　車椅子があるということは、誰かに連れ出されたってことでしょう？」

　館内をひと回りしたユラが戻ってきて、困り果てたように肩を落とす。

「どうしましょう。ヴィクサントール様の姿も見えません。こんなに遅い時間に何も言わずにお出かけになることは、今まで一度もなかったですのに……」

「もしかしたらさ、ヴィクサントールさんがファイシス王子をどこかに避ひ難なんさせたんじゃない？　さっきの妖術僧たちを見て……」

「どこによ？」

　ジョシュアの楽観的な推測に、ルージュは冷たく応こたえた。

「どこにって……どこかな。安全そうな場所って……」

「あの……でもヴィクサントール様が一緒なら、どこであろうと一番安全だと思いますよ」

　ジョシュアを気の毒に思ってか、アベリシアが口を添えた。

「あの人って、強いの？」
















「はい。剣術も射撃も、体術でさえもこなされて、宮きゆう廷ていで行われる競技会では並ぶ者はありません」

「あの、いつも物陰で本を読んでいそうなヴィクサントールさんが？」

　ルージュのみならず、ジョシュアもアベリシアの言葉には驚いたらしい。母親ゆずりのすみれ色の瞳を丸くして言った。

「はい」

「それもあって、王陛下が直々にファイシス王子の従者に抜ばつ擢てきしたのだ。彼はあの肌の色から宮廷貴族には疎うとまれていたがな」

　公爵も言うのだから、間違いはないらしい。

「そうなの？　宮廷では肌の色が濃いと差別されるの？」

「ええ。白人以外の血が入った貴族は」

「じゃあ、ヴィクサントールがファイシス様を攫さらった可能性はない？」

「ルー姉様？　なんていうことを」

「だってそうでしょ？　そんなに強い護衛がついていて、ファイシス様があの似え非せ修道士たちに拉ら致ちされるはずがないもの。あいつらが館の内部に入った形跡はないんでしょ？　逃げていくときも、誰かを連れるでもなく、ただ消えていったのよね？　だったら怪しいのはヴィクサントールしかいないじゃない」

「───そうかな……」

　ジョシュアはルージュの推理に反意を示して口を尖らせる。二人の会話を遮ってアレクシスが尋ねた。

「アベリシアさん。ヴィクサントール殿が行きそうな場所は知っていますか？　交際している女性の家や……観劇、居酒屋……どんなところでも、心当たりがあれば教えてください」

「めったに、どこにも出ないかたです。剣の稽けい古こを庭でなさるのを見たことはありますが……。いつもいつも、ファイシス様のお世話のみに専せん心しんされておられました」

「となると、ときおり王妃様かデューク王子の昼食会に行っていたくらいか……」

「私、デューク王子のところに行ってみる！」

「ちょっと待って。姉様はダメだよ、謹慎中でしょ」

　身を翻ひるがえし、部屋を出ようとしたルージュの腕をジョシュアが摑む。

「でも、警備が厳しくなった離宮から忽こつ然ぜんと消えるなんて……どう考えたらいいんだろう」

　アレクシスが、軽く握った拳を口元に当てながら唸うなる。

「とりあえず、我々でもう一度離宮内を捜しましょう」

「離宮の中だけを？　他の場所は？　王宮とか、庭園とかは捜せないの？　体の不自由な王子様なのよ？　一国の王子が行方ゆくえ不ふ明めいになったのに、どうしてもっと大がかりに捜索できないの？　ファイシス様がどんな目に遭っているかわからないのに……！」

　両手をぎゅっと握り締めながら、ルージュは苛いら立だちをアレクシスにぶつけてしまう。

　本当は不ふ甲が斐いない自分や、理不尽な王妃の謹慎令や、無駄に外に立っているだけの兵士たちに向けたもの。

「気持ちはわかる。でも、だからといっておまえに今何ができるんだ？　我々秘密警察から安心しろ。紅い子ネズミ」

　冷ややかながらも、もっともな言葉で諭さとすのは公爵だ。

（何もできないの？　何も？　また、私には何も？）

　視界が炎の赤色に染まった。

　紅い炎。

　逃げ惑う人々。広がる闇。

（ああ……またあの光景だ……私は、あのときも何もできなかった……どうしてこんなにも無力なの？）

　灯あかりの煌こう々こうと点ともったファイシスの部屋で、闇に等しい窓の外を見つめているだけ。

　その闇の中に何かが動く。

　赤く揺らめく、小さな光点。秘密警察の誰かがファイシスを捜している光だろうか───

「───おい……。紅い子ネズミ……子ネズミ。おい、そこの紅い娘。ルージュ・ド・ラ・クリムゾン！」

　公爵がやっとルージュの名前をちゃんと呼んだので、振り向いてあげた。

「公爵様、最初からちゃんとした名前を呼んでくだされば、余計な時間を取られずに済みましたのに」

「何度呼べば振り向くか、どのタイミングで振り向くか、試してみるのも楽しいだろうが」

　居丈高で偉そうで、冗談の通じなさそうな公爵の理解しがたい返事にルージュはきょとんとした。

「ぜんっぜん、わかりません……！　私、今あなたの遊びにつき合える気分じゃなくて……」

　公爵は、ぽんとルージュの頭に手を置いた。

「おまえがなすべきことは、きっとその紅い髪に向き合うことだ。腕輪の力を使いこなし、自身の持つ類たぐい希まれな能力を生かすことだ。その行為を魔女の所業と言われても、王子のために尽くせるか？　力を使って王子を守り、奪われたものを取り戻せるか？」

　頭に公爵の手の重みを感じたまま、その顔を見つめた。

　眼鏡の奥の瞳は、思っていたより深く優しい。

「紅い髪が魔女の色だと喚わめかれようと、綺麗な色ならいいだろう。魔力が使えたとしても、それが正義のためのものなら勝ちだろう」

「あなたは……何？　何を知っているの？　私が何者なのか……どうして変な力があるのか知っている？」

「昔、その腕輪やあの城に詳しい知ち己きがいたからな……。大丈夫だ。焦らなくてもおまえなら思い出せるだろう」

　公爵が外を見た。

　窓の外で、館の至る所で、庭で、灯が動く。

　誰もファイシスを見捨てたわけじゃない。懸命に捜してくれる人たちがいる。

　そう思うと、無性に急せく気持ちがほんの少し静まる。

　彼は、明日には戻ってきているかもしれない。

　もしかして今ファイシスは、ガーゴイルに変身していて留守なだけかもしれない。大騒ぎするほどのことじゃなく、真夜中に、何もなかったみたいにこっそりと戻ってくるのかもしれない。

（きっとそう……）

「それでも、ヴィクサントールは怪しいのよ。どうしてファイシス様と一緒に消えてるの……」

　ルージュは部屋に戻ると、窓に白いハンカチを挟んでおいた。

　ガーゴイルを呼ぶ合図。これを挟んでおけばいつでもどこにいてもやってくると、かつて彼は言ったのだ。

「絶対に来て……絶対に、今すぐ……！」

　ルージュは鎧戸もカーテンも開けたまま、ロウソクを取り出しては次々と燭しよく台だいに立てていく。

　ユラが飛んできて、ルージュの手からそれを取り上げ、代わりに火を点し始める。

「ルージュ様」

　ユラが思いつめた顔でルージュを見た。

「ルージュ様は私のことを信用してくださっていますか？」

「当たり前でしょ。ユラは本当に親切にしてくれるもの」

「でしたら、ヴィクサントール様のことも信用してあげてください」

　ユラの口からそんな言葉が出てきたことが意外で、驚いて彼女の栗色の目を見つめる。

　ユラは泣きそうになって、ロウソクに火をつけかけたままルージュを見つめている。

「今までずっと……何年もの間ヴィクサントール様はファイシス様のお世話だけをされていました。ファイシス様が寂しがるので、どこにも行かずお休みもとらず、他の者にはファイシス様の車椅子に触ることすら許しません。きっといろいろおありで、宮廷生活は辛いことも多いはずなのに。王子様の従者では出世の見込みはないだろうと、レアベルサイユの馬屋番にさえ馬鹿にされても気にされず、ただ王子様に尽くしておられました。お勉強を見ていたのもヴィクサントール様ですし、少しでもよいお薬をと研究してらしたこともあります。ですから……王子様のためにならないことをあの方がするわけはないんです」

「───ユラ……」

　切せつ々せつと語りながら、いつしか涙を浮かべ、細い肩を震わす少女を見ているうちに、ルージュも泣きたくなってくる。

「ユラ！　溶けてる！　ロウソクが！　手にも！　火傷しちゃうから！」

　ユラの点したロウソクが、いつの間にか彼女の手に溶け落ちていた。

「あ、すみません！　差し出がましいことを言って！　一番お辛いのはルージュ様なのに」

　ユラはそう言うと、拳をぎゅっと握り締めてルージュの部屋から出ていった。

「ユラが、ヴィクサントールを庇うなんて思わなかった……。引き込もりでつんけんしていて。意地悪でプライドの無駄に高い男なんじゃなかったの？」

　ルージュは呟きながらどさりとベッドに倒れ込み、深く溜め息をつく。

「本当に、いい人なら……ファイシス様を守ってよ……。ファイシス様を……」

　寝床に横になっていても、窓の外にばかり気がいく。ガーゴイルは、灯が消えたあとでも白いハンカチに気づくだろうか？

「ガーゴイル……早く来て！　ロウソクが全部消えちゃうじゃない」

　その晩、ガーゴイルはついに姿を現すことはなかった。

　焼き討ちの城の光景も、天使の少年の夢も黒騎士の夢も見なかった。

　ルージュはただファイシス王子の夢を見た。
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『ルージュ……ルージュ……』

　微かすかな鎖くさりの音がする。傷だらけの白い手がつと差し出された。

　その手首には重たく鈍にぶく光る鉄の枷かせ。

（ファイシス……様？　その枷はどうしたの？）

『ルージュ。僕を助けようなんて思わないで……僕は王子として死にたいんだ───』

　血の気のない白い肌。乱れている金の髪。頰に伝う透明な雫しずく。震える唇くちびるが、ルージュの唇にそっと重ねられる。水の湿しめった匂いと彼の体から立ちのぼる甘い香り。

「ファイシス様……っ!?」

　はっとして目を開ける。

　夢かうつつかわからなかった。でも今、彼がすぐ近くにいたように思う。

　声が聞こえた。鎖の音が聞こえていた。キスをした唇にはまだ彼の感触が残っている。

　冷たい肌。弱い呼吸。

　部屋の中にほの暗く朝の光が射し込んでいた。

　窓に挟んでいた白いハンカチは、そのままだった。




　ファイシス王子もヴィクサントールも消えた翌日、さらに酷ひどい事態が待っていた。

　まるでお通つ夜やのような静けさの中、朝食をとっていたルージュたちのもとへ、サンティノワール公爵がやってきた。

「マール司教がルージュ嬢を審しん問もん所じよに告発した。妖術を使って聖職者を害し、宮廷を混乱に陥おとしいれたという罪状だ。及び、ファイシス王子をたぶらかし、第一王子、第二王子を呪じゆ詛そして、王位を奪おうとしているという容疑」

「そ…んな……！」

　驚きよう愕がくするルージュの手を、アレクシスが無言のまま固く握った。

「司教の告発を、王妃は当然その圧力で無条件に通すはず。この数日のうちには逮捕状が出るだろう」

「シグナス様！　証拠も何もないというのにですか？　そんなのって通用するんですか？」

　ジョシュアが公爵に詰め寄る。

「権力者が金を使って自身の思うままに裁判を操るなど、ごくありふれた日常的なことだ。マール司教はよほど君が憎いと見える。本日中には文書が審問所に受理されるだろう。そして彼らの証言のみで、判決は有罪。ルージュ嬢とファイシス王子は投獄され斬ざん首しゆ、あるいは火か刑けいに処されることになる」

　その宣告は、とうてい自分のこととは思えない現実離れしたものだったが、ルージュの胸に、錆さびた剣で突き刺したような鈍い痛みを与えた。

「私が魔女なら、あのマール司教は悪魔だわ！　司教を捕まえることはできないの？　昨日、離宮を襲ったのよ!?」

「残念ながら証拠がない。先日の子供の人身売買に関しても、彼は証拠を一切残さなかった」

「マール司教や王妃の悪事は、確たる証拠がない限り追及できないというわけですね。逆に、彼らにとって邪魔で、立場の弱い王子やルージュは、言いがかりであっても処刑がかなう。王宮は相変わらずの伏ふく魔ま殿でんだ」

　アレクシスの冷さめた皮肉に、サンティノワール公爵はただ瞳を伏せるのみ。

「シグナス様。王陛下はまだ戻られないんですか？　でなければ、こちらから陛下のところまで行って、ルー姉様に手出ししないようお墨すみ付つきか何かをいただければ」

　サンティノワール公爵は、ただでさえ気難かしげな表情をさらにしかめて、クリスタルのグリップのついた杖を握り締める。

「王陛下は聡明なお方だ。馬鹿げた讒ざん言げんは即、退しりぞけられるはず。だがあいにく王陛下はもう一つ重大な問題を抱えてしまわれた。つい先程の早馬で、第一王子シンドラ様が事故死したらしいとの情報が入ったのだ。それを急ぎ確認するため、陛下は視察を切り上げて留学先のイタリアへと向かわれてしまった」

「事故死？　第一王子が……ですか!?」

　ジョシュアが思わず声を上げ、アレクシスにたしなめられた。人払いされた食堂には彼らしかおらず、扉の外ではアレンが見張りを任されているが、やはりどこで誰が聞いているかわからない。

　だが、その話を聞いて一番衝撃を受けたのは、実はアレクシスのようにも見えた。

「ああ。そうだ。シンドラ王子の馬車が崖がけ沿いの山道から落下した。だがここだけの話、事故の状況が怪しいのだよ。王子の馬車の行く手を法ほう衣え姿の男たちが阻はばんだという目撃情報もある」

「法衣姿って昨晩の……？」

　アレクシスの言うとおりなら、それもマール司教の配下の者なのかもしれない。

「決めつけることはできないが、我が秘密警察が摑んだ極秘情報だ。ただ、イタリアでの事故なのが問題だ。我々ノイエフランスの警察組織がでしゃばって調査に乗り出すわけにもいかないだろう」

「まさか、公爵。マール司教かその一味が第一王子の暗殺を謀はかったというんですか？　ファイシス王子とその一派が企んだと思わせるために？」

「可能性は十分あるな」

「あの人たちの使っている呪文はなんなんですか？　あれはお祈りじゃなくて、魔術ですよね」

　ジョシュアは、その話を聞くだけで嫌悪感を覚えるのか眉を顰ひそめて尋ねる。

「そういう能力を培つちかう宗教もあるのだよ。公教会としては異端としているがね。特に昨今、捧げた生け贄に見合った望みが叶うといわれる狂信的な教派が、金持ちや上流貴族に流は行やっているようだ」

　公爵は、潜ひそめた声でさらに続ける。

「王妃と司教。二人の利害はほぼ一致している。マール司教がルージュを告発したのは今の王妃にとって渡りに船だ。邪魔者を一気に片づける、またとないチャンス。ファイシス王子の反乱ということで、ファイシス王子擁よう立りつ派はの有力貴族も何人か、見せしめに投獄するつもりだろう。王妃一族を糾きゆう弾だんする動きはこれで封じられる。そして恐れをなした他の貴族は、これからも口をつぐむしかない」

「ファイシス王子の行方ゆくえはまだわからないんですよね。大丈夫かな。ヴィクサントールさんと逃げていれば安心だけど」

「───ファイシス様は逃げてないわ……」

　突然、ぽつりと呟いたルージュの言葉に一同が瞠どう目もくする。

「どうしてわかるんです？　ルージュ」

「だって、自分は王子としての役目を全まつとうするつもりだって……そう言ってたの。夢の中でだけど……ううん、あれは夢じゃない。夢を通して伝えられた現実だわ！　枷がつけられていた。鎖に繫つながれてた。きっともうファイシス様は捕まってるのよ！」

　三人が険しい顔を見合わせた。

　ルージュにはどうすることもできない。

　助けたくても何もできない。自分は離宮から出ることも叶わず、ファイシス王子がどこにいるかもわからないのだ。

「ルージュは逃げないといけない。告発され、裁判で〝魔女〟と断罪されれば、即火刑台です」

　アレクシスの言葉に頷くと、ジョシュアはティーカップを手にしたまま、険しい顔の公爵へすがるような視線を向ける。

「シグナス様のお力があれば、姉様をこの離宮から逃がせますよね？」

　サンティノワール公爵のとった間が、その願いが難しいのだと物語った。

「マール司教の黒ミサに、王妃が関与した証拠を摑めれば、陰謀は阻止できる。儀式を依頼する密書でもあればいいのだが、最近の司教は手紙の類はすぐに焼き捨てているらしい」

「王妃様は昔から、手紙の類たぐいは大事に保管する癖くせがあります」

　アレクシスが確信を持って断言した。

「アレクは詳しいんだね。王妃様付きの女によ官かんにでも聞いたの？」

「ああ、まあそんなところだよ。ジョシュア」

「まったく。女性はみんなアレクに弱いんだから」

　アレクシスのはぐらかすような返事に、ジョシュアが肩をすくめてみせる。

「デューク王子なら……王妃様のお部屋に入れるかも……」

　ルージュの脳裏に彼の顔が浮かんだ。

「姉様。デューク王子が王妃様に不利な証拠なんて手に入れてくれると思うの？」

「でも、デューク王子は王妃様の暴走を止めたいって」

「それにしたって自分の生みの母親だよ？　王妃様の醜スキヤ聞ンダルはデューク王子の立場だって悪くする。そうだよ！　ねえ、第一王子のシンドラ様の事故死が本当なら、今はデューク王子が王位継承者の筆ひつ頭とうってことになるんだよ？」

　ジョシュアは、自分の発言に何やら不吉なものを感じ、ぶるっと身を震わせた。

「第一王子が薨こう去きよした場合、王妃はデューク王子を確実に王位に即つけるため、ファイシス王子の抹殺を考えるはず。ファイシス王子の暗殺計画が動きます……！」

　アレクシスは冷然と言い切り、ルージュが意を決した表情で立ち上がった。

「公爵！　どうにかして私をデューク王子に会えるよう手配してください！　私、ファイシス様を助けるためならなんでもやってみたい！」

「───ルージュ……〝なんでも〟か？　本当に？　何があっても？」

「はい！」

　懸命に訴えるルージュを公爵はしばし見つめ、口を開いた。

「おまえに死を賭とする覚悟があるなら、引き受けよう。幸さいわいデューク殿下はおまえをお気に召している様子。殿下にここに来てもらうことなら可能かもしれない」

　サンティノワール公爵は立ち上がると、アレンを伴って食堂をあとにした。

「ルージュ。本当になんとかなると思っていますか？」

「なんとか……するわ。絶対にしてみせる。助けてみせるわ」

　夢の中で、どうしてファイシスに何も言わなかったのか。『何がなんでもあなたを助ける』と言えなかったのか、今さらながら後悔している。

（そうよ！　ファイシス王子がこの世から消えるということは、ガーゴイルだって消されてしまうことになる。そんなのファイシス様だって望まないはず。人殺しになるんだもの）

　ルージュはまんじりともせず夜を明かし、何も食べていなかったことを思い出した。

　猛もう烈れつな勢いで、まだそこに残されていた料理を口に運び始める。

「ルージュ様、その勢いですわ！　もっともっと召し上がれ！」

「姉様、それはちょっと食べすぎじゃないかな……」

　ユラは激賞し、ジョシュアは心配するほど、ルージュは食べて、そしてファイシス王子やヴィクサントールの分まで少々頂いた。

　アレクシスは、この状況ゆえに持ち込んでいた愛剣をしみじみと眺めて、そして決意を決めるように静かに蒼あおい目を伏せた。




　デューク王子は、あまりにも早くにやってきた。

　離宮周やエントランスへ続く正門にも、プチトリアノンの門衛だけでなく王妃の配した兵士がいるのだが、デューク王子は彼らの制止をものともせずに、金貨をばらまくと堂々と馬で乗りつける。

「ルージュはどこだ!?」

　召めし使つかいが扉を開けるより、女官が案内をするより早く、王子はルージュの部屋を目指し、黒光りする乗馬用のブーツのまま長い足で館内を闊かつ歩ぽする。

「ルージュ！　俺の紅あかい髪の小娘！」

　デュークは、アベリシアが止めるのも聞かずあっという間にルージュの部屋にやってきた。

　そして、ドサリと大きなバスケットをテーブルに下ろす。

「持ってくると約束したウズラだ。薫くん製せいにして、美お味いしいポワヴィラードソースを作らせてきた。付け合わせもたっぷりだ。どうだ？　嬉しかろう？　紅い姫」

　嫌味ではなく、愛情を込めてそう呼んでいるらしいから気にしなかった。

　この人は見た目や行動の派手さに比べ、思っていたよりずっと素直で飾り気がない。己おのれの欲望に忠実だが、富や権力にはさして執しゆう着ちやくしていない様子。

　生活や地位や名誉に関して苦労したことのない、根っからの王子様だからかもしれない。

「デューク王子様。お越しいただき光栄です」

「ルージュ。おまえにしてはずいぶん堅かた苦くるしい挨あい拶さつをしてくるな。どうした？　全裸で、生きている羊の群れに紛れて戸こ外がいを歩いたおまえが」

　ドレスをつまみ、うやうやしく一礼するルージュを見て王子が笑った。

「デューク王子……いつまでもそれを言うのはやめてください。子供の頃のことですし」

「恥ずかしいのか？」

「当然です」

　王子は長い縦たてロールの髪を肩から滑すべらせ、整った顔を歪ゆがめて豪快に笑う。

「おまえだけだな。この私に遠慮なく言葉をぶつけてくるのは。それで？　どうした？　私に頼み事があるのだろう？　王妃に意見できるのは父王とシンドラ王子とこの私くらいだからな」

　そしてこの人は馬鹿でもないのだ。

　ちゃんとルージュが自分を頼りにする理由を読んでいる。

「デューク王子。お願いがあります」

「母上に、謹きん慎しんを解いてほしいのだろう？」

　王子はぞんざいにルージュの肩に手を置いた。

「いえ。王妃様のお部屋の入り方を教えていただけませんか？」

「おや。また、ずいぶんと口調が堅いんだな。それでは他の娘と変わらなくなってしまうじゃないか。おまえの長所を生かせ。もっと奔ほん放ぽうに言ってみろ」

「ですがとても大切なお願い事なので、無礼があってはと……」

「───ファイシスが謹慎。次いでおまえも謹慎。その上、ファイシスはおそらくマール司教の手に落ちた。だから黒幕であろう王妃の弱味を握りたい……か？」

　王子はさらりと図星を指して、ルージュを抱きかかえるとソファにどっかと腰を下ろした。

「デューク王子は、ファイシス様の行方をご存じなんですか？」

　ルージュは自分の体勢よりも、ファイシスのことが気になって答えを焦ってしまう。

　そんなルージュに、彼はやや改まった口調で続けた。

「シンドラ兄上の訃ふ報ほうは、もうおまえの耳に入っているのか？　もし事実なら、母上は私を王位に即つかせたがるのだろうな。そして当然、ファイシスを排除すべく動くだろう」

「───ファイシス様はどこへ？　まさかもう……お命に関わるようなことが？」

「私も居場所はわからない。だが命はまだあるだろう。すぐに殺すなら、拉ら致ちする必要がないからな」

「まさか、ファイシス様に罪をなすりつけるために、王妃様がシンドラ様の暗殺をマール司教に指示したの？　怪しい儀式を司教にさせて、その呪いで第一王子様は事故死したということ？」

　ルージュも、なんとかデューク王子から情報を得たいと必死だ。

　だが、デュークは首を横に振る。

「兄上の死など母上が望むものか。シンドラ王子は母上の最大の希望、最大の期待。生まれた頃は、それこそ目に入れても痛くないほどの溺でき愛あいぶりだったそうだ。今に至るまで私などとは比較にならないほど大切にされている」

　最初は皮肉ったような口ぶりだったのが、次第に微かな寂しさと諦めのようなものを含んだ物言いになって、デューク王子は瞳を伏せる。

「もし兄上が殺されたのなら、母上の差し金ではなく司教の独断だ」

「……」

「どうなっていくんだろうな。司教の策さく略りやくの狙いが見えないが、相手は強大な力を持ってるようだ。奴の力で王位継承権一位になどなったら……どれだけのものを背負わされるやら。その一方でファイシスは母上の野心を満たすために亡き者にされようとしている。まったく恐ろしい世の中だな。そう思わないか？」

　デューク王子は、シニカルに呟きながら、ルージュに視線を落としていたが、やがてゆっくりとその唇を寄せてくる。

　ふっと顔に影が落ちたと思うと、つややかな栗色の髪がルージュの額を撫で、鼻先を撫で、唇にふんわりと下唇が押し当てられる。

「う……」

　あまりに突然の出来事で、ルージュは避さけることさえ思いつかなかった。

「デューク……王子？　なんの遊びですか？　怒りますよ!?」

　胸を押し返し、慌てて王子の顔を見上げる。

　だが、デューク王子の表情は、目を合わせた瞬間どきっとするような、いつになくひたむきなものだった。

「怒るのか？　王子であるこの俺に？　どの女も俺にキスされたら、喜んでドレスを脱いで身を任せるのに、おまえは怒るんだな」

「だって、私はファイシス様の……」

「おまえがファイシスのお付きだろうと、今はあいつはいない。より上位の王位継承権を持つ王子に愛されるという幸運を、おまえは有効に使うべきだ」

「私は……」

「俺がおまえを好きだと言っているんだぞ？　ファイシスのことは諦めろ。奴を連れ去ったのが母上の差し金であってもなくても、母上はいずれあいつを抹殺するだろう。母上の都合の悪い貴族もまとめて完全に闇に葬ほうむるシナリオだ」

「そんな……そんな卑怯なこと、私がさせない」

「おまえにそんな力はない。わからないのか？」

『弱き者は強き者の下に這はいつくばっていればいい……』

　黒騎士の声が、ルージュの脳裏にこだまする。

「王族の権力に逆らえる力が、おまえのどこにあるというんだ？」

「私は……私は……だって……でも……」

「ルージュ。おまえは大人しくしていろよ。目め障ざわりだと思われれば、おまえの身だって危険だ。気にいらない貴族を追い落とし、領地を取り上げ、冤えん罪ざい投獄することくらい今までも平気でやってきた人だ。クリムゾン伯は幼いファイシスを戦場に送ることにも大反対したそうだし、何かと母上とその一族に異を唱えていたらしいからな。だから、おまえが王宮に来たときから、母上はおまえのことを面白く思ってなかったんだぞ？」

「───知っています……でも」

「じゃあ、どうして！」

　デュークはもう一度ルージュの背中に手を回し、がむしゃらに抱き寄せる。

　緩やかにカールしている紅い髪の中に顔を埋めながら、思いの丈を吐と露ろするように呻うめく。

「じゃあ、どうして言うことを聞かない？　俺なら母上から守ってやれる。俺のものになれ。おとなしく俺の言うなりになれば、おまえのことはなんとしても助けてやる。マール司教を殺しても！」

「でも、私はファイシス様を」

「忠誠か？　それとも恋か？　なんで〝あいつ〟だ？　あいつより、俺のほうが……！」

　呻くような声。

　デューク王子の強い瞳が、ルージュに迫る。

「それは……」

　どちらだろう。

　あの美しい王子を一目見て、心を奪われた。

　それは彼が王子様だからだろうか。それとも、彼の心の純粋さに惹ひかれたのだろうか。

　儚はかなく優しいファイシスの中には、彼を守るように、冗談好きで、ちゃっかりしていて、でも心身共に強きよう靱じんなガーゴイルもいる。

「おまえが……好きだ。おまえが俺のものになるというのなら、私は母上になんとかしてファイシスの命を救うよう約束させよう。そしておまえへの告発も撤回させてみせる」

　冗談でもなんでもない、強気で勝ち気で傲ごう慢まんな王子の、精一杯の真しん摯しな言葉。

「でも、デューク様にもそれは難しいと思います。私は、自分だけ助かろうとは思えません……」

「どうして！　おまえが俺のものになれば、ファイシスを助けてやると言っているんだぞ！」

　デューク王子はルージュのことをソファの上に押し倒す。そして両手をしっかりと摑んで動きを封じた。

「ファイシス、ファイシスと騒ぐのをやめ、俺にすべてを任せればそれでいいだろう！　そうすれば、おまえの望むものをなんでもやる！　俺のものになれ！　ルージュ！」
















　ルージュの中で、その申し出と、ファイシスの姿の両方が交こう錯さくする。

（私はファイシス様が一番大事。助けるためなら、どんなこともするべきではないの？　自分の力で叶えられそうにない願いなら、他の人を頼ってでも）

　デューク王子はルージュのドレスをもみくちゃにし、レースを引き裂きそうにして、その体の上にのしかかった。

　そしてドレスの下からルージュの太ふと腿ももに触れ、大きく開いた胸の隙すき間まに手を差し入れてきた。

　のしかかってくるデュークの重みと、求めるような指遣いを感じながら、ルージュはただひたすら自分がどうするべきなのか考え続ける。

『デューク王子様に好かれているなんて、この上ない名誉。幸運ですわ』

　ルブラン嬢の言葉が脳裏を掠める。

（そうかもしれない。ファイシス様を助けるにはもう、デューク王子に頼るしかないのかもしれない）

『弱き者は……強き者の下で這いつくばって生きればいい』

（あなたの言うとおりだわ。お父様も、その娘の私も、権力の前では何もできない。王妃の思おも惑わく一つ、指先一つで地位も富も、命さえ奪われかねない存在……。もっと私に力があれば……自分の力でお父様もファイシス様も助けられるのに……大事な人を苦しみから救ってあげられるのに……）

「あ……」

　デューク王子の指先が、ルージュのまだ堅い果実のような胸をまさぐる。ほのかに染まるピンクの先端が、強い刺激を感じてつんと立った。

（これが……デューク王子のものになるっていうこと？　これが、寵ちよう姫きになるということ？　新しい〝契約〟なの？）

　燃えるように紅い髪が、柔らかな色合いのソファの上で紅い花を描くように広がり流れる。

　ふわふわの砂糖菓子のように膨ふくらんだパニエも、ペチコートも靴下留めも、すべてデューク王子の手によって露あらわになった。

　王子の手が、幾重にも重なり咲き誇る薔ば薇らの花びらでもむしるように搔き分けて、ルージュの素肌をまさぐる。

　胸を包むふんわりしたレースとフリルは烈風に散らされた花のように乱れる。

　白い素肌を王子の長い指がもどかしげに荒々しく愛あい撫ぶし、そしていっそう体の深い部分に触れようとしたとき、ルージュの目から涙がこぼれた。

「あ……っ」

「ルージュ。痛かったか？」

「───い…いえ……」

「では何故泣いている？　おまえだけだ。王子に触れられて、王子に愛されて泣く女など」

「なんで泣いているのか自分でもわからない」そう言おうとして、声が出てこなかった。

　なんで涙がこぼれるのか、わからない。

　デューク王子は、ルージュのまだ堅さの残るみずみずしい素肌に触れるのをやめ、薔薇の花弁の中から手を引いた。

　そして、顔にかかる紅い髪をそっと払った指先を、ルージュの涙に濡れる睫まつげに移す。

「おまえは本当に最初から厄やつ介かいな娘だ。王子に向かって真っ向から文句を言ってきたり、怒ったり、そうかと思うと愛されて泣く。面倒極まりない女だ」

　───それはなんとなく自分でもわかる。デューク王子に好かれるような行為などしてきた覚えはない。

「やめだやめだ。泣いている女を力ずくで自分のものにするなど、辛しん気きくさくなる。王子の名な折おれだ」

　デューク王子は捲まくり上げていたシフォンの渦うずでルージュの白い足を覆い隠し、その下のガーターベルトに装着されていた短剣を手にして突き出してみせる。

「このままおまえを愛し続けて、グサリとやられてはかなわないしな」

「そ……それは！　護身用です！　別に王子を刺すつもりなんて……！」

　王子はそれまでのひたむきな表情からまた一転、皮肉っぽく傲慢で高たか飛び車しやな顔つきに戻っている。

「いや、おまえならやりかねない」

「やりませんっ！」

「まあ、上等か。そこまで嫌われていないということだからな」

「私、ファイシス様に嫌がらせをしなければ、デューク王子様のことを嫌ったりしません」

「はいはい。『ファイシス様、ファイシス様』だな。あいつが早くこの世からいなくなってくれたほうが、俺にとっては都合がよさそうだな」

「そんな！」

　胸元の編み上げとレースを整えていたルージュは、その言葉に思いきり目を見開き、非ひ難なんの眼差しを投げつける。

「冗談だ。曲がりなりにもヨーロッパの大国ノイエフランスの第二王子。か弱き弟を亡き者にして愛を得ようなどと、しみったれたことは望まぬ」

　デュークはソファから立ち上がり、持参したバスケットに隠した金の鍵かぎを手にして戻ってくる。

「ルージュ。これを渡そう。これで俺の株は上がるだろうか？」

「これは……」

「母上の寝室に入れる鍵だ。王宮には不測の事態に備えて、隠し通路がそこかしこに走っている。これを使えば俺の部屋から、王妃の間へ行ける。俺は剛ごう胆たんで不用心なバカ王子だから、部屋にいちいち鍵などかけないからな」

「あ……ありがとうございます！」

　ルージュはデューク王子の意い図とを理解して、再び目頭が熱くなった。

　これで、王妃が隠している、マール司教からの密みつ書しよを探すことができる。

　少なくともほぼ絶望的だった前途に、一筋の光明は射したはずだ。

「本当に、ありがとうございます」

「その感謝の気持ちは、あとでたっぷり体と愛で払ってくれると嬉しいな。さっき言ったとおり、私の部屋の扉にはいつも鍵をかけないでおくから」

　デューク王子は、手慣れたウインクをしてニッと笑う。そして、

「さっきの可愛い女中を呼んで、お茶のお代わりを運ばせろ。私はもうしばらくここにいる」

　そう、ルージュを片手で追い払う仕草をした。

　野良犬にでも向けるような仕草だが、早く行けという、彼なりの思いやりの裏返しだ。




「ルージュ！」

　部屋を出るなり、アレクシスの声が響いた。

「ルージュ！　部屋に鍵がかかっていて心配しましたよ。無事ですか!?」

　そして隣の部屋からジョシュアも飛び出してくる。

「デューク王子はなんて？　いくら姉様がお気に入りでも、王妃様の息子だもの。協力なんて断られたでしょ？」

　アレクシスもジョシュアも気をもんでいたのだろう。扉のすぐ近くにいて、部屋の様子を窺っていたらしい。

　ルージュはをその掌てのひらに大事そうに包み込んでいた、古い金の鍵をちらりと見せる。

「ちゃんと聞いてくださったの。隠し通路から入れる王妃様の寝室の鍵ですって」

「え？　噓っ。姉様まさか、王子を脅迫したんじゃないよね？　捕まっちゃうよ」

　ジョシュアは声を押し殺しながらも、そのライラックの瞳をまん丸くして詰め寄ってくる。

「そんなことしませんっ！　それより早く、この鍵で王妃様のお部屋を探さないと！　早くしなくちゃ……」

　ルージュが掌にしていた鍵を握り締め、階段を駆け下りようとしたそのとき。正面に黒い人影が立ちはだかった。

「きゃ!?」

　白い手袋が、ルージュの手から鍵をひょいと奪い取る。

「───サンティノワール公爵！」

　大柄の公爵は、厳いかめしい表情で、三人を見下ろして言う。

「お手柄だな。紅い子ネズミ。だが、王妃の部屋の探索は我が配下に任せてほしい。どうせ、おまえが王宮内をうろつくことなどできないのだから」

　公爵はそう言って、周囲に人がいないのを確かめて言葉を続ける。

「それより優先すべきはファイシス王子の救出だ。すでに王妃の指示でタンプル塔に幽閉されたという確かな情報が入った」

「タンプル……塔に幽閉？」

　ルージュには聞き覚えのない塔だった。

〝幽閉〟という文字が胸に重く突き刺さる。

「救出には我らだけで行く。目立たず、動きやすい服装で支度をしておけ。あとで馬車を裏口につけるからそれに乗れ」

「でもシグナス様。ファイシス王子の救出を、ボクたちだけでできるんですか？　タンプル塔って、もとは要よう塞さいとして造られた建物ですよね」

　ジョシュアの疑問はもっともだった。

「不可能だと思うなら、来るな。行くのは〝できると思う者〟だけでいい」

「公爵！　私も……私もそこに行っていいの？」

「行くなといっても来るだろう？　おまえは試みずに諦める性分ではないだろうが？」

　公爵は、ルージュに眼鏡の奥の鋭く深い瞳を向けた。

　ルージュはなんの躊ちゆう躇ちよもなく、深く頷いた。




　時間が経つのがもどかしかった。

　公爵はルージュが貰った鍵を手に、一旦宮殿に引き揚げた。

　まだ告発文が受理されたという情報は入っていないと言っていたが、逮捕状が下り、審問官の前にルージュが引き出される前に、すべてを実行しなくてはならない。

　夜になったらすぐ、このプチトリアノン宮殿を出発する算段だった。

　公爵の手配した馬車は、アレクシスの部屋の窓から見えるわずかな棚と棚の隙間、木々の陰に光を揺らして合図するという。

　何事もないように普段どおり夕食を取り、ルージュは早めに部屋に入ると、休むからとユラにはもう部屋に来ないよう言いつけておいた。

　ドレスは深い紫むらさき色。靴はヒールのない乗馬用のブーツにした。これならどれだけ走っても脱げる心配がない。もちろん、太腿には護身用の細身の短剣。黒の長めのマントを羽は織おって長剣も隠し持つ。フードもついているから、被かぶれば結い上げた赤金の髪もわからない。

　落ち着かず、カーテンの隙間から窓の外ばかり見る。闇が周囲に帳とばりを下ろし、歩くには困難な暗さになってきた。

　だが、そんな空に一片の雲が浮かんでいる。

　濃紺の夜空を背景に、どことなく明るく見える不思議な雲だ。

（あの雲……あれは……雷らい雲うん……？）

「ルージュ。行きますよ」

　アレクシスが潜めた声で呼びに来た。

　ルージュはそっと扉を閉め、そこにいたアレクシスとジョシュアと共に人目につかない、避難用の狭い階段を伝って一階へ下りる。厨ちゆう房ぼうの出入りに使われる細い通路を抜けて、離宮の外に脱出した。

　裏口に近い場所に、地味な黒い馬車が停めてある。

　公爵のものではない。灯も馬車の前後に小さなカンテラが二対あるだけでなんの変へん哲てつもない馬車。御ぎよ者しやはただ御者台に座っているだけで、ルージュに手も貸さずに無言のままだ。その馬車に素早く乗り込むと、ルージュはやっと人ひと心地ごこちついた。

　中にはすでに、ステッキの握りに白い両手を乗せた公爵が当然のように座っている。

　他の者同様黒いマントを身につけている。左目の黒い眼がん帯たいといい、その怪しげで無愛想な顔つきといい、このようなシチュエーションで見ると、まさしく不審人物だ。

「シグナス様。わざわざこのような馬車を手配したのですね」

「貴族の馬車は目立ちすぎる。これなら最悪の場合には乗り捨てもできる」

　アレクシスは公爵の判断に同意しながら、走り出した馬車の窓から外の様子を確かめた。

　ファイシスの失しつ踪そうは伏せられているので、今でも離宮の周囲に十人近くは配備されているはずの兵士たちの姿が見えない。

　交代時間を狙ったのか、もしくは秘密警察か何か手を打ったのだろう。謹慎中のルージュが離宮の敷地から出たのが見つかれば、それだけで捕まってしまう。

　何事もなく馬車が王宮の外に出て、石いし畳だたみの上を走り出した頃、全員の緊張が少しほぐれた。

「タンプル塔はレアパリの街外れにある。外れとは言うが、近隣には民家も多い。もとは街を守るための要塞だった建物だからな」

「物々しそうですね。力ずくでは脱獄は図れないってことですか？」

　ジョシュアが向かいの公爵に尋ねる。

「ああ。そのせいで、牢獄の規模の割に看守や見回りも少ないのが幸いだがな。昨夜遅くに移送されてきた謎の囚しゆう人じんがいたというから、おそらくその人物が王子だろう。顔を包帯で隠し、罪状も正体も明らかにされていない」

「顔を隠されて……ファイシス王子だとわかるとまずいからですか？」

「だろうな。牢屋番が第三王子の顔を知っているとは思えないが」

　公爵はおもむろに、ポケットから折りたたまれた紙片を取り出した。

「では、簡単に作戦を説明しておこうか」

　眉間に皺しわを寄せ、口髭を指先で軽くこすってからその紙片を開くと、それは結構な大きさの見取り図になる。

「これは本当に牢獄なんですか？　まるでアパルトマンのように建物が連なっているんですね」

　ジョシュアが言うとおりだった。見取り図には、広場を囲むように建ち並んだいくつもの館が描かれている。側面のペン画を見ると、でこぼことして統一感がないし、高さもまちまちだ。

「古くから増改築を繰り返した建物だ。もとは騎士団の本拠で、修道会が所有した時代もある。今は牢獄として使用されているが、そういうわけで内部の造りは普通の監獄とは違うだろうな。秘密警察の長官である私でも、詳しくはない。特権が認められず、内部視察ができないのでね」

「では、ファイシス王子を捜すのには、かなり時間がかかりますね」

「ああ。おそらく王妃直々の命を受けた者が、囚人を指定の場所に収監した。その人物を捉まえない限り王子がどの部屋に入れられているかはわからないな」

「看守に賄わい賂ろを渡して訊き出すことは可能ですか？　金額次第では、囚人と会うことも、差し入れすることも、相当自由が利くのでしょう？　悪しき慣例となっていると聞いています」

　アレクシスは銀色の髪を肩から滑らせ、図面に見入りつつ公爵に尋ねる。

「そのとおり。この夜更けの訪問も、私のかつての友人に面会したいと言って話をつけたのだ。しかし、王妃が秘密裏に王子を投獄したとなると、通常の囚人とはわけが違う。居場所を特定するのは難しいな」

　それはそうだ。囚われているのは第三王子なのだ。口の堅い看守の下もと、他者とは隔離した牢に入れるだろう。

「そこで、職業的勘と、ちょっとした裏ワザも使って搔き集めた情報から割り出した王子の居場所なのだが、おそらくこの大塔の上方、もしくは地下。タンプル塔は元々わけありの貴族や官僚、政治犯が多く収容され、死ぬまで幽ゆう閉へいされ続ける例も少なくない。だが王子の場合は、王妃は処刑を望んでいるだろうから……地下かな。体の弱いファイシス王子が勝手に病死でもしてくれれば、王妃としても都合がいいからな」

　ルージュはその言葉に唇を嚙み、ジョシュアの手からひったくるようにして見取り図を自分の方に向けて、建物の配置を頭に叩き込む。

「でも、この見取り図には、出入り口からの主な通路のみで、必要な内部の様子はほとんど描かれてませんよ」

「すまない。私も詳細図まで手に入れられなかった。看守や元囚人にすら、複雑すぎてわからないそうだ。ところで、そろそろこれをつけてくれ」

　公爵は、三人に舞踏会で使うような仮面を渡し、それを装着するよう促うながしてくる。

「公爵もつけるんですか？　その、モノクルと眼帯の上に？」

　確かに今でさえ、相当個性的な装いだ。その上に仮面をつけたら、どうなってしまうのか想像しにくい。

「いや、さすがに私はやらないが」

　ルージュの疑問に公爵は律義に答える。しかし、黒いマントの四人組が夜中に顔を隠して、牢獄に入るなんていうのは、怪しんでくれといわんばかりの気がする。

「大丈夫だ。普段からあの牢獄を訪れる貴族は顔を看守たちに見られたくないから、仮面をつけていく者がほとんどだそうだぞ」

「ボクとしては、できれば姉様には留守番しててほしかったな。姉様がここで見つかったりしたら、確実に火刑台送りなんだから。わかってる？　父上に知られたらそれだけでも絶望的。どう言い訳したらいいか」

「確かに」

　アレクシスも公爵も、ジョシュアの不安にあっさりと頷いた。

「絶対に失敗しないわ。王宮に来てからあまり稽古はしてないけど、剣の腕も鈍にぶってないはず」

「もう、姉様はすごい度胸だな。ボクなんて心臓がずっとバクバクだっていうのに」

　人ひと気けのない街の裏通を走る馬車の車輪が、まるで何かに追われているかのようにあたりに反響している。

　蹄ひづめや車輪の音にまで過敏になっているくらいだから、ルージュの緊張だって本当は計り知れない。

　夜のレアパリは想像していたよりずっと暗い街だった。街中の灯は極端に少ない。王宮が華やかすぎるのだ。

　全市民が一日に使うよりもずっと多くのロウソクが、王宮ではたった一晩で費やされる。

「今頃は王妃の部屋の捜索も行われているだろう。王妃は今夜は深夜まで観劇にこのレアパリの街に繰り出しているそうだからな。首尾よくいけばいいが……」

　有効な切り札を手にしなければ、たとえ救出に成功しても、王子は地位を追われてしまうだろう。

「どちらも成功するわ。させてみせる」

（だからお願い。私に力を貸して……あなたが本当に私のお守りなら。私の窮きゆう地ちを救って！）

　ルージュは左手首の腕輪をぎゅっと握って願いをかける。

「大丈夫。この計画は成功しますよ。ルージュがいるんですから」

　ルージュを励はげますように、アレクはにこりと微笑んだ。

　こんなときにも、アレクシスはそうやって安心させてくれる。

「着いたぞ。あそこがタンプル塔だ」

　公爵の鋭い声音が、ルージュにそれ以上の迷いを与えなかった。
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　タンプル塔。

　窓の外、公爵の視線の先を辿ると、そこはオレンジ色の小さな灯がところどころに漏れる街。

　もっと、寂さびしいところにあると思っていたルージュは少々面食らった。

　ずっと続く塀へいからして、かなりの広さがあるようだ。

　周囲を回廊つきの高い壁で囲まれていて、その奥に、ぬっと天に突き出すように大小の双そう塔とうが生えている。

「小さい塔は、囚しゆう人じんが逃げ出さないように監視するためのものだ。かつては要よう塞さいだったから壁も堅けん牢ろう。牢破りもできない。普通はな」

　馬車は塀伝いに建物を回って、小さな門の前に到着した。

　閉ざされている無骨な木の扉を、落とし格ごう子しが守っている。

　そのそばでは明あか々あかと火が焚たかれている横に、壮年の門番が立っていた。

　王宮の護衛兵とは違って、洗練されていない。格好も質素でやぼったく、そして人物自体も垢抜けない小こ役やく人にんといった感じだ。

　髭ひげ面づらで、鼻が少し赤かった。隣に燃える篝かがり火びの明かりを受けたせいだけではないだろう。

　御ぎよ者しやが一言二言話すと、男は中の公爵に向かって一礼した。

　鳥打ち帽のような汚れた帽子を脱いで、御者から金を受け取ったのだ。

　門番は腰にじゃらじゃら下がる鉄の鍵を鍵かぎ輪わごと外して、中から一本を選び出す。

　そして扉の横の通用門を開けると、馬車を降りたルージュたちに顎あごをしゃくり、前方を歩き出す。

　口数少ないその一行に吹きつける夜風は、もう冷たくなっていた。

　ルージュは仮の面会相手に渡す差し入れ用の大きなバスケットを持ち、他の三人はカンテラを各々一つずつ、そしていざというときのための鍵代わりの万能針金を忍ばせている。おそらく公爵は、マントの下や杖の中にちょっとした盗賊並みの武装もしているのだろう。

「入るぞ。まさかこんな子供連れが牢破りを計画中とは、誰も思わないだろう」

「お言葉ですけど、僕は子供じゃありませんよ。シグナス様」

　公爵のさりげない突っ込みに、ジョシュアはむうっとふくれてみせる。

　大好きな公爵に子供扱いされるのは不満らしいが、どうせなら自分だけでなく姉の弁護もしてほしいと、ルージュは思う。

「そういえば、私たちは表向き誰のところに行くことになっているの？」

　返答はアレクシスでも公爵でもよかったのだが、何故か二人とも答えに妙な間があった。

「公爵殿の古い知人です。昔、陰謀に巻き込まれ、政治犯として長く投獄されていらっしゃるそうです」

「ずっと会っていなかったが、まだ健在のようでよかった」

　そう言う公爵の表情は複雑だった。

　その後は特にお喋りもなく歩く。門をくぐると、広々とした空間があった。

　緑の植樹も、噴水も井戸もない、石いし畳だたみの広場。街の大広場にも匹ひつ敵てきする広さがある。その周囲にタンプル塔の前衛を形成しているであろう建物群の一帯がある。

　時代により建て増していったのだろうか、ほとんどは四階建てで、一軒一軒の建物が繫がっているようでもあり、そして見取り図で見たとおり、でこぼことしてとても複雑な構造になっている。

　内部の階段や通路も複雑怪奇であろうことは容易に想像がつく。

　建物の一角には二つのアーチ形の門もあって、さらに奥へ続くのか、細い通路が暗闇へ延びている。まさしく建物で造られた立体の迷路だ。

　ルージュたちの先頭を行く門番は、揺れるたびに変な音を立てる歪ゆがんだカンテラを掲げながら、広場を抜け、その奥に聳そびえる双塔の方へ歩いていく。

　四人の行く手を、新たに重々しい扉が阻はばんだ。

　夜通し灯されているのだろう篝かがり火びが、鉄の籠かごの中で明々と燃えている。

　そこでも、門番は腰の鍵の中から一本を取り出して、鍵穴に差し込んだ。

　ねじりながら押し込むと、扉は大きく軋きしみながら開く。

　取っ手はないのだ。鍵がなければ扉はびくともしないのだろう。

　中からぬっと別の男が現れた。公爵は、その小太りで小柄な男にも金貨を握らせる。

　男は帽子の下でにやりと笑い、そのままルージュたちを門番に代わり案内していく。

　塔の内部は案外普通の館のようにも見えたがその空気は重い。

　扉や壁の向こうには人がいるはずなのに、生気はまるで感じられない。

　廊下を行くと、そこかしこに扉がある。どれも閉まっているのだが、頑丈な閂かんぬきが外から渡されている。灯をかざすと、鈍い光が返ってきた。

　扉には鉄格子のついた覗き窓と、下から食事を差し入れるための口がある。

「これ、みんな独房……なのかな。ずいぶんと静かなのね」

　牢獄というのは、もっと囚人の罵ば声せいや怒ど号ごうに満ちているものなのかと思っていた。

　想像していたより普通の環境だった。大勢の囚人たちが横になって寝る場所もなく詰め込まれて、垢と汚物にまみれた悪臭漂う不潔な場所かと思っていたのだ。

「安心するのはまだですよ。中を見てないのですから」

　アレクシスの潜めた耳打ち。

「公爵のお友達はなんていうお名前なの？」

「サガン伯爵です。一応覚えておいてください。おそらくそこまで行き着くことはないと思いますが」

『行き着くことはない』ということは、その前にファイシス王子の居場所を突き止めるつもりなのだろう。今のうちに、来た道や通路の数と方向を覚え、この迷宮の構造を把握する必要がある。

　ファイシス王子の居場所を捜す。それと同時に脱出ルートを確保しておかないと、王子を捜し当てたとしても救出に成功したとはいえない。

　そして一切は看守に怪しまれないように行わなくてはならない。

　自分の立てる靴音よりも、心臓の音のほうが大きく聞こえてくるようだ。

「あ……っ」

　足下を黒い何かがいくつも横切ったので、ルージュは悲鳴を上げて飛びすさった。

「どうしたんですか？」

　後方にいたアレクシスが飛んでくる。

「アレク、大丈夫。鼠ねずみだよ」

　ルージュの悲鳴に、すぐ隣にいたジョシュアが足下にカンテラをかざしながら答える。

　長い尾を持つ黒い塊かたまりが、目を光らせながら、壁の穴に吸い込まれていく。

「ね……ずみ……」

「姉様。鼠くらいで悲鳴を上げるなんて、どうかしちゃったの？」

「鼠だってわかってたら、驚きません。いきなり大きなものがいくつも足にぶつかってきたんだもの」

　暗がりの中、突然のことだったので、本当に驚いたのだ。

（でも、こんな大きな鼠が平気で廊下をうろつくなんて……）

　貴族や高官が収監されている場所とはいえ、しょせん牢獄。衛生状態は悪いに違いない。

　奥に足を進めるにつれ、どことなくかび臭い不快なにおいも漂ってくる。

　鼻を覆うルージュに、公爵は笑った。

「ここは牢獄としてはずいぶんましな場所だよ。庶民の家にはずっと悲ひ惨さんなところも多いのを知らないのか？」

　いつの間にか周囲は石壁に変わっていた。

　どこかから呻うめき声が聞こえてくる。静かにすすり泣く声も聞こえてくる。

　湿った壁に反響して、とてつもなく不気味だ。

　ここに収容されたまま亡くなった無実の者の声。幽霊となっても、ここから出ることができないままさまよい続ける者の悲鳴。呪じゆ詛そと怨えん嗟さ。

　次第にそういうものに思えてくる。

「公爵。あれは……囚人の声？」

「ああ、よほど面倒見のいい家族でもいて、まめに小金でも差し入れてくれなければ、具合が悪くても医者に診せたりはしないからな。重い病にかかっても、ああして一人喚くしかない」

「───そんな……ここに収監されているのは無実の人も多いんでしょ？　人権はないの？」

「ない」

　公爵の突き放したような言葉に、ルージュは思わずむっとして口を開きかけたが、それより先に看守が下品な笑い声を上げた。

「くかかかっ。お嬢ちゃんは、おかしなことを言う、囚人に人権とは」

　笑うと前歯が一本ない。それが真抜けた表情でおかしくもあり、牢獄の薄闇で見ると不気味でもある。

「人権は誰にでもあるの。戦争のときの捕ほ虜りよにもあるんでしょ。そう教わった」

「綺麗事だねえ。本当に綺麗事だ。実際のところ我々なんぞは、こうして袖そでの下を貰わないと生活していけないほど給金は少ない。雀すずめの涙ってやつですわ。ああ、でも、旦だん那ながたは気前がよくて嬉しいよ。そういやさっきも気前のいい若旦那がやってきたし、今日は嬉しい日だなあ。もうすぐ娘の誕生日なんで、少しパンを余分に買ってやれる。干し肉入りのスープも買えるかもなあ」

　看守の男はほくほくとした表情で、たるんだ目元と口元に笑みを浮かべる。

　ルージュたちの来訪を、これっぽっちも警戒している様子はない。腰に下げている剣も、どれだけ使えるのか大いに疑問だ。それほどこの中年男は隙だらけで、動作は緩かん慢まん、体形もとても俊敏に動けるとは思えない。

「〝若旦那〟とは？　こんな時間に他にも面会が？」

　アレクシスにはそこが気になったようだ。前方を行く看守に尋ねる。

「昨日入ったばかりの子供みたいな囚人に面会でね。差し入れをね、今日だけで二回も持ってきたな。その子供、頭に怪け我がをしているのか包帯がぐるぐる巻きでね。不吉なことこの上ねえ。まるでミイラさ。包帯は絶対に取るなって看守長のきついお達しで……だから顔は見られないんだけども。そこに通ってきた男がね、女みたいに綺麗な顔なんだわ。フードの下で一瞬しか見えなかったけど、黒髪で切れ長の黒い目で、一風変わった風ふ情ぜいだよ。この下町で見るにはね。ありゃあわけありの貴族様だな」

　看守はよほど、袖の下の金額が気に入ったのか、話し相手が欲しかったのか、それとも単にお喋りな男なのか、一人で問わず語りを続けている。

「薔ば薇らの香りがしたもんねえ。男装の麗人かとも思ったけど、どうだろうね。線が細かった。それにしたって、あんな子供がなんの因いん果がでこんなところに」

　公爵の表情がいつしか硬くなっていた。

（───まさか……）

　ルージュだけではなく、アレクシスの表情も、ジョシュアの顔つきも強こわ張ばっている。

　どう考えても、その麗うるわしい男はヴィクサントール。

　包帯の少年はファイシスだ。

　ジョシュアが、ルージュの手をぎゅっと握ってくる。

「その少年はどこに収監されているんですか？」

　アレクシスが平静を保った声で訊たずねる。

「私は〝二つの塔のどこか〟としか知らないよ。看守長だけが世話をする特別の囚人なんだ。私もその子が門をくぐるときに、ちらと見ただけでね」

　男の言葉に噓はないようだ。

（〝二つの塔のどこか〟。そこにいる……。ファイシス様がそこにいる！）

　そう思っただけでルージュの体は無意識に全神経を研ぎ澄まし、居場所を知ろうと緊張してしまう。

　もしかしたら、助けを求めているかもしれない彼の声に耳を澄ます。

「姉様。足元に注意しないと、また鼠に体当たりされるよ」

　ジョシュアはさすがにルージュのその様子に不安を感じたらしく、小声でたしなめる。

「あの、この牢獄には今どれだけの人収監されているんですか？　お世話をするだけでも大変そう」

「そうだなあ。だいたい百人くらいかな。皆独房で数は五百以上あるから、今は空いているほうだろう。世話という世話はしないから、人手はそれほどかからないな」

　男は無神経に笑ったが、ルージュはその男の背中を穴が開くほど睨みつけた。

「お世話は、ちゃんとしてあげたほうがいいと思います」

「んなもの、身内がなんとかすればいいさ。詰めているだけで、こちとらもリウマチに悩まされてるってのに」

「そんな！　収監されている人だって寒いのよ？　暖房は？　暖炉はあるの？」

　看守は今度は今まで以上に盛大に、腹を抱えて笑った。

「ここをどこだと思っているんだい？　お嬢ちゃん。城や貴族様のお館じゃないんだぞ？　暖炉はおろか、膝ひざ掛かけだってありゃしないさ」

　吞気に足を止めて答えた看守に、ルージュは後ろから蹴りつけたい気持ちだったが、ここで何か一つでも失敗したらすべてが台無しになるのはわかっている。

「あの……面会先の監房はまだですか？　この差し入れを一刻も早く持っていってあげたいんです」

　憤ふん慨がいを押し殺した声でそれだけ言って、看守を急せき立てる。

（ファイシス様、どこ？　どこですか？　助けに来ました。私に居場所を知らせて……！）

　不意に頭上に風を感じた。

　そして突然周囲が真っ暗になった。

　ジョシュアとアレクシス、そして公爵と看守の持っていたカンテラの明かりが一斉に消えたのだ。

　硝子ガラスが割れる音。床に何かが落下したのだ。そしてルージュの頭や顔に何かが絡みつく。

　これはきっと網あみだ。どういう仕掛けか、上から網が落とされたのだ。

「ど！　どうしたの？　アレク！　ジョシュア！」

「逃げなさい！　敵です。罠わなです！」

　アレクシスの低い警告の声が聞こえると同時に、網が切り裂かれルージュの体は自由になる。

「捕らえろ！　殺さず捕らえろとのご命令だ！」

　取り囲まれたのか、前後で男たちの靴音がした。狭い通路に不意に大勢の気配が満ちる。

　剣の抜かれる音。刃の合わされる音。

　呻き声が重なり、何かが倒れた。

（敵!?　罠!?　待ち伏せされていたというの!?）

「う……やっっっっぁ！」

　闇の中、どう動いていいかわからないルージュの手が背後にねじり上げられ、口を押さえられた。

（や……めて！　私は、こんなところで捕まるわけにはいかないの！）

　ルージュを拘こう束そくしていた大柄な男の太い手が、弾かれたように腕から離れた。

「うわあ！」

　腕輪が燃えるような熱を発していたのだ。赤い柘ざく榴ろ石いしから光が放たれ、男の手と周囲の壁を焼く。

　一瞬だけ、周囲はまるで昼間のように明るくなった。

「気をつけろ！　司教様が言ってたとおりだ！　こいつは魔女だ！」

　鋭い光の向こうに、銃を構えた男が見えた。僧侶ではなく傭兵の格好だ。

「ルージュ！」

　アレクシスがルージュの前に躍り出て庇かばった。

「アレク！」

　その肩に、弾が当たった。

　黒いマントが翻ひるがえり、赤い血が飛び散った。

「アレク！」

「大丈夫。早く先に行って！」

（先って？　闇しか見えない）

「先に行くんです！　王子を早く助けなさい！　願うんです！　王子の居場所を知りたいと！」

　マール司教や王妃の差し金で、待ち伏せされていたのは決定的だ。

　公爵がステッキの握りを捻ると、石突きに仕込んだ剣が飛び出した。それを闇の中で振り回し、襲いかかる男たちを倒しているのがわかる。

　場数を踏んでいるからだろうか、武芸の腕があるからだろうか、公爵にも、アレクにも、闇の中で敵の動きが見えるのだ。

　ルージュは目を凝こらして、自分の剣に手を添える。

　こちらにも敵が近づいてくる。

　捉えようと腕を広げてきた大男の傍かたわらをすり抜けて、ルージュは走った。

「こっちだ」

　暗闇から誰かが囁ささやく声。

「ジョシュアなの？　どこ？」

　声がない。返事がない代わりに、突然足首を摑まれて強く引かれた。

「きゃ」

　あまりに乱暴で、ルージュはその場に引き倒される。

　床に体が叩きつけられる、と思った。

　しかしそこに床はなかった。足下の床が回転し、水の中に落下したのだ。




　バシャ！




　思ってもみなかった状況に、ルージュの心臓は縮み上がる。

　切きり石いし積づみの建物の下を流れる水は、氷水といってもいいほどの冷たさで、身を切られるような痛みを感じる。

　落下の勢いで頭まで深々と水に潜もぐり、鼻から口から水を飲む。

　むせながら浮上して顔を水面に突き出したが、そこから上がることはできなかった。足も底につかないほど深い。

　落ちてきた場所と思おぼしき石の床は、今は再びぴたりと閉ざされていて、手を伸ばせばなんとか触れられそうな天井となっていた。

　ここが要塞だった頃の落とし穴なのだろうか。

「誰か……。ここから出して」

　上方に向かって控えめに叫んでみる。控えめなのは、どこに敵がいるかわからないから。

　自分がここに落ち、助けを求めたことで、公爵やアレクの足を引っ張ったら悔やまれる。

「でも、さっき誰かが私を呼んだ。あの声はどこから？　どこかで聞いたことがあるような気が……」

　ルージュは体の芯まで凍えそうな水の中から、かろうじて顔を突き出して、周囲の状況を確かめる。

　何故か、水の中はほんのりと青白く、周囲が見渡せた。

　どこかから外の光が入り込んでいるのだろうか。

　そこは、長い長い地下用水路の一部のようだった。建物の外に通じているかもしれない。ルージュはゆっくりと、手足を動かし泳ぎ始める。

　最初は凍るような冷たさと思ったが、しばらくするとそれなりに慣れてくる。

　とにかく一刻も早く、ここから上がらなくてはならない。上がって、ジョシュアやアレクに合流しなくてはいけない。敵が、自分たちが救出に来ることを知っていたのなら、再び王子が移動されてしまう可能性もある。

　ルージュは、得意の泳ぎでゆっくりと体力を消しよう耗もうしないように注意しながら、どこかに出口がないか探し続ける。

　水は案外きれいで、美しく澄んだ川の水に思えた。清涼な水の匂いしかせず、ときおり下から差し込む光に透明な青色を見せている。

　下に……何かあるのだろうか？　どこから反射した光なのだろうか……。だが、さすがに潜せん水すいして確かめるにはこのドレスは邪魔すぎる。

（あ、差し入れの毛布とリンゴと、ビーフパイとルバーブパイにチキンの香草焼きは!?）

　落ちたときに床の上に残してきたか、公爵の用意していた差し入れのバスケットは、どこにも見当たらなかった。こんなことなら、ちょっと摘み食いしておけばよかった。

　どれだけ泳いだろうか。前方にほんのりとオレンジ色の灯が射していた。

　淡い光の下に泳ぎ着くと、頭上にぽっかりと大きな穴が開いている。

　どうやら井戸になっているようだ。

　石積みで筒状の壁が作られているのだが、落下した場所よりも高さを感じる。

　二メートルはなかったが、今のルージュにはそこまで上る手だてがない。

　だが、幸運なことに釣つる瓶べが落ちていた。

　手て桶おけに繫がったその縄を試しに引いてみる。と、井戸の上でしっかりと何かに固定されているようで、びくともしない。

　ルージュはしっかり井戸縄を両手で摑むと、筒の中に両足を踏ん張って、ヤモリのように上がっていく。

　こんなときに、木登りの技が生かされるとは思ってもみなかった。

　井戸内部の上方には、石組みの間に鉄のくさびが打ち込まれていて、それを足がかり、手がかりにすることができた。

　そのくさびは、おそらくこの井戸の上り下りのために穿うがたれたものだ。

（誰かがここを使って、牢獄を出入りしているってこと？）

　そっと井戸の外を覗いてみる。周囲に人はいなかったが、壁に小さな灯が点っている。ここは洗濯場か炊事場だろうか。

　石積みの縁に腕をかけて這い出てみたが、濡れた髪から雫が滴り、ドレスは濡れそぼって重く足に絡みつき、動きにくいことこの上ない。

（ここはどこ？　あの複雑な建物のどのあたりに来たんだろう）

　突然、暗闇からまばゆい光がルージュを照らした。

「あ！」

　まぶしさに顔を背そむける。

（看守……っ!?）

　ルージュはそう思うより早く剣を抜き、光源に向かって刃を構えた。

「なんの抵抗もできない哀れな囚人に、子供が剣を向けるとは……世も末だな」

　灯の向こうから、突然そんな言葉がルージュにかけられた。

　貫かん禄ろくと威厳を感じさせる低い声で、敵意は感じられない。

　ルージュは目を凝らして相手の姿を探す。

　牢獄の中にその男はいた。ルージュの前方に太い鉄格子が組まれ、それを挟んだ反対側の小部屋に、大人の男の人影がある。

　質素だが大きなベッドに横たわり、凹おう型がたの反射板を使った船のライトのようなものをルージュに向けている。

　ロウソクの灯が椀状の鏡で集められ、強烈な明るさになっていたのだ。

「あなた……誰？」

　たっぷりとした白いシャツを、ウエストの低い位置で太い革のベルトで留めている。

　引き締まった体たい軀くに、洗練された顔立ちをした四十代ほどの男。

　長い金髪は、伸び放題にしているのだろうか。背中に野の放ほう図ずに流れている。
















「それ、下ろしてください。こっちに向けないで」

「いいランプだろう？　友人からの差し入れだ。もう十年も前になるが」

「十年もここに投獄されているの？」

「ああ、ずっとつけ続けているこの日記に間違いがなければ」

　男は、ベッドの上に広げていた黒くろ革かわの表紙の日記帳に、ちらと目を落として言う。

　日記とは言うが、たいそうな厚さと大きさだ。

「十年間、日記を書き続けているんですか？」

「インクとペンはいつも届けさせているから、あと二十年でも大丈夫だ」

　男のいる狭い空間に窓はない。日が昇って落ちる一日の太陽のサイクルがなければ、十年の月日を記すのは難しいだろうに。

「というわけで、私は日々を記録するのに忙しいのだが、おまえはここへ何をしに来た？　私へ差し入れを持ってきたのではなさそうだな。人様の館を来訪するのに手ぶらとは、マナーがなっていない」

　この空間に閉じ込められていて、〝忙しい〟などとはよく言ったものだ。だが男はベッドに優雅に横たわったまま、今もその石いし臼うすのように分厚い日記帳に何かをしたためている。

「私は……」

「脱獄者か？　ならば、このベルを鳴らして看守を呼ばなくてはいけない。見過ごせば私も同罪になってしまうからな」

「いえ……っ！　まさか……私は脱だつ獄ごくなんかしてませんっ」

　男が、傍らのチェストからベルを取ろうとしたのを見て、ルージュは慌てて否定する。

「では、水責めの拷ごう問もんで溺れ死んだ子供の霊か？　哀れだな」

「違います、人を捜しているんです。ここに、顔に包帯を巻いた少年が入れられたはずなんですけど、その独房がどこか……」

「知らないな」

「じゃあ、銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんの青年と、金髪の少年が来ませんでしたか？　あと、眼帯とモノクルをかけてた仏ぶつ頂ちよう面づらの美中年………」

「知らないな」

「そうですか……」

「ここは人捜しに来るところではない。人が己と向き合い、真の人生を模も索さくするところだ。そして悟りを開く場所」

　ルージュの言葉を途中で断ち切り、男は哲学めいたことを語り始める。

　しかも、

「しかし、予言とは当たるものだな。おまえは〝紅い魔女〟だろう？　〝紅い魔女〟として王宮に上がったのか？」

　そう言ったのだ。

　どうしてこんなところに来てまで、こう呼びかけられるのか。

「それなりの力があるのだな？」

　男は、顔にかかるウエーブのついた金の長い髪の間から、緑の目でルージュを見つめる。

　抉えぐるように鋭く、そして何か探り出そうとするような、ぞっとするような深みのある瞳。

　長年収監され、生きがいはおろかなんの生きる喜びも楽しみも失っているはずの囚人のものとは思えない冴さえと輝きをそこに見て、ルージュは思わず小さく震えた。

（この人……知ってる。この人の特徴のあるこの喋り方。突きつけるような……言葉）

「あ……あなたはなんですか？　どうして私のことをそんな風に！　失礼じゃない！」

「失礼なのは、濡ぬれ鼠ねずみで人の部屋に侵入し、床を水浸しにしているほうだと思うが？」

「あなたの部屋は、その格子の中で、私は濡らしてはいないと思います」

　よく見ると男の周囲には不思議なものがたくさんあった。

　地球儀、天球儀、そして天文時計に天てん秤びんばかり、大きな水晶球に水盤。黒ずんだどくろ。実験にでも使うようないくつものビンに謎めいた鉱物。用途のわからない奇妙な小物。そして、天井へ続く小さな螺ら旋せん階かい段だん。

　話に聞く魔女の持ち物のようだ。ついでに彼の部屋には暖炉もあって、大きな鉄の弦つる鍋なべもかかっている。リンゴの入った籠に、皮剝き用のナイフまであった。

「囚人にナイフとか、いいのかしら」

「厨房も井戸の間も、この空間すべてが私の部屋だ。この一角は我が館。勝手に忍び込む者は呪われるぞ。看守さえもここには食事のとき以外やってこない」

「でも」

「ここを訪れる者は呪われて、一生このタンプル塔の牢獄から出られない。処刑される日は別としてな」

「あなたはなんでここに投獄されたの？　二階もあって井戸も使えるなんて優ゆう遇ぐうされてるのね」

「魔女を忌み嫌う教会の奴らが、私をここへ閉じ込めた。我が罪は、魔女と通じた罪。魔女を捕え投獄できなかった罪だ。ルージュ。紅い髪の娘、ルージュ・ド・ラ・クリムゾン！」

　その名が彼の口からすらりとこぼれ出たときに、ルージュの中で何かがざわめく。

「───どうして……」

「おまえの名を知っているか、か？　予言されていたからだ。紅い髪の娘。いずれおまえは私の元に来るだろうと」

　男の目は、鋭い眼光の中にも、ルージュを懐かしむような感情も浮かべている。

「どうして？　私を知っているの？」

「おまえの母も知っている。どうだ？　おまえはあれから少しは強くなれたのか？」

　男は、ルージュの問いに答えず、芝居がかった言葉を繰り返す。

　その声と、傲慢なほど居丈高な口ぶりは、ルージュにはっきりとその人物の正体を思い出させた。

　闇に浮かぶ明々と燃える城。黒い馬に跨り、黒い鎧よろいをつけた騎士。

　黒騎士だ。やはりあれは夢なんかじゃなかった。現実に起きたこと。

「あなた……。あの夜、城を焼いた黒ずくめの騎士。私を追いつめて、兜かぶとの下から恫どう喝かつしてきたあの人！　あの悪魔！」

「〝弱き者は強き者の下ではいつくばって生きればいい。弱き者に生きる資格などない〟」

　そう。間違いない。ルージュの中にトラウマのように焼きついていた言葉。悪夢の中で叩きつけられた言葉。それを言ったのはこの男、この声だった。

「おまえは強くなったのか？　この国を背負えるほどに強くなったのか？　生き延びられるところに魂があったのに、城に死にに戻ろうとした愚かさはもうなくなったか？」

　ぎゅっと拳こぶしを握り、どう言ったらいいのか混乱しながら、震える口を開く。

「あなたが……焼いたんでしょ？　あの城を、あなたが攻め落とした。真夜中に不意打ちで……！　あなたが皆を殺したの！　女の人ばかりで、戦いなんか無縁の城なのに！」

「だがそこにいたのはすべて、選ばれし者だった。多かれ少なかれ通つう力りきを持ち、未来を見通す魔女だった。特別な女ばかりが集つどう城、それがブランシェ城だ」

　男の言葉に、ルージュは射貫かれたようにその場に立ち尽くす。

「魔女の城……本当に、魔女が住んでいたの？　マール司教が言っていたとおりなの？　私、その城にいた子なの？」

「覚えてないのか？　生おい立たちも？　育ての父と母は、おまえに何も話さなかった？　その腕輪をおまえに託してくれたというのに？」

　男はルージュの左腕の腕輪を見つめていた。

　男の瞳には紅い柘榴石が映っていた。あの夜、赤く燃える城を映していたように。

　そう、思い出した。あの城は、大なり小なり不思議な力を持った女性と、その子供ばかりが暮らしている城だった。

　ブランシェ城。

　時の国王が内政にしろ、外交にしろ、事あるごとに助言を求め、使者を送ってよこした城。

　城の主は、誰より強い力を持った女性だった。国王が頼みにする、唯一の存在だった。

「紅い髪の……綺麗な人だった。その人が治める城をあなたが……焼き討ちにしたの……」

「言い訳はしない。だが、あの城を焼いたのは、私ではない。私がソルジェの城を焼くものか」

「じゃあ、あの夜私を殺そうとしたあなたは誰？」

　ルージュの中で激しく何かが渦巻いている。失くした何かをもう、取り戻しかけている。

「知りたいか？　知りたくばこちらに来い」

「───ここでまた、私を殺すの？」

「知りたくば、こちらに来い。ルージュ。この私が怖いのか？　このような場所に囚われ、寸すん鉄てつも帯びぬ私をおまえは怖いというのか？　まだそこまで弱い人間なのか？　ルージュ」

　圧倒的な迫力と、人を服従させずにおかないこの威圧。あのときも感じた恐怖。この男はただの騎士ではない。

　不ふ遜そんな態度の男を警戒しながら、ルージュは鉄格子に近づく。

　近くで見る男は髭ひげは伸びていたが、やせていっそう精せい悍かんな風ふ情ぜいを醸かもし出す美び丈じよう夫ふで、プラチナブロンドの髪を背中まで垂らしている。

　白いシャツに革のベルトを締め、黒い細身の膝丈のパンツにブーツ。

　決して華美ではないが、とても上質なもので、身だしなみはよく、貴族が自らの館でくつろいでいる姿となんら変わりない。

　だが、ルージュはそこはかとない不安を感じて、男の方にそれ以上近寄れずにいた。

　この男の強さを知っている。

　鎧兜の下から発せられる迫力も、あのときの姿も、恫どう喝かつの声も知っている。恐怖で身を縮こまらせていた自分は現実だったのだ。

「おまえは弱い女なのか？　牢に入れられている私に、怖くて近づけないほど弱虫なのか？　だとしたら、その〝柘榴の腕輪〟を持つに相応しくない女だ！」

　男は不意に格子越しにルージュの腕を摑み取り、左手の腕輪を引き抜いた。

「や！　返して！　何するの!?」

「大声を出すな。私がベルを鳴らさなくても、おまえの声で看守が飛んでくるぞ」

　十年も投獄されているとは思えない腕力と俊しゆん敏びんな動作で、男はルージュを自分に引き寄せた。

「放して……！　私に何かしようとしたら、痛い目に遭うわよ！」

　腕輪はお守り。ルージュの身に危険が及ぶと、それは力を発揮するのだ。きっと。

（この男を倒さなくちゃ！　ファイシス様を助けられない！）

　紅い光がぐるりと大きな玉の中で胎たい動どうした。破壊の光を放つはず、だった。

　だが、男はにやりと口元に不敵な笑みを浮かべ、その光ごと腕輪の紋章を押さえ込んだ。

「あ……」

「私は力の制せい御ぎよ法を知っている。おまえはまだ未熟だ。そんなようでは国の王子は救えない」

「あなた！　知っているの？　ファイシス様がここに捕らえられていること！」

「知っている。私がおまえのことを知っているようにな」

「どこにいるの？　なんであなたは昔から私のことを知っているの？　あの城を焼いたのがあなたじゃないなら誰なの？　誰があの城を焼いて、城にいた人たちを殺したの？」

　男は今や、鉄格子越しだというのに、ルージュの両腕を摑み、すべての動きを封じている。

「王だ」

「王？」

「彼女を望んだのは王であり、殺そうとしたのは教会であり、そして自害したのは、あの城の主ソルジェ」

「……自害？　あの城の紅い髪の女性が？」

「ああ。そしておまえの母君だ。記憶がないのか？　仕方ないか。まだおまえは五歳になったかならないかの頃だ」







『もうじき五歳のお誕生日ですよ。ルージュ様。そんなところにいたら、危のうございます。お母様に叱られますよ』

　幼いルージュはテラスの手すりの上に座って、足をぶらぶらさせている。

　すぐ下は、人が豆粒のように見える、そんな高さだ。

『ばあや、〝お母様〟って呼ぶと怒られるわよ。ソルジェ様って呼びなさい』

『あらあら、そうですわね。ノイエフランスの王陛下が唯一人信頼され敬愛される、優れた占せん者じや様ですものね』

『ねえ、ばあや。またあの黒騎士は城に来てるのね？　黒い馬がお庭に繫がれてるわ』

　城で一番高い場所。〝星見の塔〟のテラスからだとなんでも見渡せる。

　さっき雲の流れる遠景を眺めていたら、遙か彼方、王都レアパリの方角から黒い馬が猛スピードで走ってくるのが見えたのだ。

　そして今、城の壁にその駿しゆん馬めは繫がれて、飼かい葉ばと水桶を貰っている。

『ルージュ様。〝あの黒騎士〟だなどと。ちゃんとサガン伯爵とお呼びください。あのお方は宮廷貴族でとても身分のあるお方。厳しく立派なお方なのですから』

『そうね。ときどきものすごく怖い目で私のことを見てるもの。可愛い女の子はお嫌いなのね』

　ばあやは苦笑して、ルージュのことをそっと抱き上げた。

『もともと目つきの鋭い方で、他意はございませんよ、きっと。王陛下の近きん習じゆですから、とてもお仕事のできる優秀な方なのですよ』

『彼はソルジェ様のお気に入りよ。よくお部屋でご一緒してるの。私といるより楽しいのね』

『ルージュ様。王陛下からのご質問にお答えしているだけですよ。占いをして差し上げているのです。国を動かし、国を守る大きなお役目をソルジェ様は任っていらっしゃるのです。きっといずれ、ルージュ様もお仕事を継がれますよ』

『ふうん？』

　つまらない。いつも母上はお務めばかり。そしてあの黒騎士ばかり。

『いずれは、ルージュ様だけの王様が、いつもルージュ様を頼みとされますよ』

『私、王様より王子様のほうがいいわ。王子様はこの国にいらっしゃらないの？』

『おいでになりますよ。三人の王子様が……』

　過去の記憶が、たった今そこで起きていることのように、ルージュの中に甦ってくる。

　そう。この黒騎士だった。いつも母上が……ソルジェが嬉しそうに紅い髪をなびかせて迎え入れていたのは。

「───待って……待って。あなた……いつもお城にやってきていた伯爵？　あなたが王の使いの黒騎士？　ソルジェのお気に入りの……王様の使者……」

　あの頃は雄お々おしく、猛たけ々だけしいほどに強い生気に満ちて、凜り々りしかった。顔つきはあまり変わってはいなかったが、昔は短髪だった。

　そのせいか、当時のままの彼を重ねるには、無理がある。

　鋭さは残るが、年月のせいか渋く落ち着きも見せている。

「王陛下の側近で、もっとも信頼厚いと言われていた伯爵が、何故こんな牢獄に十年も幽閉されているの？」

　ルージュの疑問に、男はその両手を拘束したまま語り始める。

「始まりはいつだったのか……。今の王の父王の時代かその祖父か。ノイエフランスとイギリス及びエスパニアとの関係が悪化し、経済は破は綻たん、国民は貧困を余よ儀ぎなくされ、王家の威い信しんが危うくなった。王家はキリスト教会を信仰し、国民にもそれを強しいている。だが、神に祈るだけでは国は治まらない。もっとはっきり、目に見える形で道を示す存在が必要だった。確実に未来を予測できる力を持つカリスマが。

　戦争に飢饉、天災、都市整備。王は気が休まることがなかったのだ。そんなとき、荒野の城からやってきた紅い髪の女が未来を言い当てた。いくつも当てた。それから陛下はすっかり彼女を当てにし、使いの者を出しては助言を受けた。教会の反発を避けるため、託宣は秘密裏に行われていた。王と彼女の関係を知る者自体、ごくわずかだった。

　彼女の血筋は受け継がれ、次代の王も、先代の王の遺言に従い、荒野の女の力を借りた。やがて現王の治世。王は使者頼みではなく、彼女を自分のそばに置きたいと願うようになった。賢く美しく、力あるソルジェに、妃を失ったばかりの王は心惹かれた。王は彼女に王宮つきの占い師として宮殿に来て住まうよう命じたが、彼女はそれを拒こばんだ」

　そう、そういうことがあったと思う。

　彼女は城での生活や共に暮らす仲間たちを重んじた。自分という娘の存在もあり、王宮に住まうことは絶対にないと言ったのだ。

　男の物語りは続く。

「君命に背くなど、あってはならないことだった。王陛下に逆らうことなど誰一人許されてはいないのだ。王は……それでも彼女の気持ちを尊重し、許そうとしていた。だが、事情を知った教会の関係者たちは、彼女の王への反発を反逆罪として糾弾した。教会は彼女を魔女として火刑に処すると決定したのだ。王の意向など聞きもしなかった。教会は彼女とその血族を抹殺しにかかった。代々の王が心の支えとし、国政を動かすのが辺境の地に住む怪しげな〝占い女〟であってはならなかったのだ」

「そして……火がかけられたの？　城を夜襲ったあの部隊は、王宮の教会関係者だったの？」

「さすがに、僧侶たちが直接辺境の一城を滅ぼしには行くことはなかった。傭兵を雇い、修道騎士団を組織した。私は……それを止めるためにブランシェに急いだ。王の命でもあり、彼女だけでも逃がすためにあの城に走った。だが……手遅れだった」

「ソルジェは……神通力で、あの襲撃を予知できたんじゃないの？　あの城は焼き討ちから逃れる術があったのではないの？」

「ああ、そうだな。だが、彼女も人の子だ。すべての未来を予測し当てることはできない。ただ、城の主ソルジェは教会の兵士たちに捕われて、王都で火刑台に上るより、あの場所で死ぬことを選んだ」

「そんな……」

　バチバチと燃えさかる炎。逆巻く炎は、頑強な城壁の石積みさえ崩していく。

　炎の中で女子供が悲鳴を上げ、火だるまになって倒れていく。

　なんとか城の外に脱出した者も、兵士の槍や剣によって命を絶たれた。

（私は……私も城壁の外に出た。ばあやに連れられて、抜け穴から。でもばあやが殺されて、私一人で逃げるなんてもうできなかった。だから、お城に戻ってみんなと一緒に……）

「おまえが城に戻ろうとしたわけを私は知っている。戦うためではない。ただ、母の元に行きたかっただけだ。ただ考えることをやめたかっただけだ。逃げろと言われたのに、おまえは逃げることを放ほう棄きしようとした。そんなのはソルジェの望んだことではない」

「だから、私を殺そうとしたの？　城主である母にふさわしい子供じゃなかったから？」

「私がおまえを殺そうとしただと？」

「そう。丘から突き落とし殺そうとした。そこにあの天使様が現れて助けてくれたの」

「笑止。殺すつもりがあれば、何も語らず殺していたさ。心臓の一突きで瞬殺できる幼おさな子ごだぞ。私はおまえに生きる指針を与えてやったというのに」

「なぜ……あなたが私に〝生きる指針〟なんて教えるの？」

「いずれわかることだ。おまえはブランシェ城の主、ソルジェの娘。おまえが今、王陛下に召喚されたのなら、その役目を全力で果たせ。そうでなければ……！」

　冷ややかな声で低く囁いていた男の声に、突然、敵意が潜んだ。

　かと思うと、男はその手にいつしかルージュの剣を持ち、やおら首元に突き立てた。

「───っ！」

　ひんやりとした刃の冷たさ感じ、ルージュは息を吞んだ。

　男の剣が引き抜かれると同時に、鮮血がほとばしる。だが、その剣はルージュの体を少しも傷つけてはいなかった。

　背後に忍び寄り、ルージュを捕らえようとした男を刺し貫いていたのだ。

「あ……」

　ルージュの首筋を掠めながらも、男の喉のど頸くびを一刺しだった。

　頸けい動どう脈みやくを断たれたのだろう。男は悲鳴も上げられないままくずおれて息絶え、みるみるうちに、その真っ赤な血が床に広がる。

「あ……」

　鹿しか革がわのジレを着て、深ふか緑みどりの上着をつけた男だったが、牢の看守にしては身なりが変だ。手や指先が綺麗すぎる。

「ルージュ！　行け。こいつはいつもの看守じゃないぞ。おそらく司教が送り込んだ刺客だ」

　礼を言うべきなのか躊ちゆう躇ちよする間に、男はルージュの手に剣を戻すと牢の中の自分の胸に引き寄せる。

「きゃ！」

「いちいち声を出すな！　その隙を敵に衝つかれるぞ！　愚か者め！」

　男の言葉に憤いきどおりを覚えるが、それは武術を学ぶ者にとっては当然のことだとも知っている。

（常に緊張を維持しないと。ここは敵地。ファイシス様を助けるのが私の役目！）

　男は先ほど取り上げた金と柘榴石の腕輪をルージュの左腕に戻した。

　手首の内側に刻まれた紅い十字の痣あざのような痕を、懐かしそうに指先でなぞりながら。

「行け。母の腕輪がおまえを守ってくれるだろう」

　男は突き放すように言って、ルージュの緑の瞳を見た。冷酷で無愛想なだけではない、情のこもった緑の瞳。ルージュの瞳と同じ色だ。

「あなたは……どうするの？　ここに死体が倒れていたら、あなたが犯人にされる。待ってて。私……今、あなたを助ける！」

「助けなど不要だ。私は己を罰するためにここにいるのだ。だから今は一人で行け」

「でも！　私は……」

「ルージュ。我が娘よ。ではおまえに一つ頼みがある。これを……」

　男はルージュに指先で近づくように指示して、耳を寄せるルージュの胸元に思い切り枕まくらを突きつける。

　そして力の限り突き飛ばしたのだ。

「───っ！」

　息が止まるかと思うほど強く突き飛ばされ、ルージュの体は宙に浮くと後方に吹っ飛んだ。

（あ……）

　ルージュの視界一面が、薄汚れた古い石の天てん井じように占められる。そして、後頭部を打ちつけることだけは避けようと反射的に身をよじったルージュの前には、蒼あおい蒼い水面が迫っていた。




　バシャ！




　鼻から、口から、水が一気に入り込む。

（また……水。さっきのも……もしかしてこの人が？　どうやって……っていうかさっきあの人何か気になることを言わなかった？　気のせい……？）

　息を詰めるルージュの体は、落下の勢いでさらに沈んでいく。

　そしてゆらゆらとルージュを取り巻く水は、紅い髪も濃い紫のドレスも、黒いマントをも、ゆっくりと、蒼く冷たく染めていく。

　凍えて薄れる意識の中で、甦った記憶たちがせめぎ合う。

（あの紅い髪の人が……私の生みのお母様……。あのときの私の世話をしていてくれたのは、殺されたばあや。じゃあ、私が十五になって王陛下に呼ばれたのは……お母様の代わりを務めるため？　私がソルジェの血を引く〝魔女の城〟の娘だって……知られていたから？　父様も母様も、それを知っていたんだ……）

　水路をたゆたうルージュの脳裏に、新たに甦る記憶があった。

　──そうだ。ずっと忘れていた。

　ジュランソンの、育ての父母との出会いのこと。

　天使様が、樫のうろに横たえてくれたあと。気がつくと傍らに、すみれ色の瞳の女性がいた。

　髪の色も瞳の色も違うのに、どことなくソルジェに似た、きれいな人。

「可哀想に。さぞ辛かったことでしょう。今日からあなたはクリムゾン家の娘。私たちの城で暮らすのよ、ルージュ」

　そう言って、優しく抱きかかえてくれた。

　──すべてはあの夜に始まったのだ。

　司教たちの企たくらみで焼かれた城。

　聖職者たちのねたみから殺された、不思議な力を持つ人々。

　その血を受け継ぎ、生き延びた自分。

（だからマール司教は私を目の敵にしていたの）

『紅い魔女は……王家を滅ぼす』

　王陛下が魔女の占いに頼った政治をしていたのなら、そういう事態もあり得る。もしくは、そう吹ふい聴ちようしておけば、人々は司教が言うのだから本当だと思うだろう。そうした迷信で、特殊な能力のある者を封じ込め、火刑台に送ってきたのだ。

（許せない！　悪いことなんかしていないのに……！　私……私は……）

　体が凍えて動かない。

　朦もう朧ろうとした意識の中で、思考だけがいたずらにくるくると巡る。

　体が動けばいいのに……私の腕が……私の足が……。

『おまえは逃げ出したかっただけだ。戦うことを放棄して、ただ甘えに戻りたかっただけだ』

　男の声が、まだルージュの心に突き刺さっている。

（あの人は……私を強くしようとしただけ。私の心を……あの城の焼き討ちのショックから立ち直らせようとして、わざと乱暴なことを言ったんだ。私は、弱くなってはいけない立場の人間だから……）

　ルージュは遠くなりかけていた意識の底から、はっきりと目を開けた。

　水の中だ。何もない、ただひたすら蒼く冷たい水の中。

　だが、よく見ると、水はどこからか光を受けていた。

　頭上からの微かな光。

（どこから光が差し込んでいるの？）

　気持ちが冷静になっている。凍りそうだった手足が動く。こうなったら泳ぎは得意だ。息が続く限り、光の方に向かって泳ぐ。

　静かに上を目指して、そっと水面から顔を上げる。

　井戸ではなかった。

　禍まが々まがしい空気に満ちた空間。壁には陰気なロウソクの光。

　床には今ルージュが顔を出している長方形の穴が開けられており、天井の滑かつ車しやからは粗末な椅子が繫がれたロープが伸びている。

　水中でルージュが見た光はそのロウソクだったのだ。

　水責めの牢ろう獄ごく。

　壁のハンドルを回すと、座った人間を椅子ごと水に浸けることも引き揚げることも自在な禍々しい仕掛けだ。

　そして今、その水牢で、誰かが拷問を受けていた。

　しばらく様子を見ていたが、周囲に看守の気配はない。

　椅子に縛りつけられている人物は、ぐったりとうなだれている。顔にはぐるぐると包帯が巻かれていて、誰だか判別できない状態だ。

　だが、ルージュには確信があった。ファイシスのシャツだ。包帯から覗く金の髪もファイシスのもの。指先もファイシスの指先。指輪もそうだ。

「ファイシス…様……？」

　恐る恐る呼びかけた。

　縛られた手も、爪も、真っ白で血の気がない。身じろぎもせず、はだけさせられている白い胸元は、呼吸の気配も感じられない。

　縛いましめられたファイシスの姿は、十字架にかかった彼の幻を思い起こさせる。

　そう、あれはファイシスが自分自身を責め続ける心が具現化したものなのだ。

「ファイシス様……！　ファイシス様！　しっかりしてください！」

　さっきより、強くその名を呼んだ。何度も呼んだ。

「───ルー……ジュ……」

　うなだれたままの彼が、か細い声でそう応えた。

「ファイシス様！」

　涙が、水滴よりずっと大きくずっと熱い大粒の涙が、ぼろりと溢れた。

　痛いほど冷えた体を溶かすような、熱い涙。

「よかった……。ご無事ですか!?　今、この縛いましめを解ときますね！」

「来てはいけないと言ったのに……どうして？　君はすぐ帰るんだ。見つかって……しまう」

「いやです！　私はファイシス様を救うんです！　ファイシス様と一緒でなくちゃ、私はここから帰りません！」

「歩けないのに……逃げられないよ。ルージュ。僕は君を守りたい。君を危険に曝さらしたくない。君には……明るい陽射しの下で、元気に走り回っていてほしいんだ……。僕が叶えられないことを、君は全部叶えられる……だ…から……」

　血の気のない唇。何度かは頭の先まで水に浸けられていたのだろう。包帯がわずかに湿り、彼の髪もシャツもズボンもまだ濡れている。

　石造りのこの部屋はどれだけ冷えることだろう。

　ルージュも濡れそぼっているから、その辛さは容易に想像がつく。

「ファイシス様。この包帯は……お怪我ではないですよね？　目隠しのためですよね」

「ルージュ。それをとっちゃいけない。君は……今すぐ来た道を帰るんだ……」

　ファイシスの語調が厳しくなった。

　ファイシスがファイシスとして存在するとき、これほどはっきりとルージュを拒絶したことはない。

　これではまるでガーゴイルだ。

「ファイシス様、お顔が見たいです。それに、逃げるためにはその包帯を解かなくては」

「ダ…メだ……い……や……」

　ファイシスが顔を背そむけるが、ルージュは両手で包むように正面を向かせる。

　凍こごえて石になってしまったかのような彼の肌。

　紫色に染まり震えている唇。

　ルージュは彼の唇にそっと唇を重ねた。
















　少しでも早く、彼の体を温めなくてはと思った。少しでも、恐怖を和やわらげたいと思った。

　目が見えないまま、足が動かないまま、体の芯から冷える牢獄に入れられて、水に浸けられるという拷問を受けているのだ。

　いくら王子として覚悟を決めている彼でも、恐れを抱かないわけがない。辛いわけがない。

（なのに、私だけで逃げろなんて……）

「ル……」

　また、その言葉を吸い取るようにそっと、そっと、唇を合わせた。

　ファイシスの冷えて硬くなった唇を溶かすように、ルージュの熱を分け与える。

「ダ…メ……だ」

　彼が何かを言おうとするたび、少しずつ、少しずつ力を込めて重ね合わせた。

　花弁のような美しい形の唇をひとひらずつ、マッサージするように吸い、唇で挟み込んでは優しく舐なめる。

「ルー……ジュ……人が……来る……拷ごう問もん吏りが……」

　ずいぶんと温かくなった唇にほっとして、ルージュは王子から唇を離した。

　後頭部に手をやり、包帯をほどく仕草をしても、彼は今度は抵抗しなかった。

「ファイシス様……！」

　白い包帯をくるりと一重ずつほどくたび、顔の輪りん郭かくがはっきりとしてくる。

　そしてすべての包帯がするりと落ちると、そこに瞼まぶたを閉じたままの少年の顔が現れた。

　顔面は蒼そう白はくだったが、唇だけは赤みが戻り、やつれてもなお美しい気品に満ちた少年の面おも差ざしだ。

「ファイシス様……」

　彼がやおら、瞳を開いた。蒼い宝石のような瞳が、濡れた睫まつげに彩られてルージュの目の前に現れる。

「ファイシス様！」

　ルージュは王子に飛びついて、きつく強く抱き締めた。

　冷えきった王子の四肢が、喜びに満ち、情熱で熱くなったルージュの体で、ほんのり温ぬくもったような気がする。

「私が濡れていなければ、もっとちゃんと温めて差し上げられるのに……」

　それでも体をぴたりと合わせ、ぎゅっとぎゅっと抱き締める。

「ルージュ……どうして君まで、そんなにずぶ濡れなの？」

　ファイシスは、ファイシスとも、ファイシスでないとも言い切れない、憂いを帯びた顔でそう問いかける。

　拷問で痛めつけられたせいだろうか。その瞳は湖水のごとく澄んではいるが、いつものキラキラとした輝きはない。

「ルージュ。お願いだから、早く一人でここを出て。どこから来たの？　扉が開いた音はしなかったから、他の場所から忍び込んだね？」

「水の……下からです」

「水の下……？　ここの水の？」

　それまで、苦悩の浮かんでいたファイシスの顔に笑みが宿った。

「ルージュは……本当にいつも僕を驚かせるね。予想の上を行くよ。いや、この場合〝下〟かな？」

「よかった。ファイシス様……」

　微笑んでくれただけで、飛びつきたくなるほど嬉しい。この人にはやっぱり笑顔が似合う。

「今、この鎖を解きますから」

　ルージュはファイシスの横に回り込み、手錠の鍵に、ジョシュアが製作した鍵開けの万能針金を挿そう入にゆうする。

　少年の細ほっそりとした腕を拘こう束そくしていた鎖は、音を立てて外れた。

　次いで、ルージュは彼の足につけられた枷かせも外す。

　ファイシスは縛めから解き放たれた。

　ルージュは彼の体を支えながら椅子から下ろそうとするが、足元が不安定で、一歩間違えば水の中に落下してしまう。

（こんなとき、ガーゴイルが現れてくれたら……）

　彼ならば、こんなところから逃げ出すのは簡単だろう。

（だからといって、突然意識を手放されても、どうなるかわからない。それに今のファイシスは、過去の記憶をほとんど失った純真な少年ではないように思う。

（だって、思い出していたもの。この腕輪のことも、十年前、私を助けた夜のことも）

「ルージュ」

　不意に、刺すような静かな声で名前を呼ばれた。

「はい」

「誰か……来るよ」

　ファイシスの目は、扉の向こうの何かを鋭く見つめていた。

　ルージュはファイシスの体を抱きかかえ、支えたまま、戸口に集中する。

　まもなく足音が聞こえてきた。

「看守だ。僕をもう一度椅子に座らせて。なんとかごまかすから」

「でも、やっとここまで……」

「ルージュは僕の後ろに隠れて」

「でも、こんなに小さな椅子の後ろじゃ、見つかってしまう」

「じゃあ、少しの間、水の中に潜っていられる？　冷たくて……させたくないけど」

「大丈夫です。私、どんなことでも平気です！」

　もう、弱い自分じゃない。怖くて、戦いもせずに逃げ出す自分じゃない。ファイシス様が求めてくれているのは、役に立てる自分。

　紅の髪を持つブランシェ城の主、ソルジェ。王陛下を守り続けたその力を自分が継承しているのなら、ちゃんと王子を助けなくては。

　ルージュはファイシスを椅子に戻し、鎖を軽く巻きつける。鍵はかけない。

　そして自分はまた水に入った。

　間に合わないかと思ったが、なんとかルージュが頭を水に沈めたときに、扉が開いて看守が顔を覗かせた。

「大丈夫だな……異常はなし……と」

　扉を閉めかけてから、「おや？」と訝いぶかしみ、看守が中に踏み込んできた。

「包帯がほどけているな……」

　まずい。もっとちゃんと巻いておくべきだった。うなだれて気を失っているふりをしていたファイシスの髪を、看守は荒々しく摑んで仰向ける。

　はらりと包帯が落ちた。

「この顔は、見たことが……まさか……いや。まさか……!!」

　ファイシスが目を開ける。真っ青なヒヤシンスブルーの目がきらりと光り、膝が看守の股こ間かんをめがけて繰り出された。

「うっ！」

　呻き声を上げて看守が身を折り、ファイシスの上に倒れ込んだ。だが、彼はすかさずかわして立ち上がる。椅子にくずれた看守の図ずう体たいを、ファイシスはそのまま鎖で縛りつける。

「ファイシス様……？」

「ルージュ。出ろ。こいつを代わりにして時間を稼ぐ」

　決断した声は、こういう暴力沙汰に馴れた者の声。

「ガーゴイル……？」

「何を言っているんだ？　さっさとしないと、逃げられない」

　ルージュが水から上がる間に、ファイシスは看守に包帯を巻き猿さる轡ぐつわを嚙ませ、足枷までつけて、一見自分と錯覚するように細工した。

　哀れな看守は椅子ごと床に転がされる。

「ええと、ファイシス様……」

　ファイシスはルージュの手を引き、戸口に張りつく。外を窺うかがって誰も来そうにないのを見ると、廊下に飛び出した。

（ファイシス様なの？　ガーゴイルなの？　ガーゴイルじゃなければ、こんな芸当はできないはずだけど……！）

　ファイシスは、扉をきちんと閉めて逃亡のあとを隠す。そして二人の人間がやっとすれ違えるくらい狭い廊下を、ところどころにある仕切りの棚をよけて走り抜ける。まるでよく知っている場所のようだ。

「ファイシス様」

「なんだ？　ルージュはいつも〝ファイシス様、ファイシス様〟だな」

「じゃあ、やっぱりガーゴイル？」

「契約を結ぼう。ここから逃げ出すにはおまえの力が必要だ。俺と今すぐ契約を！」

　彼はやにわにルージュの方を振り返って顔を乱暴に近づける。強く求める、吸いつくような熱いキス。短い間だが、名残なごりを惜しむように味わってからそっと離した。

「ガーゴイルなの!?　私あなたを助けにきたのに」

「俺じゃなく〝ファイシスを〟だろ」

「違うの！　ううん。どっちも！　だってあなたたちは一人じゃない！」

「いいや、違うさ。だがとにかく今はこの要塞からおまえを逃がす！　〝俺が死んでも〟逃がすから！」

　外に出る扉を探そうとしていたファイシスが、前方に視線を向ける。

　敵が来た。そうルージュにも感じられた。まだ足音もしていないし、カンテラの明かりも近づいてこない。でもわかる。

　ファイシスはとっさに逆方向へ走り、入り組んだ廊下を折れて、階段を上がっていく。

「上に向かって、大丈夫？　外に出て逃げたほうが……」

　深夜。灯のない牢獄で、下から突き上げてくるような人の思念。押し寄せてくる追っ手の気配に、追い詰められる。

　塔頂に出たら逃げ場はない。

「上で、戦うつもりなの!?」

　公爵やジョシュア、アレクシスがどこにいるかわからない。この牢獄に留とどまっているのだろうか。さっきの戦いで怪我をしている可能性だってある。

　あのときの不意打ち。刺客は十人はいたのではないだろうか。彼らをアレクシスたちが全滅させていたとしても、侵入者がいることはもう知れ渡っているはずだ。

　そんなことを考えながら、ルージュたちは細い右回りのらせん階段をぐるぐるとひた走る。

　水で濡れそぼったドレスが足にまとわりついて思うように走れないのが、ルージュを苛立たせる。

「ドレスが邪魔だわ。これじゃあ敵と戦えない……！」

「脱ぐことに異存はないが、コルセットにパニエ姿、腰に剣帯という勇ましすぎる姿で敵に殺やられるのだけは避けてくれ。俺が恥ずかしすぎる」

「あなた！　やっぱりガーゴイルじゃない！」

　ルージュは自分より一歩先に進んでいく彼の背中を睨みつけて、声を上げる。

「静かにしろよ。案外響くぞ」

　暗がりで、靴音だけが響く。ルージュのブーツの中で水がぐちゃぐちゃと音を立てる。

　ファイシスは、裸足はだしだ。

　白い足が石段を駆け上がるのが、ぼんやり闇に浮かぶ。若い牡お鹿じかのごとく走る王子の足を見るのは、それだけでとても安心できて嬉しくて、涙が出そうになる。

　でも、だからこそ、彼をもうこれ以上危険な場所には行かせたくない。

「ガーゴイル！　ちょっと待って、いつからなの？　ねえ。いつから……」

　まさかあの、水牢の中の口づけから、ガーゴイルだったりしたら。

　キスが目的ではなかったとはいえ、王子の唇を自分から奪ったような行為は恥ずかしすぎる。

「ねえってば。答えて！」

　ひたすら前方を駆け上っていた彼が、ようやくちらと顧かえりみた。そして悪いた戯ずらっぽい〝してやったり〟の笑みを口の端に浮かべて言う。

「生死のかかったこの状況で、こだわる点が〝そこ〟っていうのは頼もしいな」

「だって！」

「知らないよ。おまえが王子の拘束を解いたあたりからかな。看守が来た頃からはっきりとしだした。看守が俺様の顎あごを薄汚れた指で持ち上げたあたり。それ以前から薄々目覚めてた気もするが」

　よかった。

　もちろんそんな場合ではないのだが。

「戦うつもりなら、私の剣を貸すわ」

　二人の前方にいくつ目かの扉があった。そこを押し開けると、頭上に暗い夜空が広がった。屋上に出たのだ。

　ルージュは、自分の剣をファイシスに渡そうとする。

　だが、彼は塔頂に造られた見張り部屋の壁の中から、ロープの束を取り出した。

「それは？」

「ヴィクスに備えさせておいたものだ。もとはこの屋上から罪人を吊るして絞首刑にするためのロープらしいが」

「ヴィクサントールが!?　ヴィクサントールさんが用意してくれたの!?　あの人はやっぱり、ガーゴイルのことを知っていたのね!?」

「奴は最高に使える下僕だよ」

　そう言うと彼は、また壁の隠し扉から、もう何巻きかのロープを摑んで放り上げてくる。

「それ、繫げるか？」

「ロープとロープを繫ぐのね？　ほどけないように」

「ああ、そうだ。さすが辺境の娘だな。レアパリ育ちのご令嬢じゃそうはいかない」

「でもこの長さでは地面までは下りられない。もっと頂ちよう戴だい、もっともっと……」

　必死にロープを繫ぎ合わせるルージュに、夜の香こう気きを含んだ冷たい風が吹きつける。

　松明を手にした兵士たちが、この塔をめがけて押し寄せてくるのが見える。

「あそこにいるぞ！　王子と魔女だ」

　遙か眼下、地上の闇に蠢うごめく男たちの誰かがそう叫んだ。

　この牢獄の看守とは思えなかった。剣と槍で武装した男たち。やはり王妃か司教の傭兵たちが、大勢詰めていたに違いない。

　このタンプル塔に身柄を拘束してもなお、居場所を突き止め、ファイシス王子を救出しにくる者がいることを、彼らは予測していたのだ。

「すごい数……あの馬車……マール司教が来たわ。王妃様の馬車も」

　王妃はこの街に観劇に来ていると公爵が言っていた。物見遊山のつもりだろうか。

「脱獄した王子が処刑されるのを、みんなで見物するってわけだ」

「だめよ。逃げなくちゃ！　あなたはガーゴイルなんだから、できないことはないでしょ」

　だが、階段はもう使えない。

「ルージュ。ファイシスはファイシスなりに王陛下のことを思っているし、よき王室、よき王政が、国民の平和と安全と幸せを呼ぶと信じてるんだ。それにあいつは、何よりもおまえのことを……」

　振り向いて、ガーゴイルはルージュの瞳を見つめてきた。

「だから……おまえは……」

　タンプル塔の大広場が、兵士たちの掲げる松明に照らされる。

　世紀の大おお捕とり物もの、そして処刑が始まるそのさまを見物に来た王妃が、馬車の窓から覗いている。

　塔の上からでも一目でわかる独特な出いで立たちのマール司教も、大勢の兵士の中にくっきりと浮かび上がっていた。

「王妃がいるな。そしてあのエセ司教も……」

　今はガーゴイルとおぼしき少年が、冷ややかに嗤わらった。
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　松たい明まつが次々と集まってきて、大軍のようにうねって見える。

　そう、その明かりは二人の足下に群がり、襲いかかり、人を焼き尽くそうとする戦いくさの灯あかり。

「あの夜の……焼やき討うちのよう。また、あんな惨劇が起きるの」

「あの城に起こったことは……悲劇だった。だが、僕が前線に送り込まれた戦争の死者の数に比べれば、まだ耐えうるものだったかもしれない。どちらも、避けられないものだったのか……!?」

　その表情は苦悩に満ちている。またファイシスに戻ったのかもしれない。

「ルージュ。飛び降りろ。逃げるんだ」

　彼はルージュの体に命いのち綱づなを巻きつけようと、胸きよう壁へきの上に立たせる。

「ダメだ、ルージュ！」

　塔の下の広場では、サンティノワール公爵が銀髪のカツラを振り乱し、マントを大きく広げながら駆け寄ってくる。

「無理だ！　そこから飛び降りても……死ぬようなものだ！」

「ルージュ！」

　アレクシスも、こちらを見上げながら走ってきた。この広場は音が本当によく響く。

　ルージュはいくぶんほっとした。

　少なくとも、公爵とアレクシスの二人は無事なのだ。

「王妃よ。強き者が弱きを制する。だが、強き者が栄えるのは束つかの間だ。ご存知ないのか？」

　王妃の豪華な馬車に気づいた公爵は、近寄るとまなじりを決する。

「公爵。そなたがまさか私を裏切り、反逆者である第三王子と魔女の味方をするとはな」

「彼は反逆者ではありません、王妃。獅し子し身しん中ちゆうの虫はあの男。マール司教でありますぞ」

　王妃は象ぞう牙げの扇おうぎを口にして笑った。

「お黙り公爵！　そしてそこの脱獄者よ、聞くのです。そなたはこの場で死ぬ方が国のため、王陛下のためなのですよ。そなたを擁よう立りつし、祭り上げて王位に即つかせようと企む者どもも、その処刑で目を覚ますでしょう」

　王妃は馬車からゆっくりと降りてくる。

　そして、松明の明かりに燦さん然ぜんと輝くきらびやかな装いを見せつけるようにして、ファイシスを見上げた。

「王妃を、そのような高い場所から見下ろすのは不敬というもの。射いよ！　かまわん！」

　マール司教が叫び、王妃が嗤わらった。広場で弓を構えた射手たちの長おさが尋たずねる。

「あの少女もですか？　寄り添って離れませんが」

「あれは王子をそそのかす魔女。もろともに射落としなさい。早く！　王妃の命が聞けないというのか!?」

　今度は王妃が、怒りと苛立ちとが入り交じった強い口調で急せき立てる。

「僕は……君を助けなくては……あのときとは違うということを示さなくては」

　ファイシスが何か支えにすがるように、ぎこちなく、白い指先をルージュの背に回す。

　そして眼下に押し寄せる松明の波と、その炎をギラリと反射させる剣と槍やりの群れを見た。

　己に向かってくる敵意と殺意。

「これは……僕に対する処刑の儀式……」

　ルージュの体を抱き締めながら、震える声。

　カッと見開いた蒼い瞳は過去に飛んでいるようだ。彼は今、幼い頃に送り込まれた戦の光景を見ている。

「誰も死なせたくはないのに……。誰も傷つけたくないのに……僕は無力だった。王子なのに何もできない。僕が弱いせいで……弱くて力がないせいで、人が大勢死んだ」

　ルージュは、子供の頃の自分を責め続けるファイシスを、ぎゅっとぎゅっと抱き締める。

　彼はずっと一人きりで苦しんできた。負わなくていいはずの責めを、幼い彼は大人たちの都合で背負わされたのだ。

　武力行使による領土拡大。欲に目のくらんだ大人たちによって、鮮血飛び散る争いのただ中に放り込まれた、純真な少年王子。

　身を守るすべも知らない子供が、兵士たちの士気を高めるという目的、それだけのために───。

　ルージュはファイシスの頰に両手を添えて、自分に視線を向けさせた。

「ファイシス様。大丈夫です。私がいます。私がファイシス様と契約を結びます」

「契……約……？　それは、約束のこと？　指切りのこと？　ルージュが僕とずっといるっていう……」

「いいえ、別の契約です。私がファイシス様と力の契約をします」

「力の契約……？」

　ルージュはファイシスの頰を包む手に力を込めて、自分の方に屈かがませた。

　そして唇を合わせ、ファイシスの唇をきつく吸った。

　二人が一つになるように。

　お互いがお互いを深く信じ合えるように───。

（いつも、ガーゴイルがしていた契約の儀式。信じ合うことを約束するための……）

　ゆっくりと、彼の体温を感じた。さっき牢獄で交わした口づけはまるで氷のようだったけれど、今度はちゃんと紅くて、柔らかな唇。

「私は……ずっとファイシス様のおそばにいると約束しました。だからファイシス様にも、そのための努力をしていただかなくてはなりません」

「でも、僕は……」

「何をぐずぐずしているのです？　早く射落としておしまいなさい！　火刑よ。炎を射かけなさい！」

　業ごうを煮にやした王妃の檄げきに、兵たちは火のついた矢を弓につがえ構える。塔の上のルージュとファイシスは、数百の火矢の的となった。

　広場から放たれる紅い矢は、闇夜の花火を思わせる。

　まるで、美しい見せ物のようだ。その意味さえ問わなければ。

「ファイシス様……！　避けてください」

　ルージュが、突き出た石壁の陰に彼を押し込み庇かばおうとするが、ファイシスは動かない。

「ファイシス様！　契約を守って！　あなたは助からなくてはいけない！　罪なき者は死んではならないんです！」

「僕は罪人だよ。そしてこの国の第三王子だ。マール司教！　僕はここにいる。逃げも隠れもしはしない！」

「見るがいい！　人民よ！」

　突然、あたりに高らかな声が響いた。張りのあるしっかりとした青年の美声。

「現王妃ポンパドールは、罪もない第三王子ファイシス様を暗殺するため、このタンプル塔に一存で投獄したのだ。そのために、ご立派な理由をつけた。王妃主催の舞踏会に許可なく出席し、王子として堂々とした姿を宮廷貴族の前に披露したのが科とがだというのだ。果たしてこれが罪といえるか？　彼に心を寄せる廷てい臣しんたちを、国こく賊ぞくとして狙い始めた。我々は前王妃カトリーヌ様の遺い児じを、このように手酷く扱っていいのだろうか？」

　ルージュはファイシスの体をしっかりと抱き締めながら、その声に耳を傾かたむける。

（知っている……この声。いつもはこんな風に話す人じゃない……でも……）

　ヴィクサントールの声だ。ヴィクサントールが、大勢の民衆の前で熱弁を振るっていた。

「第一王子ですら、第三王子の陰謀で殺されたと、そこにいるマール司教は吹ふい聴ちようする。しかし、それがまったくの噓だということは火を見るよりも明らかだ。それで第三王子の処罰など、あり得るのだろうか!?」

「否！」

　そう呼応し、叫んだのは、大勢の民衆の声。

（何故？　どうしてこんな夜中に住民たちが？）

　恐る恐る、塔の胸壁の上から広場を覗く。

「ヴィクサントール……それに、こんなにたくさんの人が集まっていたの!?」

　この牢獄があるのは、確かに街中だ。

　しかし、こんな時間に市民が集つどう理由が浮かばない。

「ルージュ……人は大勢集まってくれている？　ヴィクスが集めてくれたんだよ。彼がこっそりと……」

　壁に背を凭もたれかけたファイシスが、落ち着き払った声で言う。

「ヴィクサントールが民衆を!?　じゃあ、彼はやっぱり……ファイシス様の忠実な従者で……味方で……」

「彼は……僕の唯一の味方だよ。ずっと彼だけが協力者だった。でも今は違うね。僕には君もいるから」

　広場の群衆に目を奪われているルージュの顔を、彼は見つめる。

「ルージュ。僕は第三王子として、今ここで処刑されても悔いはないよ。ただ、君のことだけは守りたい」

「ファイシス様……！　私は……」

「十年ほど前、焼き討ちされた城の周囲で、途方に暮れていた幼い女の子は君だよね。僕は……あの土地に、あの城に、昔から王族の救いとなってくれる人たちがいると聞いて……行ったんだ……。ちょうど同じ日に、修道騎士団が城を襲撃しているなんて、知らずにね……。そして……君に出会った。そして約束したんだ」

「あのときのこと……覚えていらっしゃるんですか？」

　ファイシスは、穏やかで汚れのない、美しい少年の笑みをたたえ、そして壁沿いに身を起こすと、要塞の壁に立ち上がった。

　ガーゴイルのような軽かる業わざ師し的な動きではないものの、怯ひるむことも怖おじることもなく、彼は確かに自分の足で立っている。彼が今ガーゴイルなのかファイシスなのか、もうルージュにはわからなかった。おそらく彼自身もわかってはいないだろう。彼はただ、このノイエフランスの一人の王子として、壁の上で矢や面おもてに立ち、堂々と広場に対たい峙じしている。

「義は母は上様！　私は……王位を望んだことなど、ただの一度もありません。ですが、義母上様が私は罰を受けるべきだと、処刑に値するとおっしゃるのなら、謹つつしんでお受けします」

　広場で深いどよめきが起きた。

「王子様は悪くないぞ！　悪いのは親族同士結託して、管職をすべて牛ぎゆう耳じっている王妃のほうだ！　前王妃カトリーヌ様の王子を助けろ！」

「そうだ！　こんな夜中にこっそり王子を処刑しようだなんて、後ろ暗いところがあると言っているようなものじゃないか！」

　集まってきていたレアパリの市民は、武装せず、質素な普段着のままそこにいたが、周囲の兵たちに向かってヤジを吐き、そこここで小こ競ぜり合いが始まる。

「おまえたち！　王妃様の御前だぞ……！」

「だから、その現王妃がなってないんだろうが！　ファイシス様はとても優しい方だと聞いているぞ！　王妃の日々の仕打ちにも健けな気げに耐えていると！」

「そうだ！　前王妃様は庶民のことを考えてくれる優しいかただった。なのに今の王妃はどうだ？　自分ばかりが贅ぜい沢たく三ざん昧まい。第一王子が亡くなったと言われている今ですら、あの黄金の首飾り！　ドレスや髪のきらびやかさはどうだ？」

「王妃を処刑しろ！　王子様を救え！」

　騒ぎを聞きつけ、群衆はどんどんふくれ上がってくる。

　心優しき王子が王妃の横暴によって処刑されようとしているのを知り、不満が噴出したのだ。

「血が繫がっていないとはいえ、まがりなりにも息子なのに！　なんて酷い」

「誰か！　軍隊を呼びなさい！　早く、この愚ぐ民みんどもを取り押さえて！　広場から追い出し、邪魔だてするものは皆投獄するのです！」

　王妃は、押し寄せる民衆に恐れと怒りを抱きながら、ヒステリックに叫ぶ。

「王妃様。これ以上この場におられるのは危険かと存じますぞっ！」

　マール司教の悲鳴に、王妃は再び馬車に乗り込もうとする。

「司教。そなたがしっかりしていないからです！　儀式に効果はあるのでしょうね!?　王子を牢獄で病死させると言ったのは、そなたでしょう!?」

「申し訳ありません……もう少しお時間をいただけておりますれば……」

「この期に及んで、そのような言い訳、見苦しいわ！」

　王妃の馬車が、群衆に押されてゆさゆさと揺れている。

　六頭の馬は驚き、いななき、兵士と群衆がごった返す中、興奮ししきりに頭を振っている。

「ファイシス様！　危険ですから、下りてください！」

　ルージュはファイシス王子の体を胸壁から下ろそうと試みたが、下手に力を加えれば、王子を突き落としかねない。

　その高みに上ったのは王子の意志。

　強風に煽あおられ落ちる危険をいとわないのも王子の選択。

「王妃様と司教の癒ゆ着ちやくの……その証拠を手に入れられたら、王妃様はもうファイシス様に罪を認めよとは言えないはずです。きっと……秘密警察が……」

「ルージュ。君は早くここから去るんだ。そして、ジュランソンへ帰るといい。契約のことなど忘れて」

「いやです！　私は決意したの。この腕輪の力がどんなものでも、ファイシス様のためなら使うって！」

　火のついた矢が、また流星雨のように降り注いだ。

「ルージュ！」

　ファイシスと同じ胸壁に立つルージュを矢が狙う。

　ファイシスはルージュを抱き締め、体を張って庇った。

『───大丈夫……君は大丈夫だよ。僕がきっと助けるから……』

　悪魔の声に対抗して、淡い光の向こうから聞こえてくる優しい天使の声。

（そう。まるであのときと同じ……でも、今度は私が守るから！　黒騎士、私はもう昔の弱いだけの子供じゃないの！）

「やめて!!」

　声を限りに叫ぶ。

「王妃様と司教の口車に乗せられて、罪のない第三王子を処刑するなんて、もっての外ほか！　取り返しのつかないことをするつもり？　後悔するわよ。王陛下のお許しもないのにどうなるか」

　ルージュをただの小娘と思っていた兵たちに、動揺の色が表れた。

　だがすぐに、対抗するように王妃が叫ぶ。

「私の命令を聞かないのなら、処罰します！　その者は王位を狙い、魔女と契約を結び廷臣の数名を操ろうとした反逆者。大罪人なのですよ」

「裁きは、正々堂々と王陛下の御前で、その廷臣とやらに証言してもらってすべきこと。王妃様ともあろう方が秘密裏に王子を私刑などと。それも、血の繫がりのない、体の不自由な王子を、邪魔だからといって謀ぼう殺さつするなど言ごん語ご道どう断だん」

「生意気な小娘！　だから王陛下に反対したのに！　辺境の田舎いなか娘むすめなど、礼儀作法もなっていない。ましてや口の利き方も知らぬ！　司教！　早く黙らせるのです！」

　王妃は塔の上のルージュを睨みつけ、そしてマール司教を振り返る。

「殺せ！　あいつは魔女だ！　紅い魔女。王宮に不幸を呼び寄せる、悪魔に等しき存在！」

　窮きゆう地ちに追い込まれた司教は、意固地になった子供のように喚わめき続ける。

「〝魔女〟？　私は王陛下に招しよう喚かんされた特別な娘です。私が魔女ならあなたは悪魔。金で怪しい儀式を行い、子供を殺す。あなたにこそ天てん罰ばつが下されるわ」

「く！　戯ざれ言ごとを！　いつまで言わせておくつもりだ！　邪魔だてする者は殺せ！　王妃様の命令だぞ！　あの娘を殺せ！　王子ともども、火刑に処せ！　紅い魔女だ！　言葉巧みにだましてくるぞ。八つ裂きにし、徹底的に焼き尽くすのだ！」

　いつの間にか、胸壁上のルージュとファイシスの背後には、兵が楯たてを持ち迫っていた。もうどこにも逃げ場はなかった。

　ヒュンヒュンと音を立てて、火矢がルージュとファイシスを襲う。

　ファイシスの金の髪や、白いシャツに火の粉が散ると、そこから焼け焦げた臭いが立つ。

「ダ…メ!!」

　自分を塔の内側に戻そうとするファイシスの体に、ルージュは飛びついた。

　雨あめ霰あられと射かけられた火矢は、ルージュの髪を掠めるが、傷つけるには至らない。それがまるで炎がルージュを避け、ルージュが炎を近づけない力を持つように周囲の者には映ったらしい。

「おい！　あの娘！　全然火がつかないぞ。矢があの娘を避けている!?　神の守護か？」

「ああ！　何者なんだ？　本当に魔女なのか？」

「魔女が王子の命を体を張って守ったりするものか！」

　屋上で、ルージュとファイシスを捕ほ縛ばくしようとにじり寄っていた一団も、たじろいだ。

「では、天が彼女が正しいと示しているのか!?」

「そうだ！　神が王子を正しいと、紅い娘が正しいと我々に告げようとしているんだ！」

　ルージュたちを取り囲んでいた王妃の兵たちも混乱して、口々に喚きだした。中には戦せん意い喪そう失しつし、命令違反を承知で矛ほこを納める者もいる。

「命令だ！　王妃様のご命令だぞ！　早く奴らを捕らえよ！　早く!!」

　栗色の髪を三角帽子からはみ出させ、口髭を激しい動揺で震わせながら、傭兵を率いる大柄な騎士が叫ぶ。

　しかし。

　すぐに兵士も民衆も、すべての者が息を吞み、沈黙することになった。

「皆の者、静まれ！」

　威厳に満ちた青年の声が響いた。

　王妃の首に、剣が突きつけられていた。

　アレクシスだ。

　混乱に乗じて、いつしか背後に忍び寄っていた彼の姿に、王妃の護衛たちはまったく気がつかなかったらしい。

「そなたは……こんなことをしてただで済むと思っているのか？　田舎貴族め……」

　王妃が詰まった呻うめき声で、すぐ背後に立つアレクシスに訊ねる。

「〝田舎貴族〟……ですか。私のことがおわかりになりませんか？　王妃。……いえ、母上とお呼びしましょう。私はノイエフランス王国の第一王子、シンドラでございます」

　美しくもエレガントな言葉で自己紹介するアレクシスだが、剣を持つ手は揺るぎない。

「母上。お久しぶりでございます」

　突とつ拍ぴよう子しもないことを悠ゆう然ぜんと言われ、王妃はひくりと口元を震わせた。

「シンドラ……だと？　私のシンドラ王子は、留学先で馬車の転落により事故死した！　何を寝惚けたを言っている」

「ではこれが証拠になりますでしょう。私が五歳のとき賜たまわった、王家の紋章の入った剣です」

　アレクシスの剣の柄が、ついと王妃の目の前に差し出され、王妃はそこにある文様を見せつけられる。

「こ…れは───……！」

「あなた様が私の五歳の誕生日に下さった、エメラルドとサファイアが埋め込まれた剣です。そして、こちらが王陛下より賜った指輪。これでもまだお疑いですか？」

　アレクシスは、王妃がよく見えるよう左手を突き上げた。

　王妃の顔色がみるみると変わった。引きつった顔で、指輪から、剣から目を離せずにしどろもどろに答える。

「それは……まさしく私がシンドラにやったもの。おまえが……シンドラだと？」

「はい。占い師が王位を巡る争いに巻き込まれ、二は十た歳ちの頃私が暗殺されるだろうと予言したため、陛下と乳う母ばとが私とそっくりな少年をすり替えたのです。私は十四歳で宮廷を去り、ジュランソンのクリムゾン伯爵家に身を寄せました。〝魔女の荒野〟に近いあの場所です」

「アレクが……第一王子シンドラ……様？」

　ルージュはあまりの成り行きとその驚きよう天てん動どう地ちの事実に、啞然としてアレクシスを見つめる。

　あの剣は、確かにアレクシスが肌身離さず持っていた剣だ。柄に刻まれているのは双そう頭とうの獅し子しが剣と楯たてを持っている意匠。だがあの剣の紋章と王家のそれが同一だなどと、思ったこともなかった。

「そなたが私の大事なシンドラ王子？　そんな馬鹿なことが……」

「シンドラの事故現場には、法ほう衣え姿の者たちがいたと聞きました。おそらくそちらの司教の差し金による殺人かと思いますが、私はここにこうして生きておりますよ。母上」

　アレクシスは剣を収め、呆ぼう然ぜんと佇む王妃の前に回り込む。

　優雅な所作で、片足を地面につき、深く頭を下げると、黒いベルベッドのリボンで結んだ銀の髪がするりと肩から滑り落ちた。

　そして蒼そう白はくになり、小刻みに震える王妃の手を半なかば強引に取ると、その甲こうに口づけする。

「お疑いでしたら、胸の内側の三つ並んだほくろをご覧に入れましょうか？　母上ならご存じのはず。身代わりのほうには、刺青いれずみを施していたようですが」

　アレクシスはマントを脱ぎ捨て淡いラベンダー色の上着のボタンを外し、白いギャザーのたっぷり寄ったシャツを脱ぐと、胸元に並ぶ三つのほくろを王妃の前に曝さらした。
















「どうして……。王子がすり替えられていたことに、私が気づかなかったなんて……」

「母上が子育てをしているわけではないのですから、気づかなくても仕方ありません。似た背格好の、同じ髪色の少年を探し出して、父上は第一王子をすり替えたのです。ごくわずかな信頼できる側近にのみ予言を明かし、それ以外の者には例え母上にでも事実を隠していた」

「予言？　誰がそんな馬鹿らしい」

「王が信頼を寄せていた通力を持つ姫です。地方に城を構える、誠実なかたでした。彼女は、悪しき僧侶が王子の暗殺を企くわだてると告げたのです」

（それは……もしかして……〝魔女の荒野〟の城の主、紅い魔女のソルジェ……）

「まさか！　大噓だ！　王妃様、その男の言うことはでたらめですぞ」

「マール司教！　正直にお言いなさい！　あなたがシンドラを殺そうとしたのですか!?」

　王妃は、こめかみに青筋を立てて司教に詰め寄る。

「王妃様。私は聖職者。断じてそのようなことはいたしません！　神に、神に誓って……」

　マール司教が、皺の寄った額に冷や汗を滲ませながら、苦しい言い訳を口にしたときだった。

　一台の白い箱馬車が、石畳の上を騒々しい蹄ひづめと車輪の音を立て、広場へと突入してきた。

　その場にいた兵たちは、足をもつれさせながら、慌ててよける。

　大広場に突入してきた馬車から、扉を開け顔を突き出したのはジョシュアだった。

「ねえ、司教様。その神だけど、司教様の本当の神様はこれじゃないの？」

　ジョシュアが木箱を取り出して、留め具を弾はじくと中のものを司教の前に放り投げた。

「うわっ!?」

　周囲の者は放り出された〝神〟を見て、それが大きな白はく蛇じやだとわかると悲鳴を上げて飛びすさる。

「司教様の本当の神様は白蛇だよね？　あの地下聖堂の火事も司教様が儀式をしていて起きたんですよね？　生き残っていたこの蛇が証拠だよ。これ、みんなが知ったらどうなるのかな？」

「教会関係者も大目に見てはくれまい。こんな大事になってしまったからには」

　今度は響きのよいテノールで、公爵が口を挟んだ。

　そして馬車の御者台に乗っていたお小姓のアレンが、ひらりと石畳に飛び降りた。

「シグナス！　僕もちゃんと仕事をこなしましたよ。王妃の部屋で契約書を見つけたんです。王妃様が司教様の黒ミサに金貨二十枚とダイヤ、そして一番効果的だという子供の生いけ贄にえを捧げ、第三王子ファイシス様のご不幸を祈る依頼を、司教が承諾した文書です」

　手を高々と掲げた先に、司教の使う白い便箋。そして末尾には王妃の署名と花か押おうがはっきりと記されていた。

「ああっ！」

　王妃の、悲鳴にも近い叫び。

「マール司教の……密約書だ。儀式を請け負うと書いてある」

「ああ、間違いないな。これは司教のサインだ！」

　一斉に、司教と王妃の行為を糾弾する声が上がる。

　司教はあわあわと声の出ない口を震わせ、行き場のない足踏みを石畳の上で繰り返す。

「王妃様……」

　王妃は憤ふん怒ぬの形相で司教を睨み、口元は怒りに震わせる。

　二人の行為を責め立てる民衆の声はどんどん大きくなるばかりだ。

「王妃様。我が母上。この期に及んで見苦しい真似はやめていただきたい。王陛下ももうこちらに戻られる頃です。父上にこの騒ぎをどう説明なさるおつもりでしょうか？」

　アレクシスの毅き然ぜんとした品格のある立ち居振る舞いに、民衆も兵士も、そして王妃さえも口をつぐんだ。

「第三王子ファイシスともども、我々兄弟は助け合って国を支えていく所存です。王妃よ。あなた様はどうか離宮に蟄ちつ居きよし、病の静養を試みるか、あるいは潔いさぎよく……」

　アレクシスの〝あるいは潔く〟の先に続く言葉は、王妃には容易に想像がついたのだろう。

　唇を引き結び、血が出るほど嚙み締める。

　ドレスを摑む指は筋が立つほど力が込められ、ぶるぶると震えた。

「───わかりました。第一王子シンドラ。あなたの言葉に異論はありません」

「王妃！　こんなところで引き下がってはなりませぬ！　あの王子は偽物……！」

　そこでアレクシスがまた凜りんとした声で、王妃と司教を制した。

「王族と聖職者たるもの、国民の模範となって、正しき道を示すのが責務。私利私欲のために権力を行使するさまなど、見せるべきではありません。省かえりみていただきたい！」

　王妃はその場によろりとくずおれ、そばにいたお付きの者に支えられた。

　いつしか、誰もが胸壁の上のルージュたちに、炎を射かけることをやめていた。

　まるで降臨した神を拝するように、畏い敬けいの念で見つめている。

「ファイシス様……」

　固かた唾ずを吞のんで成り行きを見守っていたヴィクサントールが、ファイシスを仰ぎ、別人のような柔らかな安堵の表情を見せた。

「王子に無礼であるぞ！　矢を引け！　剣を収め、敬礼せよ！」

　声高らかに、サンティワール公爵が周囲の兵に命じ、市民を含めたすべての者がその声に従った。

　だが、まだあがく者がいる。

「こしゃくな！　おまえたち覚えていろ！　たかが傭兵の身分で命令に背くとは！」

　老司教は口こう角かく泡あわを飛ばして喚わめき散らすが、かえって誰もがその醜さに醒さめていくようだった。そして、気品に満ちた塔上の王子に付き従う、邪気があるとはとても思えない童顔の、美しい赤髪をなびかせる少女に心を寄せたのだ。

「愚か者め、後悔するぞ！　紅い魔女は国を滅ぼす！　言い伝えを知らぬのか、無知どもが！」

　司教は窪くぼんだ眼がん孔こうの中、ギラギラと獣のように輝く金色の目でルージュをねめつける。

「マール司教！　反逆しているのはあなたのほうだ。素直に罪を認め、悔い改めなさい」

　アレクシスが叫ぶが、司教は屈しなかった。

「おまえごときが第一王子のはずがないのだ！　まやかしだ！　偽物だ！　事故にあった王子が本物なのだ！　今こやつらの化けの皮を剝がしてやる」

　マール司教は、胸の上で骨張った二本の指を反らすように突き出し、素早く大きく十字を切った。

　続けて、胸元から取り出した怪しげな護符の一片を空中に投げ、反対の手で握っていた樫かしの木の杖を天高く突き上げる。

「ジュ・ア・ラテム！　クリストー。ガオル……ボワシュ！　ムン！　ファイシス！」

　マール司教が眉間に深く皺を寄せ、怪しい言葉を述すると、彼の周囲に黒い靄もやのような呪文の帯が形成される。

　そしてルージュとファイシスに向けて、杖の先端を激しく振った。

　白蛇に魂を売った彼の力は底知れない。今度はどんな妖術を仕掛けてきたのか。

「ダメ！　あなたの力に私は負けない！　邪よこしまな思いを魔力に託す司教には、天が罰を下されるわ！」

　ルージュの言葉は、誰かに教わった呪文ではなかった。

　司教への憤いきどおりをそのまま、唇から溢れるに任せて叫んだのだ。

　ルージュの言葉が司教へ投げつけられたまさにそのとき、頭上から激しい光線が襲いかかった。

　紅い稲いな妻ずま。

　真夜中に垂れ込める雷らい雲うんは、かえって空を明るくする。

　その雲から紅い雷いかずちが落下したのだ。

「うがあ……っ！」

　しわがれた叫びを上げ、司教の体が稲妻の発光に包まれた。

　のけぞり、震え、激しく痙けい攣れんする。

　やせた老体にビリビリと走る火花は、しばらく彼の発した呪文の光と反発していたが、やがて天よりもたらされた光が勝り、マール司教は広場の真ん中に倒れ込んだ。

「あ……」

　司教の法衣は黒く焼け焦げ、体からは白い煙が上がっていた。

　群衆の間にどよめきが起こった。最初は悲鳴に近い声だったが、それはやがて、正義を称える歓声に変わる。

「司教が死んだ！　司教が天罰を食らったぞ」

「やはり第三王子様は正しき者！　神様が助けたんだ！」

「第三王子様万歳」

「ファイシス王子！　万歳！」

　万歳の声が、いつしか兵士の何倍何十倍にふくれ上がっていた民衆の中で沸き上がり、その声は元要塞の建造物で囲まれた広場に渦巻く。

「ファイシス王子！　ファイシス王子！　万歳！」

　ルージュは、倒れた司教の姿を見つめ。

（もしかしたら、また別人と入れ替わっているかもしれない。また誰かを犠牲にして、自分は生き延びているかもしれない）

　それだけの力がある人物だ。

　でも、それを確かめに行くことはせず、ルージュはファイシスに柔らかに抱きついた。

「お怪我は……ありませんか？　ファイシス様」

「大丈夫……大丈夫だよ。ルージュ」

　安心させようとして、ファイシスは二度繰り返す。

　静かな声で、穏やかな目で。

「よかった……」

「ファイシス王子。これに懲りずに、王宮に戻っていただけますか？」

　声に振り返ると、アレクシスが塔の屋上に来ていた。

　胸壁に歩み寄り、彼はファイシスに手を差し伸べた。

「もちろんです。アレク……。兄上とお呼びしたほうがよろしいですか？」

「どちらでもかまわないよ」

　アレクシスは悠然とした大人の笑みを浮かべ、弟の手を取ると、眼下に見守る民衆に手を振ってみせる。ファイシスはまだよろけながらだったが、自分の足で立てるようになっていた。

　男も女も入り交じった、歓かん呼この声が響き渡った。広場の隅では王妃の護衛兵が、所在なさげに小さくなっていた。

　王妃は無念をにじませてファイシス王子を見上げていたが、踵きびすを返すと馬車に戻り、御者を急き立て逃げるようにレアベルサイユへと去っていった。

「ファイシス様。王妃様はあれでよろしいのですか？」

　いつの間にか、ヴィクサントールがそこにいた。

「母上には、もう今回のような暴走はさせないよ。ファイシス。第一王子の名にかけて」

「兄上は……今後王宮に入られ、王子として生活なさるのでしょう？　弟として大変嬉しく思います」

　とても冷静なファイシスの態度は、無邪気な少年のそれとはまた少し違っていた。

「ファイシス様……ファイシス様ですよね？　それとも、もしかしてガーゴイル？」

「どうしてそんなことを訊くの？　ルージュ」

　無邪気さよりも、落ち着きと高貴な空気を醸かもし出す彼は、今は立派に十七歳の王子に見える。

「君はどちらの僕が好きなの？　栄はえあるノイエフランスの第三王子と、教会の雨あま樋どいに棲すむ怪物と」

　ここにいるのは、一体どちらだろう。このウイットに富んだ口調はガーゴイルのものだろうし、でも表情はファイシス王子だ。

　困惑するルージュを見て、ファイシスは薄く笑った。

「ヴィクス！　馬車の用意をしてくれる？　ルージュを早く館に連れて帰って温めないと」

　今さらのように冷えを感じて震えるルージュを、ファイシスは優しく抱き締める。

「ごめん。僕も少し濡れているけど、君を抱きたい……」

「大丈夫です。とても温かいです……」

　温かいというより、ドキドキして暑いくらいだ。

　頰が火ほ照てるし、なんだか彼と目を合わせられない。

（今まで、こんなに強く恥ずかしいと思ったことなんてなかったのに……）

　濡れたドレスは、胸元が透けて肌の色がわかるほど。

　ほとんど何も着ていないのと同じくらい露あらわになっている太ふと腿ももに、無性に羞しゆう恥ち心しんを覚えてしまう。

「ルージュ……」

「あの……、あまり見ないでください……」

　王子に対して使うには失礼な言葉かもしれない。〝見るな〟なんて。でも、今見られると恥ずかしさで爆発してしまいそうだった。この場で、ファイシスの腕を突き放して、そして走って逃げ出してしまいそうなのに、それは失礼に違いない。

　だから、顔をそらしてそう言ったのだ。

「わかったよ……僕のマドモアゼル」

　やっぱり、ファイシスはどこか変わった。

「兄上。宮殿に戻りましょう」

　二人でもう一度広場の民衆に手を振ると、奇くしくも同じ日に復帰した王子二人とルージュは、来たときとはまったく違った状況の中、堂々とらせん階段を下り、興奮冷めやらぬ民衆の大歓声に迎むかえられながら、白い馬車に乗り込み王宮へと帰還することになる。

（夢みたい……）

　そう思う。

（ああ、でもこんなに幸せだと、また何かしっぺ返しが来るかな？　ファイシス様がいつか言っていた……『幸せのあとには必ず突き落とされる厳しい現実が来るんだよ』って……）

「これからはまた、闘いの日々が始まるな……」

　ファイシスが、明るい未来を見つめる眼差しでそう呟く。

「闘い？　どうしてですか？　なんでそんなこと……」

「僕のルージュの……紅い女神の取り合いが……ね。今の王家には王子が三人もいるから」

　そんなことを言われると照れて、嬉しくなってしまう。

「大丈夫です。私はファイシス様を守る者ですよ。他の王子様じゃなく」

「いつまでも、そう言ってもらえるように頑張るよ」

「はい」

　来るときに乗っていた黒い地味な辻馬車は、今は流れる金の蔦模様に飾られた素晴らしいものに変わっていた。

　まるでカボチャの馬車がシンデレラの馬車に変わったように。

（そうだ……黒騎士を……あの人を救わなくては。王陛下が戻ってきたら、あの人の釈しやく放ほうを願い出たい。叶うかしら。叶うわよね。きっと王陛下は彼を罰しない。それとも、あの人は案外好き勝手に牢ろう獄ごくから外に出ているのかも？）

　そう思ったのは、広場で一度大きくターンした馬車の窓から塔が望めたとき、そのてっぺんに黒いマントの男が立っているように見えたからだ。

「ルージュ？　何を見てるの？」

「ファイシス様、あそこにあの黒騎士が。いいえ、さすがに……ちょっと、疲れたみたい……」

　ファイシスはルージュの頭をそっと押さえて自分の方に寄りかからせる。

「僕に凭もたれて休んでいいよ……。ゆっくりお休み。着いたら僕が起こすから……」

　ファイシスはルージュの紅い髪に口づけた。そしてルージュの唇に。

「ルージュ。きっとこれが俺の……ガーゴイルとしての、最後の、キスになるな……」

　それは魔法のように甘く、蕩とろけるように穏やかな口付け。

　ルージュはいつしか彼の胸の中で安らかな寝息を立て始める。

　ノイエフランス王家の運命を握る少女が手に入れた、嵐のあとのしばしの休息。

　その左腕にきらめく柘榴石は、そんなルージュを見守るように、燃える炎を宿した色で、強く、紅く、輝き続けていた───。
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「ルージュ様。ルージュ様？」

　プチトリアノン離宮の中庭で、その名を呼ぶ声が響く。

「どちらにいらっしゃるんですか？」

　ルージュはさっきから、庭の植え込みの中の大きなアフロディーテの像の陰に隠れて腰を下ろし、小さく小さくなっている。

　もちろん、ユラやアベリシアに名前を呼ばれているのは百も承知だ。

（でも、もうしばらくは出て行けないの。一人にして。こうしてここで……）

「ルー姉様？」

　向こうを窺っていたルージュは、背後から声をかけられ、びくっと身を竦すくませる。

　柔やわらかなラベンダー色の瞳に呆れた色を浮かべた、ジョシュアがそこに立っていた。

「姉様、こんなところでどうしたのさ。みんなが捜しているよ？　呼ばれているんだよ？」

「ジョシュア。し」

　一番見つかりたくない相手に見つかった気がして、ルージュは慌てて口止めする。だが相手は十年以上そばにいて、すべてを知り尽くした相手だ。ちっとも同情的なところも、気遣いを見せる様子でもなく、両手を腰に当てて、目立つように立ちはだかる。

「〝し〟ってなにさ？　ねえ、姉様。いい加減子供じゃないんだから、こんなところでかくれんぼするのはやめてもらえる？　姉様はもう宮廷中で一目置かれる姫君なんだよ？　恥ずかしいったら」

　弟のジョシュアに叱しつ責せきされて、ルージュは小さな肩をいっそう小さくすぼませた。

　しっかり者の弟に、諭さとすようにたしなめられると、自分がすごくだめな姉に思えて情けない。

「だってジョシュア……ちょっとくらい息抜きがしたいなって思っても、仕方ないと思うの」

　ルージュの名を呼び、捜している人の声はどんどん大きくなるようだ。

　離宮の外からも、ざわめきが聞こえてくる。

「ルージュ様」

「ルージュ様？」

「姉様、ほら早く出て行ってよ。また人が増えてきてる」

「でもっ」

　離宮の正門付近には、馬を連れた騎士や、ニワトリを抱いた農夫、黒猫を抱いた少女など、貴族から一般の市民まで、何十人も列を作って並んでいる。

　皆、ルージュを待っている人々だ。

　さっきから、並ぶ者は引きも切らず、どんどんその列を伸ばしている。

「あの、ルージュ様は今お忙しいので……私が用件を伺うかがっておきますから、お一人ずつどうぞ」

　困惑顔のユラが仕方なく門を開けて、居並ぶ者たちの声を聞き、羊よう皮ひ紙しに書き留めている。

　その内容が漏れ聞こえてくると、ルージュはまたいっそう小さくその場にしゃがみ込む。

「大変なんです。うちの商船が太平洋上で行方不明になったんです。是非ルージュ嬢に捜さがしていただきたく……」

「うちのペリーのお腹が異常に大きくなって、二十匹くらい仔猫がいる大変なお産じゃないかと心配してるの。見てくださいな」

「うちのロバが最近何も食べなくなって、やせ細るばかり。どうしたらいいのでしょう」

「ルージュ様に、うちの家内を診みていただきたい。食べても食べても食欲が収まらなくて」

　ルージュは大きく溜め息をついた。

「私は獣医さんでも、千せん里り眼がんでも便利屋さんでもないんだけど」

「でも、姉様はそのどれにも匹敵する力があるって思われているんだよ。事実、マール司教に雷を落としたのは姉様の力だって、今ではほとんどの市民が信じているし、評判になってるよ」

「あれはたまたまよ。ちょうどそこに雷の雲があって、そこにマール司教が杖を突き出したから落ちただけで、私の力じゃないわ。きっと」

「でも少なくともあの場にいた市民は信じてるよ。姉様は王家を救うために現れた少女だって」

　ジョシュアに腰を引っ張り上げられて、ルージュは大理石の彫像の足下にしがみつく。

「ジョシュア。あなたが代わりに彼らの相手をしてやってよ。ジョシュアなら、私と同じくらい勘がいいし、私より知識があるもの。ロバの食欲の出し方も、奥さんの食欲の抑え方もわかるでしょっ」

「わからないって。みんなは〝紅い髪の少女〟を目当てに来ているんだよ？　国を救い、王子たちの道を照らす奇跡の少女を」

「でも、私には無理っ。ロバは無理、猫のお産も無理」

「でもじゃないよ。それにそんな風に地面に這はいつくばっていたら、せっかくデューク王子が贈ってくれたドレスの裾すそが汚れるじゃない」

「大丈夫よ。デューク王子は、汚しても困らないくらいプレゼントしてくださるって」

「そうは言ってもね、姉様」

「タンプル塔の一件があってから、王宮に出向くことも多くなって、ドレスは何着あっても間に合わないくらいなの。本当に、デューク王子には感謝してる」

「ルー姉様、話をそらさないでくれるかな。僕が言ってるのはね……」

「だって、私！　困るわ。すごく怖いの！」

　ルージュは、出生の事情が明らかになっても、以前とまったく変わらず接してくれる弟に泣きついた。

「色々な悩みをみんなが次々持ち込んでくるじゃない？　頼られることはすごく嬉しいのよ。でもね、応えられなかったらどうしようって……。みんなの期待に外れた〝紅い魔女〟だったらどうしようって……」

　涙ぐむ姉を見ながら、やれやれと、ジョシュアは両手を軽く広げた。

「わかったよ。姉様。今すぐロバの診察をしろとは言わないから、裏口に行って馬車に乗ってよ。アレクが……シンドラ王子が呼んでたよ。姉様に訊ききたいことがあるって」

「アレクが!?」

　留学から戻った第一王子として、すっかり忙しくなったアレクは、離宮の部屋はそのままながらも、今やルージュとは食事のときに会えるか会えないかの存在になっている。

　王陛下の片腕であり、王族の良きまとめ役にもなっているのだ。

　末王子のリハビリも積極的に支援してくれているから、ファイシスは今はすっかり馬で遠乗りできるまでに回復している。

　ルージュはジョシュアの手助けを得て、こっそりと裏門を出る。

　そこに軽快な馬の蹄ひづめの音が聞こえてきた。黒くろ馬うまが木立の中を走ってくる。

「ルージュ！」

「ファイシス様？」

　振り向きざまに一陣の風が起こり、ルージュは一瞬にしてファイシスに馬の上へと攫さらわれた。

「どこに行くの？　乗せていってあげるよ」

「ありがとうございます！　アレクの……シンドラ王子のところへ」

　ルージュは、ちょうどよく筋肉のついた、しなやかなファイシスの体に両手を回す。

「シンドラ兄様のところ？　ふうん」

「なんですか？」

「なんでもないよ。ただね」

　金の髪をなびかせ、ちらっと蒼い瞳を後方に向けながらファイシスが口を尖とがらせる。

「ルージュを取られたくないからね」

「やだ、もしかしてアレクを相手にやきもちですか？」

「〝アレクが相手だからやきもち〟なんだよ」

　ファイシスが文法の添てん削さくみたいに言い直した。

「つくづくアレクのすごさを認識させられているからね。僕はいつルージュを取られてしまうか気が気じゃないよ」

「アレクは私なんかには見向きもしません。元々女性にモテモテで」

　ファイシスは木立の向こうに王宮を見て、馬の速度を落とした。そしてゆっくりと馬を止めて背中越しにルージュに語りかける。

「そうかな。ルージュは自分のことを過小評価してないかな」

「してませんよ」

「でも、君は僕の大事な……」

　そのとき、二人の馬がたたずむ近くの茂みがざっと揺れた。

「おや。これは我が紅い姫と、我が麗うるわしき弟君か。鹿と間違えて射い貫ぬくところだったぞ」

　デューク王子だ。

　デューク王子が栗毛の馬を操り、弓矢を手にしてそこに現れた。

「遅いから、臆おくしたかと思ったが」

「臆したって？」

「シンドラ兄上が、おまえに剣の稽古をつけてやれとおっしゃってね。ルージュも呼ばれただろう？」

「デューク王子。ファイシス様をいじめないでください。ファイシス様はまだやっと馬に乗れるようになったばかりで、剣なんて」

「いじめだなんて心外だな。ルージュ。シンドラ兄上の言いつけだぞ？」

「そんなの、噓です！」

「噓なものか、なあ？　兄上」

　彼の背後から、もう一頭馬が顔を突き出してくる。乗っているのはアレクこと、シンドラ王子だ。

「アレク……あ、シンドラ王子……」

「アレクでいいと言っているよ。ルージュ。君とジョシュアには以前と同じに接してほしい」

　わざわざ言い直したルージュに、苦笑しながらアレクは言う。

「はい。でも今のデューク王子の言ったことは本当ですか？　ファイシス様に剣の稽古だなんて」

「ああ。そうだよ。ずいぶんと乗馬も上達したようだし、剣の稽古をしてもいい頃合いだろ」

「まさか、馬上試合ですか？　剣で？　まだちょっと、ファイシス様には危険です」

「そんなことはないよ。ルージュ。僕だって稽古くらい十分こなしてみせる」

　必死に庇うルージュに、かえって自尊心が傷つけられたのか、ファイシス自ら、その稽古を受けて立つ気になったらしい。

「ファイシス様！　やめてください。馬の上で剣を使うなんて危険です」

　ガーゴイルならともかく、ファイシスでは、まだまだそんな荒技は危険すぎる。

「ルージュ。僕なら大丈夫だ。では、行きますよ。デューク兄様！」

「望むところだ。ファイシス！　ルージュの前で、私のかっこいいところを見せてやるよ」

　デューク王子はバサッと肩にかかるゴージャスな縦たてロールの髪を払った。

　そして、腰の剣に手をやると、一瞬で引き抜いて構えた。走り、激しく揺れる馬の背で、剣先は一ミリたりとも崩れない。本気だという仕草だ。

「はじめ！」

　審判役のアレクシスが、そう声を発した。

　デューク王子がファイシスに向かって真っ直ぐに馬を走らせる。距離は一気に詰まった。

　ファイシス王子も腰の剣をスラリと抜くと、デューク王子の胸元に切っ先を向ける。

　キン！　キン！

　二人の乗る馬が近づき離れ、またすれ違うたびに、剣が鋭く合わされる。

　両者互ご角かくの戦いだ。

　ルージュははらはらしながら二人を見守る。

　もちろん、心の底で強く願ってしまうのは、ファイシスの勝利。そして無事に剣合わせが済むことだ。

（もう少し！）

　ファイシスが優勢になったかと思われた。

　だが、ほんの少しデューク王子の姑こ息そくな作戦勝ちだった。

　デュークは剣で背後に咲き誇る背の高いアーモンドの花を散らし、その白い花吹雪でファイシスの視界を惑わしたのだ。

　ザッ……！

　花びらに紛らせて、デューク王子の切っ先がファイシスの胸元の白いリボンタイをなびかせた。

「あ……」

「そこまで！」

　アレクシスの一声で、剣合わせの稽古は終わった。

　二人の馬はゆっくりと歩を止めて、そして一定の距離を持って向き合った。剣はそこで収められる。

「なかなか有望だな。さすが我が弟。第三王子だ」

　アレクシスが、満足そうに二人の弟王子を見やる。

　ドキドキしながらファイシス王子の戦いぶりを見守っていたルージュは、そこでやっと一息ついたが、すぐにアレクシスに向き直る。

「アレク。ファイシス様にはまだ剣の稽古は危険なの。もう少したってからのほうが……」

「ルージュ」

「なに？」

「ファイシスは、もう十分動ける身体だ。動かしておいたほうがいい。今までが不健康すぎたんだ。本当は筋すじも痛めてなかったんだから」

「あ」

「それに、まだまだ、これでも私は甘やかしていると思うよ。本当の稽古になったらデュークではなく、この私が相手だからね」

　アレクシスはシュンと腰の剣を抜いて、その切っ先を空に向けた。

　はらりと、遅れて空を舞ってきた緑の葉と白い花びらが、その切っ先に止まった。

「すごい……」

　あまりに見事な剣さばきに、ルージュは思わず目を瞠みはる。

　やはりアレクシスの剣技の、右に出る者はないだろう。

「すごいわ、アレク」

「それは当然です。私はルージュの剣の師をお館様に任された者。ルージュにもそろそろ剣の稽古をつけなくては、腕が鈍るのではないかと心配しているところだよ」

　アレクはすぐそこの東屋にルージュを誘い、そして緑の円まる屋や根ねの下のベンチに座る。

　日陰に入ると、涼しい風がふっと肌に流れてきて、ルージュもさっきの稽古試合の熱から少し解放される。

「そうよね。私も室内でのお勉強ばかりで身体がなまってきたところだったの」

「では、ルージュがファイシス王子の相手をしますか？」

「ファイシス様の？」

「そう。切せつ磋さ琢たく磨まするにはちょうどいい相手かもしれない。ファイシスの武術の腕は、まだまだ伸びる。私かサンティノワール公爵が相手をしていけば……それは見事な腕前になる」

「本当に？」

「本当に。でも……」

「なあに？　〝でも〟なんなのよ？　アレク」

　つい親しい口の利き方になってしまうが、アレクシスもそれを心地よく思っているようだ。

　ふっと笑みを浮かべ、ルージュの腕をつと取って、そして腕輪が飾る手を元に持っていく。

「そこまで立派な王子に鍛きたえ上げることに、戸惑いも覚えるんだ」

「どうして？」

　意味がわからず見つめるルージュに、アレクシスは困惑気味に淡く微笑ほほえむ。

「今でもルージュは三王子のうちファイシスに一番肩入れしているでしょう？　それがちょっと悔しくなってきたからだよ」

「肩入れって……だって、ファイシス様は今まで一番不自由を強いられてきたのだもの。私に〝紅い魔女〟だか〝王の星〟としての力が本当にあるのなら、その力のちょっとでもお貸ししなくちゃ」

「それが悔しいと言っているんだよ」

　アレクシスは、今度はルージュの腕を取って引き、自分の横に座らせる。

「私だって、一応王子。〝王の星〟にはそばにいてほしいと願う者だよ。しかも王位には一番近い」

「それはそうだけど……アレクはもう十分素晴らしいもの。完璧な王子様で、よけいな力は必要ないわ。私なんてかえって邪魔になるだけで」

「本当にそう思ってる？」

　アレクシスが身体を抱き締めてくる。

「ずっと他の女性に見向きもせず、ルージュ一筋にお世話してきたこの私に？」

「だって、それはフォーブス城には年頃の女の子がほとんどいなかったからじゃないの？」

「違いますよ。まさか、本気でそんな単純な理由だと思っていたんですか？」

「う」

　それを言われると、きついものがある。

　だって、なんだか今のアレクシスはいつもと違う。

　銀の髪の下から覗く、切れ長の瞳も、本当に真正面からルージュを捉え、視線を釘付けにするような強い色香を纏まとっている。

　こんな風に自己主張をしてきたアレクシスを、ルージュは今まで見たことがなかった。

（だから、困るわ……）

「ルージュだけで手一杯でした。そして言い換えれば、ルージュがいるだけで十分でしたよ。私はね。父王の手配により預けられた城に、まさかこんなに可愛い姫がいるとは思わなかった。しかもそれが〝王の星〟とは」

（本当に困るの……）

「えっと……〝ありがとう〟って言うべきかな？　それとも〝失礼ね〟？」

「冗談だと思いますか？」

「う……。アレクまで私をからかうつもりなの？」

「からかってなんかいませんよ。いいかげん、ルージュには私の気持ちの繊せん細さいな部分にも気づいてほしいなと思ったまで。あなたははっきりと言葉にしないとまったく伝わらないんですから」

　やっぱり、変だ。アレクシスが、男の人になってしまったみたい。

「で、でもね私にはファイシス様が……」

　ルージュは困惑して、東屋の外にいるはずのファイシスの姿を捜すが、彼の姿もデュークの姿も見当たらない。馬を繫ぎに行ってしまったのだろうか。

「わかってます。でも、だからこそ気づいておいてほしいですね。〝王の星〟を欲している王子は三人いるのだと。そしてルージュを……この美しく燃えるような髪を持つ、紅い姫を欲している男も少なくとも三人はいるのだと」

　アレクシスはルージュの背中に手を回し、長くうねる紅い髪を指で掬すくって口づける。

「母上は地方の城で隠いん遁とん生活を送っていますし、王家の平穏は取り戻しました。が、まだ、闘いは始まったばかり……ということですよ」

「闘い……？」

「そう。言うなれば、〝恋の戦い〟……ですね。ルージュ。我が紅い姫」

　アレクシスがニッと嗤わらう。

「ルージュ！　兄上!?」

「シンドラ兄上！」

　アレクシスがルージュをベンチにゆっくりと押し倒し、その上に身を重ねようとしたところに、ファイシス王子とデューク王子が駆け上がってきた。そして、

「シンドラ兄上！　ちゃっかりと、何をされているんですか？」

　デューク王子の咎とがめる視線。

「兄上といえど抜け駆けは許せません！　ルージュは僕と契約しているのですから！」

　ファイシス王子も飛んできて、ルージュを急いで抱き起こす。

「やだな、私は長兄だよ？　少しは大目に見てくれないかな。弟たちよ」

「ダ・メ・で・す！」

　普段はあまり気の合わない、デューク王子とファイシス王子の声が見事に揃そろった。

「ちょっと待ってよ。私の問題なのに……もう……」

　仰向けに押し倒されながら、ルージュは三人の王子の顔を眺め、そう呟つぶやくしかない。

　この三人の王子たちの力強さには、ルージュですらただ圧倒されるばかりだ。




　それまでずっと静まり返っていた離宮に、明るい笑い声が響く。

　紅い姫君をめぐる王子たちの華麗なる争奪戦は、しばらく結着がつきそうにない。
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あとがき






　さて、あとがきです。

　本文をお読みくださった方は、「うおお!?」などとお思いかも知れません。

「やっぱり！」とお思いの方もおられるかも知れません。

　そして、まだ本文はお読みではなくて、あとがきからお読みの方もいらっしゃるでしょう。ネタバレになってはいけませんので、そのへんは敢あえてあとがきでは触れないで行こうと思います。




　で、〝レッド・プリンセス〟を書いていると、無性にフランスに行きたくなります。

　ベルギーでも、イギリスでも、ドイツでもイタリアでもオーストラリアでも行きたいのですが、まあやっぱり『今からどこか一つの国に行っていいよ。旅行代金は、この私が出してあげるよ』等と、太っ腹のデューク王子が言ってくれたなら、迷うことなく『フランスがいいです！』と答えてしまうでしょう。

〝レッド・プリンセス〟は南フランスとパリ近郊が舞台ですが、北の方も好きなんですよね。

　ノルマンディーのモン・サン・ミッシェルは（あの有名な海に突き出たお城のような修道院です）何度行っても感慨深いですし、季節が違うとまた全然別の顔を見せてくれたりします。

　あの干ひ潟がたに降りてみたいという願いはいつか叶うでしょうか。

　なかなか普通の観光旅行で（特にパックツアー）では難しいようですが、降りてみたい。

　馬が駆け足でやってくるかのごとく、満潮時の潮の満ち方は速いそうです。

　昔より堆積物が増えてしまったので、今はそれほど速くもないのではと思いますが、それでも、その話を聞いたときの、白い馬が群れで沖から陸地めがけて駆けてくる印象は、いつまでもそのまま私の頭の中に焼きついています。




　そして、そのモン・サン・ミッシェル近郊での食の名物に〝プラールおばさんのオムレツ〟とか、シードル（リンゴで造ったお酒）とか羊の肉があるのですが、羊肉は食べたことがないんです。

　海水が押し寄せてくる広い干潟で、肥ひ沃よくな大地の草を食べたり（海藻を食べたりとガイドさんは言っていたような）で、とても肉質がいいそうです。

　オムレツはふわふわで美味しい……というか、調味料をつけて食べないと味がないと思った記憶があります。

　私がツアーで訪れたときは、日本人観光客の団体さんにはケチャップをあの入れ物のまま出してくれたと思います。

　今ではすっかり日本でも〝プラールおばさん〟も有名になってしまって有名百貨店の食品館ではクッキーが輸入販売されていたりしますが、昔はそんな輸入品はなかったんですよね。




　あの赤い缶は可愛くて目立ちますよね。（あ、食べたくなってきちゃったかも）

　シードルもものすごく美味しくて、結構アルコール度数は高めなのに、ジュースのようにごくごく飲みたくなってしまうお味です。

　おみやげに日本に持って帰るのは、ビンものだけに破損しやすかったり、重かったりして大変ですが。

　基本的には、同じものが日本に輸入されていても、現地で買ってきたもののほうが自分的にはより価値を感じちゃいます。

〝思い出込み〟、というか現地の空気というか、香りがついているような感じですね。




　で、ヴェルサイユ宮殿ですが、このお話で何度か出てきました〝農村庭園〟。

　作中ではファイシス王子がお気に入りだった庭園ですが、実際宮殿の敷地内にマリーアントワネット王妃様の作った箱庭的農村が、一、二年前から観光コースとして一般公開されているんですよね。




　い、行きたい……。

　日本から行く普通のガイドさん付きの観光ツアーでは、ヴェルサイユ宮殿に一、二時間しか滞在できないので、やはりこれも〝パリで終日自由行動あり！〟みたいな行程が入っているツアーじゃないと無理ですよね。

　もしくは、バスや列車を使って、全部自分で予定を組んで行く旅行にしてしまうか……。

　普通の人よりも色々な外出機能が恐ろしいほど整っていない私には、過酷な旅となりそうですが。（というか、確実に無事にいられない気がします）

　友人で、フランス語は一切喋れないのに（英語も話せる訳じゃなく）いきなり思い立って、一人でパリに一週間ほど滞在したという人がいますが、すごい行動力です。

（でも、二年ほど前のことなのに、『どこのホテルに泊まったの？』と訊ねて返ってきた言葉が『覚えてない』というのも、かなりすごいと思います。きっと、あまり何も考えていなかったのではないかと思えたり……）




　私の遠い昔の旅の記憶よりもずっと鮮明なのが、この〝レッド・プリンセス〟のイラストを描いてくださった山やま岡おか鰆さわら様のウェブサイトです。

　そこに今年山岡様が行かれたフランス旅行の写真がアップされているんですよ。

　モン・サン・ミッシェルの写真もあります。（あんなところに、あんな素敵な彫像があったのね。などとうっとりしながら拝見しております）




　フランス（仮想フランスでも）を舞台にした魔女のお話は、まだ書いてみたいものがあったりします。

　ルージュは、よく〝魔女〟という言葉から想像するような〝怪しげな力を使う黒いマントを着た女〟というイメージの女の子ではなかったですけど、今度はそういう子もいいなと思ってます。

　妖しさのベクトルでいうと、ヴィクサントールのような子でしょうか。

　逆に、〝魔女っ子〟のイメージのファンタジーチックな女の子もいいですよね。可愛くて。

　夢は無限に広がります。




　そうそう。実はひっそりとブログなどしております。

〝ことりの空〟です。

　不定期更新で、止まるときは思い切り止まってしまうダメブログなのですが、お仕事情報や、興味ある美術関係の展示会のことなど記載しておりますので、お時間がありますときは立ち寄ってみてくださいね。

　うちのことりさんが喜びます。おおとりさんも喜びます。




　では、このあとがき、あまり本作と関係のないような内容メインですみませんでした。

　いままでこの本の発行に携わってくださった、山岡様。編集様。校正様等々、本当にありがとうございます。

　感謝に堪えません。

　そしてこの本を読んでくださった読者の方々にも感謝しつつ、このページを閉じさせていただきます。

　またお会いできますように───。








斎王ことり拝



















著者

斎王ことり

Kotori Saiou




２月11日生まれ・水瓶座・Ｏ型。

最近、同じ誕生日の有名人をぱたぱたと数名発見しました。

お一人は今日本中が注目しているであろう政治家の方。「宇宙人」というあだ名があるそうで……。

凡人の私からすると、とってもうらやましいあだ名です。










イラスト

山岡 鰆

Sawara Yamaoka




12月25日生まれ・山羊座・Ａ型

今回はカバー裏面にもイラストがあったりします。（折角の機会なので表紙に出ていない男子４人で揃えてみました～）帯をめくって楽しんでいただけたら嬉しいです。




melt:2

http://alstromeria.client.jp/







※カバー裏面のイラストは、電子版には収録されておりません。ご了承ください。
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レッド・プリンセス




紅あかい魔ま女じよと唇くちびるの契けい約やく
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